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『美み玖くちゃーん、カズくーん、こっちこっち～』

　姉さんが笑え顔がおで、ぼくと和かず臣おみのことを呼んでいる。

　ぼくたちは並んで歩きながら、姉さんのもとへと近付いていき……

　──そこで目が覚めた。

「夢にまで出てくるなんて、本当に姉さんは……」

　朝日がカーテンの隙すき間まから差し込んでいて、ぼくはその眩まぶしさから逃にげるようにして寝ね返がえりを打った。

　──ブーッ、ブーッ。

　そこでタイミング悪く、スマホが着信を示す。

　確かく認にんすると、同じクラスの熊くま谷がい花はなからメッセが届いていた。

『黒くろ日ひ奈なさんおはよ！　お昼は大おお縄なわの特訓があるから、体操服を忘れずにね♪　それじゃ、今日も一日がんばろー！』

「やれやれ、ぼくの身体からだはボロボロなのに。鬱うつ陶とうしいことこの上ないよ……」

　そう呟つぶやいてから、スマホを枕まくら元もとに放ほうり投げる。

　こんな面めん倒どう事を抱かかえることになったのも、全すべて和臣のせいだ。ぼくはインドア派だというのに、和臣が変な気を回すから、せっかくの休み時間にまで大縄跳とびの特訓とやらをさせられるハメになったんだ。

「……ふふ」

　だというのに、ぼくは自然と笑みを浮うかべていた。きっと、彼のことを考えたからだろう。

「まあいいさ、細かいことは。こちらは好きなようにやらせてもらうだけだからね」




　これは、体育祭まで残り一週間を切ったある朝のこと。

　今回の『作戦』開始は、ここから五日ほど前に遡さかのぼる。








一章　初夏の開戦









　六月上じよう旬じゆん。

　初夏の暑さに加え、梅雨つゆ入り間近のじめじめとした湿しつ気けを感じる朝。

　登校中に立ち寄ったコンビニで、俺は一冊の漫まん画が雑誌を手に取って眺ながめていた。

　表紙を飾かざるのは、『後こう輩はいマネージャーは好きですか？　フレッシュアイドル・鹿か野の彩あや夏かがついに登場！』──というキャッチコピーの通り、制服姿で運動部のマネージャーに扮ふんした彩夏である。

　こうして実際に彼女が掲けい載さいされている雑誌を見ると、やはりアイドルなんだなと実感する。スポドリを片手に微笑ほほえむその姿は、まさにアイドルそのものであった。

　その雑誌をカゴに入れてから、せっかく立ち寄ったのだからと紙パックのミルクティーを手に取ったところで、

「「あ」」

　雑誌で見た通りの人物──鹿野彩夏と出くわした。

　制服姿で、メイクもばっちり。漫画雑誌の表紙に載のっている姿と見比べてみたものの、実物も遜そん色しよくのない可愛かわいさだ。やはり、彩夏の美少女っぷりはとんでもないな。

　ただし、表情は不ふ機き嫌げんそうでよろしくないが。

「おはよう、彩夏。なんか元気がないな、大だい丈じよう夫ぶか？」

「おはよーございます、かずセンパイ。最近忙いそがしいせいで、あんまり寝れてなくて。──てゆうか、センパイこそなんですか。朝から人の顔をジロジロ見ちゃって」

　やはり態度からも不機嫌なのが伝わってくる。しかしいくら寝不足だからって、仮にもアイドルなのだから、もう少し愛あい想そよく振ふる舞まえないものか。

　まあ、話しているうちに機嫌が直ることを期待しよう。

「いや、そこでお前が載ってる雑誌を売っていたから、つい見比べちゃってさ」

「あーそれ、この前あたしが言ったやつですね」

「ああ。先週辺りにお前がわざわざ宣伝をしてきたから、朝一で買おうと思ったんだよ」

　そこで何を思ったのか、彩夏はいたずらっぽい笑みを浮かべる。

「ふーん、そうですか。かずセンパイは朝から元気ですねぇ。こっちとしても、有意義に使ってもらえそうで何よりです」

「無む駄だに誤解を生む言い方だな……」

「いえいえ、用よう途とは人それぞれですし。たとえセンパイがあたしの写真を使って、朝からナニをしようと、こっちはとやかく言う気はないので」

　何食わぬ顔で彩夏はそう言って、自らのカゴにレモンティーを入れる。

「あのな、アイドルとしてその発言はどうかと思うぞ？」

「別にいいじゃないですか。アイドルである前に、あたしはあたしですし。──さーて、買い物の続きをしないと」

　どうやら俺をからかうことで機嫌を取り戻もどしたらしい。先ほどまでの仏ぶつ頂ちよう面づらはどこへやら、今や鼻歌交じりで菓か子しコーナーを物色している。まったく、この後輩アイドルには困ったものだ。

　迷った末にいつもの大豆バーを手に取った彩夏に対し、俺は先せん輩ぱいとして忠告をしておくことにした。

「またその大豆バーか。食生活を疎おろそかにしていると、そのうち貧血とかで倒たおれるぞ。特にこの時期は、栄養バランスを気にした方が良い。これは先輩としての忠告だ」

「かずセンパイって、時々琴ことさんみたいなことを言いますよねー。そうだ、じゃあなんか奢おごってくださいよ、優やさしいセンパーイ」

　何が『じゃあ』なんだか。

　まあいい。ここは優しいセンパイとして、ひと肌はだ脱ぬぐとしよう。

「仕方ないな。──なら、これにしようか」

　パスタサラダのパッケージを手に取ると、彩夏は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「ひどい顔になってるぞ」

「だってぇ。あたしこう見えて、野菜とかあんまり好きじゃないんですよー」

「美容に気を遣つかうなら、野菜は切っても切り離はなせない存在だと思うけどな」

「ぐっ……痛いところを」

　とはいえ、嫌がっている相手に無理やり食べさせるというのは俺の主義じゃない。

　可愛い後輩のためだ、ここは秘策を使うとしよう。

「このパスタサラダを食べるなら、一いつ緒しよにアイスも奢るけど。──どうする？」

「食べます！」

　途と端たんに顔を輝かがやかせて、食い気味に言う彩夏。

　甘いものには目がないとはこの事だと思った。




　彩夏と一緒にコンビニを出ると、目を眩くらませるほどの直射日光とともに、むわっとした熱風が吹ふき付けてきた。

　隣となりで早くもダウン寸前になっている彩夏に、先ほど買ったアイス（パピコの片方）を手て渡わたす。……これでしばらくは大丈夫だろう。

　そうして俺たちはパピコを片手に、学校へ向けて歩き出した。

　やはり夏に食べるアイスは美味おいしい。喉のどが潤うるおうと、気分まで涼すずやかになる。

　そんな俺とは対照的に、彩夏は気け怠だるそうにブラウスの胸むな元もとをぱたつかせていて。

「それにしても暑いですね～。なんかじめっとして気持ち悪いっていうか、こういう日は特に授業を受ける気が失うせますよねー」

「いや、お前の場合はいつもサボりがちだろ。そんなことばかり言って、留年しても知らないからな」

「うわー、それだけはイヤですー。あたしも卒業はしておきたいですし」

「それなら授業は受けることだ。出席日数が足りないと、テストでいくら良い点を取っても進級できないからな」

「はーい、気をつけまーす」

　空返事をしつつ、相変わらずブラウスの胸元をぱたつかせる彩夏。……本当にわかっているんだか。

　そんな風に後輩への有り難がたいお説教をしているうちに、校舎が見えてきた。

　この辺りまで来ると、周囲からの視線をやたらと感じるようになる。周りを歩くのはうちの生徒ばかりなのだから、当然かもしれないが。

　別に嫌なわけじゃない。──というか、むしろ心地ここち良いくらいである。朝から美少女と登校をして注目されるというのは、実に良いものだ。

「ねぇ、センパイ」

　そんな優ゆう越えつ感に浸ひたっていたら、彩夏がそれとなく身体を寄せてきた。

「なんだ？」

「こうして二人でチューチューしながら登校してると、なんかカップルみたいですよね。後ろを歩いてる女子たちなんか、あたしたちを見てひそひそ話していますし」

　からかうようにそう言って、彩夏は俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　大きな瞳ひとみをぱちくりと瞬またたかせ、上うわ目め遣づかいに見つめてくるその仕草はあざとい。……なのに、とんでもなく可愛い。

　しかし、ここで狼狽うろたえれば彼女の思う壺つぼだ。

　あくまで平静を装よそおいながら、間ま違ちがいを訂てい正せいするとしよう。

「──ごほん。いちいち誤解を生むような言い方をするな。俺たちはただ一緒に登校をしながら、同じアイスを食べているだけだろ」

「でも、センパイは困っちゃうんじゃないですか？　あたしと付き合ってるなんて噂うわさが流れたら」

　そう言って、笑みを深める彩夏。この状じよう況きようを楽しんでいるのが丸わかりである。

　だが、俺もやられてばかりではいられない。この機会に、アイドルとしての自覚が足りていない後輩にお灸きゆうを据すえてやることにしよう。

「確かに困るな。アイドルをやっている大切な後輩が、俺のせいでイメージダウンなんかしたら大変だ」

　すると、彩夏の頬ほおがほんのりと赤く染まる。

「へ、へぇ～、あたしの心配をしてくれるんですね。まあ、そのお気持ちは嬉うれしいんですけど、こっちのことは気にしなくていいですよ。あたし自身、気にしてないですし」

「いや、気にしないわけにはいかないさ。何せお前は、今年の体育祭の広こう告こく塔とうなんだからな」

　渾こん身しんの笑顔でそう言ってやると、彩夏はぷくぅと頬を膨ふくらませた。

　体育祭までおよそ一週間。差し迫せまった今の時期だからこそ、広告塔のイメージが大切なのは本当のことだが……このタイミングで言えば皮肉でしかないし、怒おこるのも当然だな。

「そ、そうですよね！　知ってました！　センパイがそういう性格だってこと！」

　お返しとばかりに、彩夏が渾身の肘ひじ打ちをお見み舞まいしてくる。

「痛いな……ったく、本気でやりやがって」

「ふーんだ。イジワルをするセンパイが悪いんですからねー」

　痛む脇わき腹ばらをさする俺をよそに、彩夏はぷいっとそっぽを向いてみせる。

　こんな俺たちの何気ないやりとりも、傍はたから見ればバカップルがイチャついているのとそう大差はないのかもしれないな……などと考えていたとき、おもむろに彩夏がスマホを取り出した。

　そして画面を確かく認にんするなり、彩夏は大きくため息をつく。

「ゆうたセンパイってば、今日の昼休みは空けといてって言ったのに……まあ、クラスの練習なら仕方ないか」

　──ッ！

　ぼやくように彩夏が呟つぶやいた瞬しゆん間かん、俺は我に返ったような気持ちになった。

　彼──沖おき津つ優ゆう太たの名前が出たことで、すぐさま浮うわついた考えが吹き飛んだのだ。

　どうやら彩夏は昼休みに彼と会う約束をしていたようだが、あちらの都合で無くなったらしい。彩夏には悪いが、おかげで俺は当たり前のことを再認識することができた。

　この子は俺のことを好きなわけじゃない──と。

　正直、危ないところだった。

　仲なか睦むつまじく会話をしたり、並んで同じアイスを食べたり、時にからかい、からかわれたり……そんなやりとりをしていると、つい『この子、やっぱり俺のことが好きなんじゃないか？』と考えそうになるんだよな。

　だが、それは勘かん違ちがいだ。拗こじらせた希望的観測でしかない。ゆえに、こちらから告白をしたりはしないし、変に期待もしない。

　そうやって自じ戒かいをしなければ、たちまち文字通りの玉ぎよく砕さいをしてしまうことだろう。

　なぜ、これほど頑かたくなに『勘違い』だと言い切れるのか。

　それはもちろん、俺がモブであり、ヒロインの彩夏が好きなのは、あくまで『主人公』──沖津優太だという事実を知っているからである。

　だが、現状のまま終わるつもりはない。

　沖津優太との一件があってから一ヶ月余りが経たった現在、未いまだに奴やつとヒロインズとの関係に進展は見られない。ゆえに、俺は迫る『体育祭』において、何かしらの作戦を決行するつもりである。

　待っているだけでは、チャンスは生まれないからな。




　　　　◇




　それから昇しよう降こう口に着いて。

「じゃあセンパイ、また後でー」

　思わせぶりなことを言う彩夏と別れ、下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえてから廊ろう下かに出る。

　すると、何やら生徒たちが掲けい示じ板ばんの前に集まっていた。

　そこに貼はり出されていたのは、先日行われた中間テストの成績順位表で。

『一位　成なる瀬せ和かず臣おみ：四百九十八点』

　ふぅ。ケアレスミスをしたせいで満点は取り損そこねたが、今回もしっかりと学年一位の座を守ることができたようだ。

　その隣に、『二位　沖津琴こと乃の：四百八十三点』と記き載さいされているのを見つけて、思わず眉まゆをひそめてしまう。

　というのも、前回のテストのときより点差が縮まっているのだ。

　負けず嫌ぎらいな琴乃のことだ。きっと科目数の増える期末テストでは、さらなる対策を講じてくるに違いない。これは俺も気が抜ぬけないな。

　そんな風に一人で闘とう志しを燃やしていると、ぽんと肩かたを叩たたかれた。

　振ふり返ると、クラスメイトの女子数人が並んでいて。その中には、我がクラス一の美少女──熊くま谷がい花はなの姿もあった。

「「「「「成瀬くん、テスト一位おめでと～！」」」」」

　事前に段取りを決めていたのか、クラスの女子たちが口を揃そろえて祝福してくれる。

　お祭り気分でキャッキャと騒さわぐ女子たちに向けて、俺は愛あい想その良い笑え顔がおを作ってから、「ありがとう。今回も頑がん張ばった甲斐かいがあったよ」と返答する。

　すると、女子たちはさらにヒートアップ。もはや奇き声せいの域に達している盛り上がり度合いを見せ、選せん択たくを誤ったかと後こう悔かいしかけたところで、花がぐいと前に出てきた。

「和臣くん、一位おめでとう！　本当にすごいよ！　一年生のときからずーっとだもんね！　このまま卒業するまでずっと一位を取り続けたら、本当に本当にすごい快挙になっちゃうよ！」

　周囲のテーマパーク状態を鎮しずめるどころか、負けず劣おとらずの興奮状態で言う花。

　だが、そんな彼女の勢いとは対照的に、周囲の奇声は止やんでいた。

　なぜ他ほかの女子たちが静かになったのかは知らないが、この機に乗じるのが得策だろう。

「ありがとう。けど、花も大げさだな。俺は部活に入っていないぶん家で勉強する時間があるだけだし、運動部なのに順位が一ひと桁けたの人もいて、すぐ後ろには琴乃もいる。これからも気は抜けないよ」

「それでも、やっぱり和臣くんはすごいよ！　二位の琴乃ちゃんもすごいと思うけどね。──あとね、今回はわたしも表に載のってるんだ～。ほら見て、あそこ」

　花が指差す先、表の左ひだり端はしに視線を向けると、確かに花の名前が記載されていた。

「お、ほんとだ。すごいじゃないか」

「えへへ、和臣くんから勉強を教えてもらったおかげだよ～」

　ニコニコと嬉しそうに話す花を見ていると、なんだかこっちまで幸せな気持ちになる。

　それについ、頭を撫なでたくなってしまう。

　さすがに他の生徒も大勢いる手前、理性が働いて行動には移さないが。

　そこで女子の一人が花を小こ突づいて、冷やかすように言う。

「ほうほう、これぞ愛のチカラってやつですかな～。うちらは素す直なおで可愛かわいい花が羨うらやましいよ」

「そ、そういうのじゃないってば……ただ和臣くんが教えてくれたおかげで、今回は頑張れたから……」

　もじもじと否定する花に構わず、他の女子たちも囃はやし立てる。

「うちらも花には幸せになってもらいたいしね～」

「そーそー。Ｄ組の沖津さんとか、あのアイドルの子にだって、花なら負けてないって」

「成瀬くんと『二に人にん三さん脚きやく』まで一いつ緒しよのペアだしね～」

　するとそこで、花は慌あわてた様子で返答する。

「だ、だから、そういうのじゃないんだって！　それに二人三脚のペアだって、くじ引きで決まったことだし！」

　そう。俺と花はくじ引きで見事、体育祭の競技──二人三脚のペアになったのだ。

　花の口から『別にペアになりたくてなったわけじゃない』的な発言をされると少し寂さびしいが、この状況であれば仕方ない。こんな些さ細さいな出来事で誤解が広まれば、困るのは花だからな。

　とはいえ、花自身の否定では効果が薄うすいようだ。クラスの女子たちはなおも勢い付いて言う。

「でも花ってば、連休中も成瀬くんと図書館デートしたんでしょ？」

「それは、勉強会を開いてもらっただけで……」

「とか言って～、お昼も一緒に食べたって言ってたじゃん」

「そ、それは、そうだけど……」

　一見すると、女子生徒たちが水面下で俺を取り合う修しゆ羅ら場ばのようにも思えるやりとりだが、悲しいことに、花は俺のことを好きなわけじゃないんだよな。

　さて、これ以上は見ているこっちも辛つらくなる。そろそろ助け舟ぶねを出すとしますか。

「あのさ。もう予よ鈴れいが鳴るし、そろそろ教室に入らないか？　俺も一限の準備をしたいしさ」

　そう声をかけると、クラスの女子たちはすぐさま同調する。

　それを皮切りにして、周囲の生徒たちは教室に戻もどり始めた。

　だが、花だけは俯うつむいたまま動こうとせず。

「花？」

「──ッ」

　俺が呼びかけると花は顔を上げて、何かを言いたそうに口をパクパクとさせる。

「大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いて。ちゃんと聞くから」

　優やさしく語りかけるように言うと、花は表情を和やわらげてから口を開く。

「……本当に、すごく感謝してるんだよ」

「うん」

「だからわたし、もっと頑張るからっ」

　そう言うなり、花はぴゅーっと走って行ってしまった。

　……天然女子は、時折よくわからない行動をする。

　ああ見えて、花は考え過ぎるところがあるからな。今回のクラスメイトたちとのやりとりの中でも、思うところがあったのかもしれない。

　そう思うことにして、俺も教室に向かった。




　　　　◇




　昼休み。

　体育祭も近いため、うちのクラスはグラウンドの端はしで大おお縄なわ跳とびの練習をすることになった。

　縄を回す役割は男子が担当することに。体育祭実行委員である俺と、もう一人はくじ引きで決まった。

　縄を跳ぶ際の並び順は二列になって、中央から男女ごとに分かれる。俺の方には女子の列が並んでいて、目の前の位置では花が跳ぶことになったのだが……

「じゃあいくよ、せーのっ」

　俺の掛かけ声に合わせ、体操服姿のクラスメイトたちが一いつ斉せいに身構える。

　それから一回、二回と皆みながテンポよく跳んでいく中、俺は一人の女子生徒に目を奪うばわれていた。

　──たゆんっ、たゆんっ。

　何せ……俺の目の前で、彼女の大きな果実が揺ゆれているのだから。

　その女子生徒は言わずもがな、花である。彼女が縄を跳ぶ度たびに上下運動を起こすその二つの果実は、容よう赦しやなく俺の視線を釘くぎ付づけにしてくる。

　こちらの視線に気付いているのか、花の顔は真っ赤だ。とはいえ、この圧あつ倒とう的なまでの絶景から目を離はなすことなどできるはずもなく。

　二つの果実が必死になって重力に抗あらがう光景を、俺は不ふ可か抗こう力りよくによって凝ぎよう視しし続ける。

　もちろん、縄を回す手は緩ゆるめない。この回が終われば、恥はじらった花が跳ぶ位置の変へん更こうを申し出るかもしれないし、そうなればきっと、こんな絶景を拝む機会は二度と訪おとずれないだろうからな。

　だが、ずっと続いてほしいという俺の願いも虚むなしく……終わりは唐とう突とつにやってきた。

　誰だれかが縄に引っかかったのだ。

　クラスメイトたちの視線によって、誰が引っかかったのかはすぐにわかった。

　あの女──黒くろ日ひ奈な美み玖くだ。

　黒日奈は言葉を発さない代わりに、皆に向かって一礼した。謝罪のつもりだろう。

　そんな中、ジャージの上下を着用する黒日奈を見て、花は跳んでいる最中のアレを隠かくす手段に思い至ったらしい。皆が黒日奈の行動に動どう揺ようしている間に、すぐさま小走りでジャージの上を取ってきた。これで眼福の機会は無くなったわけだ。

　まさか黒日奈のやつ、こうなることを見み越こしてわざと縄に……なんて思ったのだが、それから何回繰くり返しても、縄に引っかかるのは黒日奈だった。

　ひりつく空気。こぼれる不満。苛いら立だつ者や、呆あきれた者が遠回しに文句を言う。

　対する黒日奈は、依い然ぜんとして無言のまま。

　……そういえばあいつ、運動はそれほど得意じゃなかったか。去年の大縄跳びの練習には参加せず、本番すら見学していたのはそれが理由かもしれないな。

　どうであれ、このまま放置するのはまずい。

　ひとまず場を和なごませようと、俺が声をかけようとしたところで、

「ドンマイだよっ、こういうときもあるって」

　周囲にそう声をかけたのは、花だった。

　続けて、「実はわたしもお腹なかがペコペコで集中できてなくて。だから、今日はもう終わりでいいかな？」と言った。肩で息をしている黒日奈を見て、今日はやめておいた方がいいと判断したのだろう。

　花の申し出により、すぐさま周囲のムードは和やかなものになる。

　何人かの女子が花に同調したこともあって、この日の練習はこれでお開きということになった。

　皆が散っていく中、花だけは黒日奈のもとへと駆かけ寄っていく。

「ねぇ、黒日奈さん。ちょっといいかな？」

「何？」

　花が気さくに声をかけ、黒日奈はきょとんとしながら小首を傾かしげる。

　その珍めずらしい組み合わせに嫌いやな予感がしつつも、俺は目が離せずにいた。

「えっとね、大縄跳びのことなんだけど。黒日奈さんって、中央に近い位置で跳んでるよね。もしかして、毎回全力でジャンプしたりしてないかな？」

「……してるかも」

「黒日奈さんの位置なら、軽く跳ぶくらいで十分だと思うよ。それと、着地するときには膝ひざを少し曲げ気味に、ジャンプするときは膝をピンと伸のばす感じだと、跳び続けやすいかも」

「わかった。やってみる」

「うんっ、さっきのタイミングに言えなくてごめんね。わたしも自分が跳ぶので精せい一いつ杯ぱいになってて、あのときは頭が全然回ってなかったんだ」

「ううん、ありがと」

　なんとか力になりたいという花の気持ちが伝わったからか、黒日奈は素直に礼を言う。

　そんな二人の微笑ほほえましいやりとりを見ていたら、なんだかほっこりした気持ちになった。

「じゃあ、ぼくはこれで」

　そう言って、黒日奈はそそくさと去っていく。

　そこで俺の視線に気付いた花は、こちらへ来るなり照れくさそうに言う。

「お節せつ介かいだったかな？」

「そんなことはないと思うよ。花の気持ちはちゃんと届いたんじゃないかな」

　あの黒日奈が珍しく礼を言ったのだ。少なくとも、嫌な気はしていないはずである。

「そっか。ならよかった」

　ホッと安あん堵どした様子で微笑む花。

　もしかしてこの子、あいつと友達になろうとか考えているんじゃないだろうな。

　別に悪いことじゃないんだが……なぜだか、その展開には不安を感じてしまう。

　とはいえ、それは俺が口出しをすることじゃないな。

「じゃあ、俺たちも戻ろうか」

　そう言って歩き出したところで、花が服の裾すそを掴つかんできた。

　振ふり返ると、花は目を泳がせたままモジモジとしていて。

「えっと、どうかした？」

　また黒日奈のことで何かあるのかと身構えたのだが、

「あのね、和臣くん……実は今日、部活が休みでね」

「うん」

「だから、その……」

「うん？」

「二に人にん三さん脚きやくの練習に付き合ってほしいの！」

　まるで愛の告白でもするかのように溜ためて言うものだから、ついドキドキしてしまったじゃないか。

　まあ相手は花だし、そんなことだろうと思ったけどさ……。ひとまず落らく胆たんを表には出さず、俺は平静を装よそおって答える。

「ああ、俺も今日は予定が空いてるから平気だよ。二人でがっつり練習しようか」

「わーい、じゃあ放課後ね！」

　競技種目の練習ができるというだけで、こうも喜ぶとは。やっぱり花も体育会系なんだな。

　勝負事をやるからには手を抜ぬかない。──その姿勢は大事だし、俺も本ほん腰ごしを入れて頑がん張ばるとしよう。




　その後、靴くつを履はき替かえようと下げ駄た箱ばこに向かうと、Ｄ組の生徒たちが集まっていた。どうやら彼らも大縄跳びの練習をしていたらしい。

　そこには琴乃と、彼──沖津優太の姿もあった。

　例のごとく、琴乃は義理の兄である沖津優太に手を焼いている様子。耳を澄すまさずとも、その口論の様子は聞こえてきた。

「ですから、優太くんは毎回全力で跳びすぎなんですよ。縄には跳ぶ位置によって高低差が生まれますし、中央付近の優太くんはそれほど高く跳ぶ必要はないんです。──って、聞いてますか？」

「聞いてるよ、悪かったって。もう、疲つかれてるんだから後にしてよ」

「そんなことを言って、次また跳ぶときに苦労するのは優太くんなんですよ。面めん倒どうに思うのもわかりますが、ちゃんと私の話を聞いて、自分の糧かてにしてください」

「水分補給をしたら、また聞くよ」

「そうやって後回しにして、その後ちゃんと聞いたためしがないじゃないですか。まったくもう……」

　どうやら琴乃はなかなかに手こずっているらしい。

　感覚重視の花とは違ちがって、琴乃は理り屈くつに基もとづいて説明するタイプだ。ゆえに運動のみならず、勉強にまで苦手意識を持つ者にとっては、情報過多で余計に頭が混乱してしまうのかもしれない。

　こういう場面であれば、すぐさま花がフォローに駆け付けるものかと思ったのだが、

「他ほかのクラスのことなんて、わたしは知りませーん」

　意外にも、花はつーんとそっぽを向いていた。

　敵に情けはかけない、というわけか。そういうスタンスは実に俺好みだ。

　しかし、おそらく花は勘かん違ちがいをしている。

　我が松まつ場ば高校の体育祭は、基本的に『赤組』と『白組』の二グループに分かれて、各競技種目で獲かく得とくした点数の合計によって勝敗を競きそう形式となっている。

　そしてＤ組は、俺たちＣ組と同じ『赤組』に属する。

　よって、クラスは違えど、彼らは協力すべき『仲間』ということになるわけだが……沖津優太と未いまだに冷戦を継けい続ぞく中の俺からすれば、現状は好都合である。

「あっ、成瀬くん」

　などと考えていたら、琴乃がこちらに気付いたようだ。

　先ほどまでの毅き然ぜんとした態度はどこへやら。一いつ瞬しゆんにして和やかな表情に様変わりした琴乃は、すぐさまこちらに駆け寄ってくる。

「おつかれ。そっちも大おお縄なわの練習をしていたんだな」

「はい。とはいえ、それほど多く跳とぶことはできませんでしたが。──それと、少し遅おそくなりましたが、中間テストでの一位おめでとうございます。悔くやしいですが、今回も完敗です」

「ありがとう。期末テストも負けないからな」

「いえ、期末テストこそは私が一位を取ってみせます」

　俺と琴乃は互たがいに笑顔のまま、勝負の火花をバチバチと散らしていたのだが。

　そんな俺たちを見て、何やら花がむくれた様子で言う。

「わたしだって、琴乃ちゃんには負けないもん」

「へぇ、熊谷さんも私たちの戦いに加わるおつもりなんですか」

　にこやかに尋たずねる琴乃。しかし、その笑みからは形容し難がたい威い圧あつ感かんを感じる。

「勝負するのはテストじゃなくて、その、体育祭の話で……」

　そのせいで花は萎い縮しゆくしてしまったらしく、おどおどとしながらそう言うと、俺の背にそっと身を隠した。

　琴乃は未だに発言の意図を理解できていないようだし、ここは俺の口から説明しておくか。

「実は俺たちが同じ『赤組』だってことを、花は忘れているみたいでさ。体育祭で競い合うライバルだって、勘違いしているんだよ。だから気にしないでくれ」

　その説明で琴乃は合点がいったように頷うなずき、花はぽかんと口を開けて硬こう直ちよくする。

　そして花の顔はみるみるうちに赤く染まり、ぎこちない動作で俺たちに背を向けたかと思えば、

「……というわけだから、わたしはそろそろ行かせてもらうね。琴乃ちゃんも、体育祭ではよろしく。それじゃ、わたしはこれで！」

　そう言って、花はぴゅーっと走り去ってしまった。

「相変わらず可愛かわいい人ですね、熊谷さんは」

　ふふ、と優やさしく微笑む琴乃。……その笑顔も十分すぎるほどに可愛い。

　そこで気付いたのだが、知らぬ間に沖津優太の姿も見えなくなっていた。さては、琴乃から説教を続けられるのが嫌で逃にげたな。

　花は先に行ってしまったが、代わりに琴乃と更こう衣い室まで向かうとしよう。

「それじゃ、俺たちもそろそろ行こうか」

「はい」

　そうして廊ろう下かを歩き出したところで、何やら琴乃が神しん妙みような顔つきになって言う。

「あの……実はちょうど、成瀬くんにご相談したいことがありまして」

　この時期の相談となれば、大体の察しはつく。

「もしかして、応おう援えん団のこと？」

「やはり、あなたにはお見通しでしたか」

　琴乃は気き恥はずかしそうに笑ってから、話を続ける。

「どうにも私は、人前で大声を出すことが苦手みたいで……応援団のパフォーマンスの際に、満足な発声が出来ないんです。今のままではみなさんの足を引っ張るだけなので、その、何かコツなどがあれば、『応援団長』であるあなたにお伺うかがいしたいなと思いまして」

　なるほど。確かに、応援団の練習中は琴乃の声がほとんど聞こえてこないんだよな。強要するのは俺の主義じゃないし、今まで何も言わなかったけれど。

　ちなみに彼女の言う通り、赤組の『応援団長』は俺に決まった。団内の多数決によってである。

　ゆえに、団長である俺が団員の相談に乗るのは当然のこと。つまり、琴乃が特別に信しん頼らいしている相手として、俺を頼たよってきているというわけではないのだ。

　だからといって、手を抜くつもりはないが。せっかく相談してくれたのだし、ここは団のためにも、親身になって対応しようじゃないか。

「発声のコツか……。一番良いのは、やっぱり反復練習をして慣れることだよな」

「そ、そうですね……」

　勉強と同じだ。苦手なことは、何度も繰くり返してできるようにする。古典的な方法ではあるが、一番効果的な手法ではある。

　だが、琴乃が気まずそうに目を伏ふせている通り、問題はそう簡単なものじゃない。いくら反復練習をしようとしても、まず『初回』ができなければ始まらないのだから。

　──となれば、

「『この人の前でなら大声を出しても恥ずかしくない』って思えるほど、気を許した相手だけがそばにいる状じよう況きようで発声練習をする。──これが、まず最初のステップじゃないかな」

「そばで大声を出せるほどに気を許した相手、ですか」

「そう。家族とか、友達とか。それも無理なら、自分一人の場所で大声を出してみるところから始めるのもいいかもしれない。カラオケや貸しスタジオに入ったりしてさ」

「ならっ──」

　ぐい、と前のめりに距きよ離りを詰つめてくる琴乃。

　しかし、すぐさま口をつぐんで俯うつむいてしまう。

　……びっくりした。もしかして今、琴乃は俺を頼ろうとしてくれたのだろうか？

　けれど、それでも彼女が思いとどまった理由は……俺の前だと、自分は大声を出せないかもしれないと感じたからに違いない。

　そのとき、脳のう裏りに『奴やつ』の顔が思い浮うかぶ。

　だが、すぐさまその考えを頭の隅すみに追いやった。

　ここで奴の名前を挙げてしまうのは、俺が奴を頼っているようで嫌いやだったからだ。

「……私、一人でやってみます」

　そう口にした琴乃は笑え顔がおだったが、どこか不安そうで。

　ったく、馬ば鹿かか俺は。私情で応援団の仲間に──大切な女の子に、こんな困った顔をさせて。

　いつだって、最善策があるならそれを取る。帳ちよう尻じりを合わせるだけなら、あとでどうにでもなるはずだし。

　そう思い直し、俺は愛あい想そ笑いを浮かべて言う。

「いや、彼に頼たのむといいんじゃないかな。ほら、琴乃のお兄さんにさ」

　すると、琴乃は再び気まずそうに顔を伏せる。

　どうやら以前に俺と沖津優太がひと騒そう動どうを起こした件で、琴乃なりに気を遣つかっているらしい。

「俺のことなら気にしなくていいよ。彼とは仲良しってわけじゃないけど、別に嫌きらってもいないからさ」

　本当は嫌いだが。……まあ百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、苦手ではある。

　しかし、俺の言葉を聞いて、琴乃の表情は幾いく分ぶんか和やわらいだ。

　……これは、そういう流れでまとまりそうだな。

「わかりました。では、発声練習のお手伝いは優太くんに頼んでみることにします」

「うん、それがいいよ」

　そうして話がまとまったところで、更衣室の前に着いた。

「今日は相談に乗っていただき、ありがとうございました」

　清すが々すがしい顔で礼を言う琴乃。

　力になれたようで何よりである。

「そんな、大したことはしてないよ。それよりもまた何かあれば、いつでも相談してくれていいから」

「はい。私ごときがおこがましいかもしれませんが、成瀬くんも何かあれば、ぜひ私に相談していただけると嬉うれしいです」

「うん、ありがと。大変なときにはそうさせてもらうよ」

　そう言うと、なぜだか琴乃は少し寂さびしそうな顔をした。

「では、また練習のときに」

「ああ、またな」

　そこで俺たちは別れて、互いの更衣室に入った。

　着き替がえている最中、琴乃の寂しそうな顔が頭にちらついて。

「相談、か」

　他人を頼ることは悪いことではない。

　ただ、俺は少しばかり不得手である。

　そのことに、琴乃は気付いているのかもしれないと思った。




　　　　◇




　放課後を迎むかえ。

　晴天の下、再び体操服に着替えた俺と花はグラウンドで合流した。

　今日集まった用件はもちろん、二に人にん三さん脚きやくの練習である。

　周囲には俺たちのように、練習中のペアがいくつかいた。基本的に男女合同の競技だからか、皆みなどこか浮うわついているようにも見える。

　それは俺も例外ではなく。緊きん張ちようのせいで、足を繋つなぐためのロープを結ぶのに手間取ってしまうほどだ。

　ロープを結び終えると、次はパートナーである花の肩かたに腕うでを回して、密着することになるわけだが。

「それじゃ、掴つかむぞ？」

　こくりと花が頷く。

　パートナーから了りよう承しようを得たので、その小さな肩に腕を回すと、

「ひゃうっ!?」

　花があまりに可愛らしい悲鳴を上げるものだから、つい手を離はなしてしまった。

「ごめん、どこか変なところを触さわったかな？」

　ぶんぶんと首を左右に振ふる花。

　気を取り直して、再び花の肩に腕を回す。

　すると、柔やわらかい感かん触しよくとともに花の体温が指先から伝わってきて、自分の心臓の鼓こ動どうが速くなるのがわかった。

　まずい、緊張しすぎて手て汗あせが……。落ち着け、落ち着くんだ俺。

　これは競技種目の練習だ。行事ごとの一いつ環かんである。ゆえに、如何いかがわしい要素などこれっぽっちもない、純じゆん粋すいな運動行こう為いである。

　よし、頭を整理したら気持ちも落ち着いてきた。ここは体育祭実行委員でもあるこの俺が、パートナーをリードしていかないとな。

　そう意気込んで、ぐいと花の身体からだを引き寄せると、

「わっ!?」

　思いのほかあっさりと、花の小こ柄がらな身体が全体重をこちらに預けてきた。

　そのせいで、勢いあまって抱だきしめるような体勢になってしまい……くっ、なんだこのイイ匂においは。この幸福感は。これが女の子を抱きしめるという感覚……──というか、このとんでもなく柔らかい感触は、まさかッ！
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　……と、いけないいけない。俺としたことが、うっかり理性が崩ほう壊かいするところだった。

　眼下に見えるのは、小柄な女の子。

　俺の胸に顔を埋うずめるその女子は、肩を強こわ張ばらせたまま微び動どうだにしない。

「ハァ、ハァ……」

　そこでようやく、自分の息が荒あらくなっていることに気付く。だいぶ余よ裕ゆうがなくなっていたらしい。

　だが、このままというわけにもいかない。

　ここはあくまで冷静に、普ふ段だん通りに声をかけるとしよう。

「悪い、花。声もかけないでいきなり引っ張られて、びっくりしたよな」

　そんな風に声をかけながら、花の両肩に手を置いて、体勢を立て直す。

　そこで気付いたが、花の顔が真っ赤になっていた。耳どころか首まで赤い。大きな目をぱちくりとさせて、未いまだに動どう揺ようしているのが見てわかる。

　幼おさな馴な染じみの地味男にタックルをお見み舞まいする、普段の活発さはどこへ行ったんだか。

　そこにいるのは、ただのうぶな女の子だった。

　ずっと沖津優太しか眼中に入れていなかったから、こうしてクラスメイトの男子とスキンシップをするのも慣れていなかったわけだ。

　俺が思っていたよりも、花はうぶだったみたいだな。それがわかったら、なんだか少し気持ちに余裕が生まれてきたぞ。

「花」

　彼女の名前を呼ぶと、ぴくりと反応した。

「練習を再開しようか。──肩、掴むからな。花は俺の腰こしに腕を回してくれ」

　落ち着かせるつもりで笑顔になって言うと、花の肩から無む駄だな力が抜ぬけていくのがわかった。

　そうして再び、花の肩に腕を回して引き寄せる。

　すると、今度はしっかりと俺の腰に腕を回してきた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　できるだけ平静を装よそおって尋たずねると、花はこくりと頷うなずいた。

「よし。それじゃあ、俺が『一、二』って掛かけ声を出すから、花は『右足、左足』の順で前に進める形で」

　再び花は頷いてみせる。

「じゃあ、いくよ。一、二、一、二……」

　俺の掛け声とともに、花はしっかりと足を動かす。

　互たがいの歩調を合わせて、動きをシンクロさせていくことを意識する。

　花とはだいぶ身長差があるものの、さすがは運動部。テンポをしっかり合わせてくれるおかげで、とてもやりやすい。

「じゃあ、少しペースを上げようか。一、二──」

　声を掛けながらペースを上げて、そのまま本番で走るコースに入った。

　二人三脚で走っていることに、不思議と不安はない。むしろ心地ここちがいいくらいだ。きっと、花がしっかりと身体を預けてくれているおかげだろう。

　俺たちは涼すずやかな風が吹ふき付ける中、なおもペースを上げていく。

　そうして、しばらく走り続けて。

「──そろそろ止まるよ、一、二……と」

　コースを完走してから、掛け声とともにゆっくりと静止した。

　俺が隣となりを見るのと同時に、花も顔を上げる。

　互いの目と目が合って、それが妙みようにおかしくて笑い合った。

「これなら、一位は俺たちで間ま違ちがいなしだな！」

「うんっ、わたし達なら絶対一位だよ！」

　二人で気合十分に声をかけ合ったことで、俄が然ぜんやる気が湧わき上がってきた。

　これが互いを信しん頼らいし合ったペアの実力というものだろう。何せ俺たちは、一年生のときから同じクラスなのだ。そこらの連中とは年季が違う。

　それにしても、気持ちがよかったな。走っている最中は息もぴったり合っていたし、これは本番が楽しみである。

　足を繋いでいるロープをほどこうと屈かがんだら、花まで一いつ緒しよに屈んできた。

　そこで再び目が合って、今度は照れくさそうに逸そらされた。

　そのとき、俺は心の底から思ったのだ。

　体育祭とはなんて素す晴ばらしいものなんだ、と。
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　その帰り道。

　自宅近くの公園の前を通りかかったところで、会いたくない奴やつの姿を見つけた。

　相手もこちらに気付いたらしく、仕方がないので声をかけることにする。

「お前、こんなところで何をしてるんだよ」

　すると、その女──黒日奈美玖は不敵な笑えみを浮うかべて言う。

「何ってもちろん、きみのことを待っていたんだよ」

「俺のことを待っていた、ね。用があるなら、さっさと済ませてくれ」

　こいつはいけ好かない奴だが、邪じや魔まをする気がないことはもうわかっている。

　ベンチの一つに腰掛けると、その隣に黒日奈が座ってきた。

「ふふ、今日はずいぶんと上じよう機き嫌げんみたいじゃないか。何か良いことでもあったのかな？」

「まあな」

「素直だね」

「まあな」

「たとえば、放課後に二人三脚の練習と称しようして、意中の女子とイチャイチャすることができたとか？」

　こいつは、さっきまで俺と花が二人三脚の練習をしていたことを知っているのか。

「称しても何も、花とは普ふ通つうに二人三脚の練習をしただけだ。イチャついてはいない」

「へぇ～。なら、どさくさに紛まぎれてあの子の匂いを嗅かいだり、おっきな胸の感触に悶もん絶ぜつしていたのも練習の一環だったのか」

「……そんなことはしてない」

「あれれ？　ここは素直じゃないんだ」

　からかいやがって……この女、絶対に俺たちの練習風景を覗のぞき見していただろ。

　それに、そういうことがあったのは不ふ可か抗こう力りよくというか……別に、自分から匂いを嗅ごうとしたり、胸を触ろうとしたわけじゃない。確かに良い匂いはしたし、いろいろあって悶絶もしたけれど。

「もうその辺りで勘かん弁べんしてくれ。──それで、本題は？」

「ああ、うん。別に、ぼくの方から何か提案があるってわけじゃないんだけどさ。きみもそろそろ、次の作戦の方向性が定まってきた頃ころ合あいじゃないかと思って」

　なるほど、接せつ触しよくしてきたのはそういうわけか。

「期待してくれているところ悪いが、まだ作戦の方向性も定まっていないんだ」

「へぇ、意外だね。てっきりこの体育祭を機に、熊谷花さんとの距きよ離りを一気に縮めるのかと思ったんだけどな」

「それができれば、苦労はないんだけどな」

　決め手がない、というのが現状である。こちらから闇やみ雲くもに仕掛けても、失敗するのは目に見えている。前回の経験からそれは学んだ。

　だがもちろん、隙すきがあればどんどん仕掛けていくつもりだ。待っているだけというのは性しように合わないしな。

　ただ、今はそのきっかけが足りないというだけで。

　体育祭という行事のおかげで、花と関かかわる機会がとても増えている。それは同じ体育祭実行委員であり、応おう援えん団に所属する琴乃にも言えるわけだが、先ほど『ライバル』──沖津優太との接点を与あたえてしまったばかりだし、琴乃の方は望み薄うすだな。

　ともかく、あともうひと押し何かがあれば、方向性も定まりそうなものなのだが。

「きみって本当に理性的だね。それにチキンだ」

　思い悩なやむ俺を見て、黒日奈が小こ馬ば鹿かにするように言った。

「俺がチキンだと？　臆おくしているって言いたいのか」

「だってそうじゃないか。この場合、普通に『花ちゃんから良い匂いがして、すっごくドキドキしたから頑がん張ばろ～』でいいじゃない。男の子はそういうの、大好きでしょ」

「お前は、俺のことを獣けものか何かだと思っているのか……？」

「だから言ったじゃないか、チキンだって。そんな臆病になっていたら、気付くはずもないよね。──学校行事ってだけで、すごいチャンスになるってことにさ」

　いや、俺の言った獣というのは肉にく食しよく獣じゆうの方で……と補足をしようと思ったのだが、そこでふと冷静になった。

　この女は嫌いや味みばかり言うが、あくまで味方だ。ゆえに、たまにはその意見を素直に受け入れるべきかもしれない。

　……よし。では仮に、俺がチキンになっているとしよう。つまり、決め手がないと考える今のスタンスそのものが、逃にげ腰ごしでネガティブな発想だとする。

　これをポジティブ思考に転てん換かんして、この女の言う通り、体育祭というだけで大きなチャンスになると仮定する。周りはお祭りムード一色だし、実際にカップルが成立しやすい時期である。加えて体育祭で活かつ躍やくすればモテるという、いわゆる体育祭マジックにも期待ができる。俺の場合、競技で活躍すること自体は造作もないからな。

　この状じよう況きようを最大限に生かすために、まずは準備期間中に行う競技の練習等を利用して、沖津優太と誰だれかの接点を増やす。必要に応じて、こちらもサポートをするつもりだ。──そしてその隙を突つき、俺は他ほかの相手にアプローチを仕掛けよう。

　その後、各おの々おのの絆きずなが深まった状態で本番を迎むかえ、俺は競技で大活躍し、奴も競技を通して相手との距離をさらに縮めれば──うん、これなら成功するビジョンが見えてきたぞ。

　うちの学校では、体育祭のあとに後夜祭が行われるのだが……その活用法は本番がもう少し近くなったときに、作戦の手て応ごたえ次し第だいで考えることにしよう。

「フッ」

　そこで思わず笑みをこぼすと、黒日奈もニッと笑みを浮かべた。

「どうやら、良い感じに頭が切り替かわったみたいだね」

「まあな」

　……黒日奈の言う通り、俺はチキンになっていたみたいだ。何せ、こいつの意見を受け入れた途と端たん、作戦を具体的かつ積極的に捉とらえられるようになったのだから。

　さて、ここで問題となるターゲットだが……体育祭シーズンでは、クラスメイト同士で過ごす機会が必然的に多くなる。クラスでの大おお縄なわ跳とびに、先ほどまでやっていた二に人にん三さん脚きやくの練習などが良い例だ。

　よって、俺はクラスメイトである花にアプローチを仕掛けることにしよう。となると、沖津優太の相手はもちろん、あの子に決まっている。

　俺はその場で立ち上がり、決意表明も兼かねた宣言をする。

「この体育祭期間を利用し、クラスメイト同士である『琴乃』と沖津優太を引っ付けて、その隙に俺が花と恋こい人びとになる！　──今回の作戦は、これで決まりだな！」

　そう高らかに宣言をした直後、黒日奈が小気味よく拍はく手しゆをしてみせた。

「ブラボー！　ついに攻せめる決心がついたんだね！　さすがはみんなの成瀬くんだ！」

　……今回ばかりは、この女に馬ば鹿かにされても文句は言えないか。

「今回もお前に焚たき付けられたようなものだけどな」

「だとしても、高いプライドをへし折ってまで、ぼくの言葉を受け入れたのはきみ自身だ。そのことは、素直に誇ほこってもいいんじゃないかな」

「えっ、ああ……」

　こいつがこんな風に褒ほめてくるのは意外だった。そのせいで、なんだか調子が狂くるってしまう。

　場を仕切り直すためにも、俺は咳せき払ばらいをして言う。

「──ごほん。とにかく、そうと決まれば、まずは琴乃たちの参加する競技を探さぐらないといけないな」

「うんうん。きみの思う通りにやればいいよ」

「いや、いっそ奴を応援団の練習に付き合わせるのもアリか……？」

　応援団といえば、琴乃と沖津優太が接するきっかけを作ったばかりである。

　あのときは琴乃の個人練習に奴を付き合わせるという話だったが、奴を応援団の全体練習にも絡からませることで、琴乃はさらなる成果を出し、二人の仲はぐっと縮まる。そして作戦の成功にも近付いて──うん、誰もが喜ぶハッピーエンドが見えてきたぞ。

　思い立ったが吉きち日じつというし、さっそく琴乃あてのメッセを作成する。

　作成したメッセを琴乃に送り終えたところで、黒日奈が席を立った。

「それじゃあ、ぼくはそろそろ帰るね」

「ああ。その、今日は助かった。またあのコンビニのところまで送るよ」

「いや、今日はまだ明るいから大だい丈じよう夫ぶ。それじゃ、バイバイ」

　そう言って、黒日奈はとぼとぼと帰っていく。

　確かに、六月の空はこの時間でも明るい。夕日が眩まぶしいくらいだ。

　さて。作戦は決まり、布石も打った。あとは上手うまく行動するのみである。

　──必ずや、体育祭期間中に花と付き合ってみせるぞ！








二章　サマーオレンジな後こう輩はい女子









　などと息巻いたのだが。

　翌日の昼休みには体育祭実行委員会があり、やっと放課後を迎えたかと思えば、花はなは部活の練習があるという。

　まさに出で鼻ばなを挫くじかれた気分のまま、一人で帰ろうと教室を出るなり、

「どーもです、かずセンパイ♪」

　彩あや夏かに声をかけられた。どうやら俺を待ち伏ぶせしていたらしい。

　何やらしなを作っているし、とても嫌いやな予感がする。

「悪いがパス」

「ちょっとー、まだなにもお願いしてないじゃないですかー」

　逃げようとしたところで、すかさず彩夏が腕うでを絡めてきた。

　くっ、俺としたことが……。彩夏に行動を先読みされるだなんて。おまけになんか柔やわらかいものが腕に当たっているせいで、頭が正常に働かなくなってきたぞ。

　というか今、『お願い』って言ったよな？

「は、離はなせ。やっぱりお願いがあるんじゃないか。嫌な予感がすると思ったんだよ」

「まあまあ、ひとまずあたしの話を聞いてくださいよ」

「……ったく、聞くだけだからな」

「さっすがセンパイ♪　なんだかんだで優やさしいんですから～」

「また調子の良いことを言って……」

　思わずため息をつくと、彩夏は悪びれずにぺろっと舌を出してみせた。そんな仕草まで可愛かわいいのだから、余計にタチが悪いんだよな。

「で、話ってなんだ？」

「えーっと、これなんですけど～」

　彩夏はおもむろにスマホを取り出したかと思えば、すぐさま画面をこちらに向ける。

　そこに映っていたのは、駅前にあるフィットネスジムだった。

「このジムがどうかしたのか？」

「実はあたし、前々からここに興味があって～。でもこういうとこって、一人じゃなかなか行きづらいじゃないですかー。なので、明日はちょうど休みですし、かずセンパイも一いつ緒しよにどうかな～と」

「つまり、ジムのトレーニングを体験したいわけだ」

「うーん、そういうのとはちょっと違ちがうんですけど～」

　なんだか煮にえ切らないな。それに、何かを隠かくしている気がする。

　だからといって、どうということはないがな。

「まあ、話はわかった。──ただ悪いんだけど、俺も明日はやることがあってさ」

　約束通りに話は聞いた。これで断っても文句はないはずだ。

　そんな俺の考えを見み抜ぬいてか、彩夏がジト目を向けてくる。

「へー、他に予定があったんですね。けどそれって、カワイイ後輩の頼たのみよりも大事なことですか？」

「大事といえば大事かな。こっちはプライベートというより、仕事みたいなものだし」

　やることがあるというのは、決して嘘うそではない。

　元々、明日は体育祭用のチラシを作成する予定だったのだ。それに、宣伝用のＳＮＳアカウントの更こう新しんもやらなければいけない。

　だが、彩夏もそう簡単に引き下がるつもりはないようで。

「ふむふむ、それは良いことを聞きました。『仕事』だったら、プライベートの用件よりも優先されるわけですね」

「ああ」

「そしてセンパイの用は、『仕事みたいなもの』と。それは『ちゃんとした仕事』よりも、優先順位は下がるはずですよね？」

「……さてはお前、やっぱり仕事絡みの用件だな？」

「な、なんのことでしょう？」

「ごまかしたって無む駄だだぞ。お前の態度で丸わかりだ」

　すると、隠すことを諦あきらめたらしい彩夏が、やれやれと肩かたを竦すくめてみせた。

「よく見破りましたね。確かにセンパイの言う通り、ジムの件は仕事絡みです」

「あっさり認めたな……」

「かずセンパイがごまかしても無駄って言うからじゃないですか！」

「いや、そうだけどさ」

　ぷんすかとむくれる彩夏。……ほんと、いちいち可愛いんだよな。

　和なごむ俺をよそに、彩夏は仕切り直すように咳払いをする。

「──とにかく、そういうことなので力を貸してください」

「あのな……だから、どうして俺がお前の仕事を手伝わなきゃいけないんだ。こっちは素人しろうとだぞ」

「いやいや。この前、かずセンパイと一緒に載のった雑誌の評判はすごく良かったですし、カメラマンさんもまた連れてきてほしいって言っていたくらいです。もっと自信を持ってくださいよ」

「そういう話じゃなくてさ……。それにこっちは顔も出してないんだから、評判が良かったのは全すべて彩夏の力だよ」

「そんなこと……──とにかく、かずセンパイの力が必要なんです。明日はあたしにとって、大事な撮さつ影えいなんですから」

　どうにも食い下がってくる。これは彼女にとって分ぶん岐き点になるような、大きな仕事なのかもしれない。

　しかし、大きな仕事なら尚なお更さら、素人の俺が出る幕はないはずだ。

「大事な撮影なら尚更だ。素人で、おまけに顔出しもしない奴やつは参加するべきじゃない」

「かずセンパイのわからず屋」

「なんとでも言ってくれ」

　彩夏はムッとしてみせてから、ふと何かを思い付いた様子で笑えみを浮うかべた。

「つまり、かずセンパイに手伝う気はないと」

「そう言ってるだろ。俺はわからず屋だからな」

「でもでも～、今回の仕事って、実は体育祭の宣伝にも関係しているんですよ？　なのにいいんですか、簡単に断っちゃって」

　すでに勝利を確信するかのように、彩夏は笑みを深めて言う。

　だが、いくら関係しているといっても、せいぜい間接的なものだろう。仕事の宣伝メッセージと一緒に、ＳＮＳで体育祭の宣伝もやれば、より注目度がアップするとか。

「お前の知名度が上がれば間接的に客足も伸のびるとか、仕事の宣伝ツイートと一緒に体育祭のことも宣伝するって話なら、取り合う気はないぞ」

　ちっちっちっ、と彩夏は人差し指を振ふってみせる。……どうでもいいが、なんか腹立つ仕草だな。

「そんなことじゃないですよ。まあわかりやすく言うと、あたし最近、体育祭の宣伝を頑がん張ばっているせいで疲つかれちゃってるんですよね。だからそのぶん、センパイには責任を取る義務があると思うんですよ」

「なっ……」

　こいつはまさか、俺を脅おどすつもりか。

「いやー、別にあたしはいいんですよ？　かずセンパイが忙いそがしい後輩に仕事を押し付けたくせに、そのぶんの恩返しもできない人だっていうなら、それで」

　俺としたことが甘かった。

　この後輩が何の見返りもなく、体育祭の宣伝役などという厄やつ介かい事を引き受けるはずがなかったのだ。

　これを盾たてにされてしまえば、俺は従わざるを得ない。俺は今、彼女に借りを作っている状態なのだから。

　そういう意味では、確かに今回の仕事は体育祭の宣伝に関係していると言えよう。

　ゆえに、俺は──

「わかった。その仕事、喜んで手伝わせてもらうよ」

　笑顔を引き攣つらせながらも、そう答えるしかないのであった。
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　翌日。

　正午を回った頃ころに、俺は駅前にあるフィットネスジムを訪おとずれた。

　今日は学校が休みだが、彩夏が制服で来ると言っていたので、俺も制服姿である。

　事前に聞いていたフロアに上がると、そこには屋内プールが広がっていた。

　しかも、貸し切りである。スタッフの方々以外には、誰だれの姿も見当たらない。

　昨夜にネットで調べて、このフロアがプールだと知ったときにはもしやと思ったが、今日の撮影って──

「セーンパイッ」

　背後から唐とう突とつに抱だきしめられて、心臓の鼓こ動どうが速くなる。

　声の主は振り返らずともわかる。人気アイドルのアーヤこと、鹿か野の彩夏だ。

　となれば、この背中に押し当てられた柔らかい感かん触しよくは間違いなく──

「ここって『ビーチボール』も置いてあるみたいでー。休きゆう憩けい時間とか、これを使って遊べますねー」

　──そう、ビーチボールである。断じて彩夏の胸が当たっていたわけじゃない。

　振り返ると、やはり彩夏がビーチボールを手にしていて。水着には着き替がえておらず、その点も期待外れだった。

「おはよう、彩夏。楽しみにしているところ悪いけど、そのビーチボールは撮影で使うために用意されたものだと思うぞ」

「そうですかー。てゆうかセンパイ、なんか不ふ機き嫌げんじゃありません？」

「いや、そんなことないって。普ふ通つうだよ」

　普ふ段だん通りに話したつもりだったが、落らく胆たんの気持ちが顔に出ていたのかもしれない。

　そんな俺を見て何を思ったのか、彩夏はしたり顔を浮かべる。

「もしかして～……センパイってば、期待しちゃいました？　ここがプールだからって、さっき押し当てられたのが、水着姿のあたしの胸かもって思っちゃいました？　──でもざんね～ん、正解はこのビーチ──痛い痛い、痛いですってば！　暴力反対！」

　同じ高校に通う先せん輩ぱいとして、生意気な後こう輩はいの頭をぐりぐりと痛めつけてやった。年上をからかってばかりいると痛い目に遭あうという教育である。

　すぐさま彩夏がギブアップを宣言したので、拘こう束そくを解いてやった。

「もぉう、これから撮影なのにぃ……。髪かみが崩くずれちゃうじゃないですか」

「まだセット前だろうが」

「むぅ……この仕返しはスゴイですから、覚かく悟ごしておいてくださいよ！」

　あっかんべーをしてから、更こう衣い室に入っていく彩夏。……スゴイ仕返し、か。ちょっと気になるな。

　そこでスタッフの方が近付いてきて、何やら俺にビニール袋ぶくろを手て渡わたしてきた。

「……これ、水着ですよね？　まさか、これを俺に着ろと……？」

　となると、やっぱり今日は水着グラビアの撮影なのか？

　ならば、俺も駄だ々だをこねてはいられない。ここは早々に着替えるとしよう。

　というわけで、数分後。

　レンタルの水着に着替えてから更衣室を出ると、彩夏の姿はまだ見えなかった。

　それから十分ほどが経たったところで、彩夏からメッセが届いた。

　なぜだか更衣室の前で待っていてほしいとのことで、俺は言われた通りに女性用の更衣室の前で待機する。

　それからさらに五分ほどが経ち。

　ようやく扉とびらが開いたかと思えば、現れたのは水着姿の彩夏で──

「おぉ……」

　その姿に、俺は思わず目を奪うばわれた。

　メリハリのある彼女の健康的な肢し体たいを彩いろどるのは、夏の到とう来らいを感じさせるサマーオレンジのビキニ。二つ結びにしたヘアアレンジも相まって、明るく活発な彼女の魅み力りよくを存分に引き立たせている。

　鮮あざやかなビキニに包まれた胸むな元もとはとても刺し激げき的で、かつ『カワイイ』魅力に溢あふれている。……これは、すごいものを見せてもらった。

「ちょっとセンパイ、無言でジロジロ見ないでくださいよ……余計に恥はずかしいです」

　彩夏は顔を真っ赤にしてそう言うと、すぐさまラッシュガードを羽織ってしまった。

「悪い、つい……その、すごく似合っていると思うよ」

「ありがとうございます……。別に、普通に見るぶんにはいいですよ。そもそも今日センパイを呼んだのは、あたしの水着姿を見てもらうためですし」

「えっ、それってどういう意味だ……？」

「はい？　言葉通りの意味ですけど」

　素知らぬ顔でさらっと言ってみせる彩夏。

　こうして話している最中にも、彩夏の恰かつ好こうが気になって目が泳いでしまう。いくら上からラッシュガードを羽織ったとはいえ、裾すそから伸びるすらりと白い脚あしや、ちらりと覗のぞき見える胸元の刺激が強すぎて、これを意識しないというのは無理がある。

　そのせいで、頭が上手うまく回らない。彼女の言葉にいちいち戸と惑まどっている俺がおかしいのだろうか。

「……センパイ、またえっちな目になってるんですけど」

「いや、それを意識するなって言う方に無理があるだろ……。だいたい、水着姿を見てもらうために俺を呼んだと言われても、解かい釈しやくに困るというかだな……」

　すると彩夏は恥じらいながら、呟つぶやくように言う。

「実はあたし、水着で撮影するのって今日が初めてで……だからその、不安になったというか……」

「だから俺を呼んだのか？」

「はい。この前、センパイと一いつ緒しよに撮影をした後に、カメラマンの方に言われたんです。──『彼と一緒だと、すごく良い顔をするね』って。だから、センパイと一緒なら今回の撮影も上手うまくやれるかなって」

　なるほど、そういうことか。だから昨日も、俺の力が必要だと言ったんだな。

　ふぅ、危ない危ない。さっきは『水着姿を見てもらうために呼んだ』なんて言うから、変な勘かん違ちがいをしそうになったじゃないか。

「それなら、最初からそう説明してくれ」

「言ったらセンパイ、一緒に来てくれました？」

「もちろん」

　本当に俺の力が必要な場面であれば、喜んで力を貸す。彩夏とはそれなりに付き合いもあるしな。

　普段のこいつの要よう請せいには、納なつ得とくできるほどの理由がないから渋しぶっているというだけだ。

「やっぱりセンパイって、相当なお人好しですね」
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　そう言って、彩夏はくるりと背中を向けてしまった。

　もしかすると、照れているのかもしれないな。

「でも水着グラビアで不安になるなんて、お前も可愛かわいいところがあるんだな」

「言ってくれますね。どうせ見た目は大おお雑ざつ把ぱなくせに、中身は小心者ですよー」

「そうは言ってないだろ。お前は普段から他人のことをよく見ているし、実はすごく繊せん細さいな奴だよな。まったく、可愛い後輩だよ」

　そろそろいつもの調子に戻もどって噛かみついてくるかと思いきや、こちらに振り返った彩夏は、目を丸くして驚おどろいていた。

「どうした？　そんな鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をして」

「あたしのこと、よく見てるんだなと思って」

　当たり前だ。一時期はなんとかして付き合おうと、躍やつ起きになっていたくらいだしな。

　とはいえ、そんなことを言えるはずもなく。

「たまたま目についただけだよ。周りにいる人の良いところや尊敬できるところを見つけて、それを吸収すれば、自分自身のレベルアップに繋つながるだろ？　俺はそういうことを普段から習慣化してやっているだけさ」

　これも事実である。嘘うそはついていない。

　自分磨みがきのために、俺が普段から習慣化していることだ。人間観察の一種である。

　というわけで、特別に変なことを言ったつもりはないんだが、なぜだか彩夏は顔を真っ赤にしていた。

「彩夏？」

「ほんっと……これだから、かずセンパイは……」

　彩夏は何やらぼそぼそと呟いたかと思えば、勢いよくラッシュガードを脱ぬいだ。

　よって、鮮やかなサマーオレンジのビキニが再び露あらわとなる。その姿に目を奪われていると、彩夏が俺の手を引いて歩き出した。

「お、おい、もしかして怒おこってるのか？　それとも、ただ照れているだけか？」

「両方です！」

　両方だったか……。

　まあ彩夏の事情も聞けたことだし、ここは俺もひと肌はだ脱ぐとしますか。

「よし、俺もひと肌脱ぐぞ」

「それ以上脱いだら、さすがに捕つかまりますよ」

「ベタなことを……ああ、今のは照れ隠かくしか」

　彩夏はムッとして振ふり返ると、

「センパイだって、さっきから顔が赤いですよ。あたしの水着姿に興奮してるくせに」

「それはそうだけど」

「そ、そんなにあっさり認めないでくださいよ！　こっちが恥ずかしくなりますから！」




　それから撮さつ影えいが始まり。

　プールで彩夏と水をかけ合ったり、ビーチボールで遊んだり、水中に潜もぐってじゃんけんをしたり……そうして戯たわむれる内に、瞬またたく間まに時間が過ぎていく。

　俺が休憩をしている間も、彩夏は多様なポージングで撮影をこなしていく。シチュエーションに合わせて変化していく彼女の表情に、見み惚とれることも少なくなかった。

　そうして、日が傾かたむき始めた頃──

「「「「「お疲つかれ様でしたー」」」」」

　ようやく撮影は終しゆう了りようしたのだった。

　終わってから知ったのだが、今回撮影した写真は、とある漫まん画が雑誌に掲けい載さいされるとのこと。しかも、その表紙も飾かざるらしい。

　先日の雑誌に続いて、再び表紙を飾ることになるとは。彩夏がアイドルとして知名度を上げてきている証しよう拠こだろうな。

　着替えを済ませた後にスタッフの方々に挨あい拶さつをして、俺と彩夏は一緒にジムを出た。

　その直後、彩夏は解放感に浸ひたるように言う。

「あー、お腹なか空すいたー！　なんか美味おいしいもの食べたーい！」

　どうやら彩夏は、仕事の負荷を食い気で発散するタイプらしい。

「どこかに入るなら、俺も付き合うけど」

「奢おごりですか!?」

「まあ、別にいいけどさ」

「やったー！　さっすがセンパイですね！」

　上じよう機き嫌げんに鼻歌まで口ずさむ彩夏。ここまで喜んでもらえれば、奢る甲斐かいもあるというものだ。臨時のバイトをこなした直後だし、多少の出費も気にならないぞ。

　それに体育祭の話もしたかったところだし、これは良い機会だな。

「何かリクエストはあるか？　イタリアンでいいなら、そこにレストランがあるけど」

「じゃあそこで！」

　今の彩夏は食べられればなんでも良いのかもしれない。

　店内に入ると、なかなかオシャレな空間になっていた。モダンなインテリアに囲まれ、店員はシンプルで清潔感のある制服を着ている。──うん、ここを選んで正解だったな。

　自分たちが学校指定の制服姿というところが惜おしいが、彩夏は現役の女子高生アイドルという部分をウリの一つにしているわけだし、仕方がないな。

　店員により二人席に案内され、俺と彩夏は向かい合う形で椅い子すに座る。

　今回も俺の奢りということで、彩夏は遠えん慮りよもせずに、カルボナーラとポテトグラタンにシーザーサラダ、おまけにトマトジュースを頼たのんだ。これでデザートまで頼まれたら、なかなか手痛い出費になりそうだったので、自分のぶんはミートソースパスタだけに留とどめて注文する。

「それにしても、お前って見た目からは想像できないくらい食い意地が張ってるよな。普ふ段だんのお昼は大豆バーだけで平気なのか？」

　すると、彩夏はバツの悪そうな顔をして言う。

「誰だれかと食べるご飯は美味しいので、そういうときぐらいは贅ぜい沢たくしようって決めてるんです。なので、普段からこんなに食い意地が張ってるわけじゃないですよ」

　なるほど。そういうことなら、手早く済ませる大豆バーを昼食にしているのも納得がいく。

　この場合の『誰か』とは気が許せる相手という意味だろうし、彼女なりに食事を大切にしているのかもしれないな。

「まあ、その贅沢は俺の奢りなわけだが」

「またまたぁ～。かずセンパイだって、こんなに可愛い後こう輩はいに奢れて嬉うれしいくせに。それに、体育祭の宣伝役を引き受けたぶんの恩返しにもなって、センパイ的には一石二鳥じゃないですか」

　調子の良いことを言って、この後輩は。

「そういうことにしておくよ。──それと、その体育祭の宣伝についてなんだけど」

「はい？」

「こっちから頼んでおいてなんだが、その、平気なのか？　アイドルが自分の学校をバラすようなことをしても」

　ぷっ、と彩夏は吹ふき出しそうになりながら言う。

「心配はいらないですよ。今回の件は、母にもちゃんと許可を取っていますから」

「それならいいけど」

　そこで注文した料理がテーブルに並び始めた。

　美味しい料理を味わいながら、他愛のない会話を交かわしていく中で、俺は思い始めていた。

　これはもしや、良い雰ふん囲い気きなのではないか──と。

　休日のひと気がない時間に、オシャレなレストランで男女が二人きり。

　そこに至るまでの経けい緯いはともかく、傍はたから見れば、これはれっきとしたデートだろう。

　とはいえ、現状はロマンチックな雰囲気とは程ほど遠とおい。目の前の彩夏は食事にがっつくばかりだし、俺はといえば、プレゼントの一つも用意していない。

　それに俺は、花をターゲットに定めたばかりだ。二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず、ということわざもあるし、ここは大人しく彩夏との食事を楽しむべきなのかもしれない。

　何より、今の彩夏は幸せそうだしな。この笑え顔がおが曇くもるようなことだけは避さけたい。

　そんなことを思っていたら、今まさにパスタを平らげた彩夏と目が合った。

「──ごほっ、ごほっ……」

　そのせいか、彩夏がむせてしまう。

　水の入ったグラスを差し出すと、彩夏はそれを受け取り、口をつけようとしたところで──

「「あ」」

　俺たちは同時に気付いた。──そのグラスは俺がすでに口をつけたもので、このままでは間接キスになることに。

　彩夏は赤面しつつ俺にグラスを返すと、自分のトマトジュースを一気に飲み干した。

「ふぅー、なんか暑いですねー」

　そう言って、胸むな元もとをぱたつかせる彩夏。……照れ隠しをしているのが丸わかりなぶん、こちらまで恥はずかしくなってくる。

「ごめんな、俺が無神経だったよ」

　こちらも照れ隠しでにこやかに言うと、彩夏はムッとしてみせた。

「もぉう、なんですか！　せっかくあたしがごまかそうとしたのに！」

「いや、無理があるだろ！　なんだよ、いきなり暑がって！　さっきまではむしろ、空調の効きすぎで寒いとか言っていたじゃないか！」

「あーもう！　知らない！　センパイのバカ！」

「俺がバカなら、彩夏は大バカだな」

「むきぃ！　こんなことになるなら、間接キスぐらいしてやればよかったですよ！」

「フッ、そんな度胸もないくせに」

　すると、意地になった彩夏が再び俺のグラスを手に取る。

「お、おい、まさか……」

「へ、へへんっ。別にあたしは間接キスの一つや二つ、どうってことないですから。かずセンパイと違ちがって、うぶなヘタレなんかじゃないですしー……」

　ごくり、と思わず生なま唾つばを飲み込む。

　まさかこいつ、本当にやるつもりか……？

　それをしたら、俺たちは今まで通りの関係ではいられなくなるんじゃないか？　間接キスとはいえ、キスだぞ。しかも、偶ぐう然ぜんそうなるのと故意にするのとじゃ、持つ意味合いが変わってくる。これを機に、俺と彩夏は恋こい人びと同士になる可能性だってあるほどだ。……いやでも、それはアリだな。よし、このまま──

「──あの、お客様」

　と、そこで店員に声をかけられた。

　続けて、店員は申し訳なさそうに言う。

「申し訳ありませんが、他ほかのお客様のご迷めい惑わくとなりますので、もう少しお静かにお願い致いたします」

「「すみません……」」

　注意を受けたことで、すっかり意い気き消しよう沈ちんぎみの彩夏がグラスを返してくる。

　……だが、これで良かったのだ。

　たとえあそこで間接キスをしていたとしても、それはイコール交際成立というわけではない。

　先ほどまでは、興奮して正常な判断がついていなかっただけだ。けれど、今ならわかる。これで良かったのだと。

　だが、未いまだに彩夏は不満そうにしていた。どうやら頭が冷え切っていないらしい。

「その、本当に悪かったって。俺もちょっと意地になってたよ」

　すると、彩夏は「それはもういいんです」と言い、

「その、今気になってるのは別のことで……」

「別のことって？」

「えっと、いきなりなんですけど……」

　彩夏は照れくさそうに、人差し指を唇くちびるに添そえて言う。

「──かずセンパイって、キスとかしたことありますか？」

「えっ……」

　本当に、いきなり答えづらい質問をしてきたな。

　これは自身の経験に則のつとって、ありのままの事実を告げればいい──というものでもない。俺にだって立場がある。

　ファーストキスの経験がないということは、それすなわち、男女交際の経験が皆かい無むであると言っているようなもの。

　ならば、嘘うそをつくか？　いや、彩夏のようなタイプにこの手の話題で嘘をつけばバレる可能性がある。追つい及きゆうをされたらボロが出るかもしれないし、ごまかすにも限度がある。

　だとしたら、ここは苦しい手段ではあるが──

「ノーコメント。そういう質問には答えないことにしてるんだ」

　努めて、にこやかにそう告げる。

　おそらくは性体験の有う無むを聞かれたときと同様に、これでは『経験無し』と判断されることだろう。だが、自身の口から決定的な言葉を発していない以上、こちらのプライドは最低限だが守られる。

　あとは彩夏の口からお決まりの『うわ、知りたくなかった……』さえ出れば、こちらの目もく論ろ見み通りに話題が終了する。

　しかし、彩夏はジト目を向けてきたかと思えば、

「いや、そういうのはいいんで。どっちなのか答えてください」

　意外にも食い下がってきた。──こうなれば奥の手だ。

「そういうお前はどうなんだよ。俺だけ答えるなんて、フェアじゃないだろ」

　……くぅ、情けない。情けないが、経験豊富を装よそおいたい彩夏なら、この質問には答えないはずだ。

　そう思ったのだが。

「……したことないですよ、キスなんて。あたし一応、アイドルですし。ついでに言っとくと、特定の人とお付き合いした経験もありません。──これで文句はないですよね？」

　思いのほか、あっさりと答えてきた……。

　彼女にここまでされたら、こちらにもう逃のがれる術すべはない。

　覚かく悟ごを決めろ、俺。──さあ、いざ！

「……俺も、ないけど」

　おそるおそる口にした俺の言葉を聞いて、彩夏は目をぱちくりさせたかと思えば、

「はぁ～～っ、よかっ──ごほっごほっ。……なんだ、違ったんですね。それなら、あたしの勘かん違ちがいだったみたいです」

「な、何がだよ」

　どうしてだか、彩夏は心底安あん堵どした様子でため息をついてから、笑顔になって言う。

「いや～、あたしてっきり、かずセンパイは黒くろ日ひ奈なさんと昔に付き合っていたんじゃないかと思ってたんですよ。けど、キスもしたことがないなら、あたしの思い違いだったみたいですね」

「は……？」

　どうしてここで黒日奈の名前が出てくるんだ？

　黒日奈との恋れん愛あい関係なら、以前にきっぱりと否定したはずだが。

　困こん惑わくする俺の顔を見て、彩夏は上じよう機き嫌げんな様子で言う。

「あー、もちろん、今付き合っていないのは知っていますよ。ただ、『元カノ』っていう線は、あたし的に十分あるかなと思っていたので」

「いや、ない。ないから。それだけは絶対にあり得ない」

　こちらの断固とした否定の気持ちが伝わったらしく、彩夏は若じやつ干かん引き気味になりながらも納なつ得とくしてくれたようだった。

「それで、どうしてお前は、俺と黒日奈さんが前に付き合っていたんじゃないかと思ったんだ？」

　彩夏はニッと笑って言う。

「一言で言うなら──『女の勘かん』です」

　そんな風にドヤ顔で自信満々に言われても、ただ可愛かわいいだけだ。論理性が無さすぎて、こちらが納得するはずもない。

「いや、そういうのはいいから。もっと真面目まじめに頼たのむ」

　勢いを削そがれたせいか、彩夏はふてくされた様子で言う。

「この前、かずセンパイとゆうたセンパイが喧けん嘩かしたじゃないですか。あのとき実は、黒日奈さんがいろいろと教えてくれたんですよ。二人が喧嘩をしていることとか、その場所とか、いろいろ……。そのおかげで、あたしたちはあの場に駆かけ付けることができたわけで」

　そのことは黒日奈から聞いている。あの女が『花たち三人のうち誰だれかの、恋人が乱らん闘とう騒さわぎを起こしている』なんて適当なことを言ったせいで、三人とも必死になって駆け付けてきたもんな。

「それが理由で、俺と黒日奈さんが過去に付き合っていたって？　話が飛ひ躍やくしすぎだと思うぞ」

「それだけじゃないですよ。クラスメイトの噂うわさを盗ぬすみ聞きした感じだと、黒日奈さんが話す相手って、一年生のときからかずセンパイだけらしいですし」

「まあ、一応クラスメイトだからな」

「それに知ってます!?」

　唐とう突とつに彩夏が興奮した様子で、テーブルに身を乗り出してきた。俺は店員の方を気にしながら、彩夏に落ち着くよう促うながす。

「ちゃんと聞くから、ゆっくり話してくれ」

　彩夏は申し訳なさそうに頷うなずいてから、席に座り直して続ける。

「あたしの見立てだと、黒日奈さんって相当な美人ですよ。前まえ髪がみのせいで顔はよく見えませんが、パーツでわかります。小顔で鼻筋も通っていて、おまけに大きな猫ねこ目ですもん。唇も薄うすくて綺き麗れいな形をしていますし、あれでほぼノーメイクとか、反則級の美人に違いありません」

　パーツを見ただけで美人と判断するのは早計だと言いたいところだが、芸能界に長く携たずさわってきた彩夏のことだ。きっと前髪で顔が隠かくれている程度なら、おおよその見当はつくのだろう。現に、あの女──黒日奈美み玖くの顔は整っているしな。

「それにしても、べた褒ぼめだな。お前はアイドルなんだから、美人くらい見慣れているんじゃないのか？」

　すると、彩夏は何やら声をひそめて言う。

「まあ、そうなんですけど……──でもあの人、お胸の方もかなりあるんですよ。花さんと良い勝負をするかもしれません」

「そ、そんなにか」

「はい。せっかく夏服に衣ころも替がえしても、大きいサイズのベストを着ているせいで、ボディラインがわかりづらいですけどね。まあ、他の女子に僻ひがまれるのが嫌いやで隠しているだけかもしれませんし、脱ぬげとは言えないですけど」

　アイドルをやっていると、そういった詳しよう細さいな部分までわかってしまうのかもしれない。

　あの女の胸の大きさなんて、あまり意識したことはなかったが……こんな話を聞いた後だと、次に会ったときにはつい視線を向けてしまいそうな気がする。注意しないといけないな。

　などと俺が考えている間に、彩夏は別の疑問を思いついたようで。

「でもあの人、夏でもタイツを穿はいていますよね。あれって、去年からなんですか？」

「ああ」

「すっごく蒸むれそうですけど。でも、それが嬉うれしい男子もいるんですかね……？」

　そろそろストップしろ、彩夏。お前は黒日奈のカオスな部分にまで足を踏ふみ込もうとしているぞ。

　俺が知っているのは、あいつの前髪が長い理由だけ。

　大まかに言えば、目立つことを避さけている理由にもなるわけだが。

　ともかく、それ以上のことは深入りする気にならない。

　代わりに、俺が感じた違い和わ感かんについて尋たずねてみることにしよう。

「黒日奈さんが美人だっていう、お前の意見はわかった。でも、それがどうして俺の元恋こい人びとかどうかって話に結び付くんだ？　全く関係していないと思うんだが」

「そこはほら、美人とイケメンは惹ひかれ合うものじゃないですか。もっと言うなら、惹かれ合うべきものじゃないですか。だから、かずセンパイたちが今付き合っていないなら、元恋人なんじゃないかな～って」

「それで『女の勘』なんて表現を使ったのか……結局、理には適かなっていないわけだな」

　美人とイケメンは惹かれ合うもの、という意見には賛同してやりたいところだ。

　しかし、現実はそうじゃない。実際の美人は、なんの取り柄えもないのになぜかモテる地味男──いわゆるラブコメの『主人公』と惹かれ合うもの、というのが現実だ。

　リアリストであるがゆえに呆あきれている俺に対して、彩夏は無表情のまま見つめてきたかと思えば、おもむろにスマホを取り出して──パシャッと撮さつ影えいした。

「おい、いきなり撮とるなよ」

「なんかムカついたので、今撮った画像はＳＮＳにアップしときますね」

「おまっ、それだけは絶対にやめろ！　俺は別に有名人になりたいわけじゃないんだ！」

　彩夏みたいな芸能人が、俺の画像をＳＮＳにアップしたら……下手をすれば、互たがいの身を滅ほろぼす事態になるかもしれない。

　こいつはもう少し、自分の影えい響きよう力を考えるべきだ。普ふ段だんから盗とう撮さつ防止に努めている俺の苦労を、芸能人の気まぐれなんかで水の泡あわにするつもりか。

　そんな考えから慌あわてる俺を見て、彩夏は何やら愉ゆ快かいそうに微笑ほほえんだかと思えば、

「冗じよう談だんですよ、わかってますって。ただちょっと、かずセンパイの焦あせる顔が見たかっただけですから」

「はぁ……悪い冗談だ。それと、さっき撮った画像は消しとけよ」

「どうしてですか？」

「何かの拍ひよう子しに流出でもしたら、一大事になるかもしれないだろ」

　今度は彩夏が呆れた様子で、こちらを見つめてくる。

「わぁー、すごーい。ほんとにかずセンパイはプロ意識が高いですねー」

　明らかに棒読みである。

「とにかく、消しとけよ。そうでなくとも、写真は好きじゃないんだ」

　俺はどうにも写真の写りが苦手で、卒業アルバムなどで見た写真に満足できたためしがない。

「はーい、消しときましたー」

　可愛い笑顔で軽口を叩たたくように言いやがって。こいつ、絶対に消してないよな。しかしまあ、これ以上の追及はするだけ無む駄だだろう。

　すでに食事も終えたことだし、黒日奈との話を掘ほり下げられても面めん倒どうだ。そろそろ店を出るとしよう。

「じゃあ、そろそろ出るか」

「えー、まだデザートを食べてないのにー」

「ま、まあ、それはまた今度ということで……」

「えっ、ほんとですか!?　じゃあ我が慢まんします！」

　にっこりと笑顔で合がつ掌しようし、「ごちそうさまでした」と彩夏は言う。

　最後に余計なことを言ってしまったかもしれないが、想定外ではあるものの、次の食事の約束を取り付けることができたから良しとしよう。……別に、これくらいなら二に兎とを追っていることにはならないはずだ。

　そうしてなかなかに高い料金を支し払はらってから、俺たちは店を出た。

　彩夏を家の近くまで送っている最中、ふと何かを思い出したように彩夏が言う。

「そういえば、黒日奈さんって、どうして『沼ぬま底そこの魔ま女じよ』なんてあだ名がついているんですか？　髪長いし、見た目が魔女っぽいから？」

「……入学したばかりの頃ころに、校内の池に飛び込んだからついたらしい」

「へー。事情も知らずに悪口みたいなあだ名をつけるとか、ひどい話ですね」

「まったくだ」

　その原因は自分にもあるというのに、見て見ぬふりをした俺もとことん酷ひどいわけだが。

　そこで彩夏がふと立ち止まると、

「交際経験のないあたしが、一部にビッチ呼ばわりされているのと同じですね」

　にこやかに、けれど少し寂さびしそうに口にした。

　そんな彩夏をなんとか慰なぐさめたくて。俺は以前とは違ちがい、意図的に彼女の頭を撫なでた。

「だ、だから、こういうのは……」

「ああ、ごめん。──だけど、噂は噂だよ。言いたいやつには勝手に言わせておけばいい。俺や、お前の周りにいる人たちはみんなわかってるから。お前がうぶで、優やさしくて、その上、人一倍頑がん張ばり屋なアイドルだってな」

「～～～っ」

　彩夏の肩かたがぷるぷると震ふるえ出したかと思うと、こちらを真まっ直すぐに見つめてきて、

「あたしだって、わかってますから。かずセンパイがうぶで、優しくて、いつだって困っているときには助けてくれて、その上、モテモテなのに鈍どん感かんなセンパイだってこと！」

　彩夏から思いがけない反はん撃げきを受けたことで、半ば放心状態に陥おちいってしまう。

　そんな俺の反応を見て満足したのか、彩夏は愉快そうにあっかんべーをしてから走り出した。

「お、おい、まだ少し先だろ」

　その背に声をかけると、彩夏はくるりと振ふり返る。

「ここでいいです、今は走りたい気分なので！　それじゃ、おやすみなさーい！」

　夜道を軽快に駆けていく彩夏の背中が見えなくなってから、俺はぼそりと呟つぶやく。

「わかってないじゃないか、全然」

　褒め言葉が半分、貶けなし文句が半分で、先ほど彩夏は反撃をお見み舞まいしてきた。しかし、俺からすれば、彼女は何もわかっていない。

　俺はモテモテなんかじゃない。

　モテモテになりたい、ただのモブなのだ。

　有う象ぞう無む象ぞうの女子生徒からキャーキャーと持て囃はやされるだけでは、モテているとは言えない。だが、人望があるせいでそう見えてしまうのは、仕方のないことだと思う。

　問題はそれだけじゃない。

　沖おき津つ優ゆう太たとの一件があって以来、彩夏たちは三人とも、前ほど彼の話をしなくなった。

　きっと、俺に気を遣つかっているのだろう。

　だが、それゆえに考えてしまうのだ。

　もしも彼の存在がなかったとして、そうしたら俺は、果たして彼女たちから好意を寄せてもらえたのだろうか──と。

　……いや、やめよう。

　ネガティブな思考は、作戦の成功率を格段に落とす。

　週明けからは気持ちを切り替かえて、作戦の遂すい行こうに励はげむとしよう。

　そう思い直して、帰路に就ついた。








三章　流した汗あせは裏切らない









　週が明け、いよいよ体育祭が週末に迫せまる中。

　昼休みを迎むかえるなり、俺たちのクラスは再び大おお縄なわ跳とびの練習をやることになった。

　体操服に着き替がえたクラスメイトたちがグラウンドに集まる。そして全員が揃そろったことを確かく認にんしてから、練習が始まる。

「いくよ、せーのっ！　──いーちっ……」

　……だが、さっそく一回目から誰だれかが引っかかったようだ。

　気持ちを切り替えてもう一度。

「せーのっ！　──いーちっ……」

　やはり一回目で縄が止まってしまう。

　皆みなの視線により、その原因が黒くろ日ひ奈な美み玖くであることはすぐにわかった。

　無言で俯うつむく黒日奈のもとへ、心配そうに駆かけ寄っていく花はな。

　しかしその間にも、クラスメイトたちは口々に不満をこぼす。

「なんか黒日奈さん、この前よりも手を抜ぬいてない？」「だよね、全然跳んでなかったよ」「やる気がないなら抜けてほしいよね」「つーか、空気悪くなってるのあいつのせいだろ」「『魔ま女じよ』のやつ、体育祭の当日は休んでくれねえかな」

　誹ひ謗ぼう中傷も含ふくまれる言葉が、明らかに本人へ聞こえる声量で交かわされる。

　元々、黒日奈美玖は周囲から浮ういた存在だ。

　声をかけられても素っ気ない態度で返すし、行事ごとやクラス内の活動にも消極的。加えて、最近は俺との恋れん愛あい関係を疑っている女子たちから反感を買っている。

　積もり積もった皆の不満は、きっかけを得ればすぐに暴発する。このまま放ほうっておけば、エスカレートする一方だろう。

　だからといって、前述のことから俺が口を挟はさめば、新たな火種となりかねないし……今は花が精せい一いつ杯ぱい、皆を宥なだめているが、これにも限度があるだろう。

　どうして黒日奈が初回から縄に引っかかるようになったのか。それは花が先日に言ったアドバイスを実じつ践せんした結果だろう。運動音おん痴ちの黒日奈が『軽く』跳ぼうとすれば、たちまち縄に引っかかってしまうというわけだ。

　とはいえ、そんなことを周りに説明しても、黒日奈が跳べないという事実に変わりはない。状じよう況きようはそれほど好転しないだろう。

　さて、どうしたものか……と考えていると、そこで黒日奈が挙手をして、か細い声で言う。

「ちょっと体調が優すぐれないから、今日は見学させてもらうね」

　そのまま黒日奈は列から外れ、距きよ離りを置いた位置に腰こしを下ろした。

　体育座りでこちらを見つめる黒日奈の姿はどこか寂しそうで。けれど、本人が『体調不良』を訴うつたえた手前、今はこちらにできることはない。

　攻こう撃げき対象となっていた黒日奈が抜けたことで、クラスメイトたちは落ち着きを取り戻もどし、大縄跳びの練習に励もうと団結し始めているように思えた。

　それから練習は再開されて。

　俺たちは初めて、百回の大台を超こえることができたのだった。




　大縄跳びの練習が終わり、クラスメイトたちは達成感に溢あふれた様子で戻っていく。

　そんな周囲とは対照的に、俺が釈しやく然ぜんとしない気分で縄を片付けようとしていると、

「和かず臣おみくん」

　花から真しん剣けんな表情で声をかけられた。

「おつかれ。どうかした？」

「あのね、相談があるんだけど……」

「黒日奈さんのこと？」

　俺の口から黒日奈の名前が出たのが意外だったのか、花は驚おどろきながらも頷うなずいてみせた。

「私たちで、なんとか力になってあげられないかな。あんまり大勢の人がいると、黒日奈さんはやりづらいだろうし、だから……」

「俺と花の二人でなんとかしよう、ってことか。わかった、やろう」

　元々、このまま放置するつもりはない。クラスの雰ふん囲い気きが悪いなら、その中心にいる人物がなんとかするべきだからだ。

　花は生き生きとした様子で、名案があるとばかりに言う。

「ありがと、和臣くん。──それでね、やっぱり一番良いのは、黒日奈さんがちゃんと跳べるようになることだと思うの。そうしたら、クラスのみんなも喜んでくれると思うし」

「そうだな。それなら俺と花が縄を回しながら、黒日奈さんの跳び方を見てアドバイスをする、ってやり方が効果的かもしれない」

「うんっ、わたしもそれが良いと思う！　それじゃあ、さっそく黒日奈さんを呼んでくるね！」

「え、ああ」

　それから間もなくして、花が黒日奈の手を引いて連れてきた。

「連れてきたよ！」

　生き生きとする花とはひどい温度差を感じさせるほどに、黒日奈は気け怠だるそうに口を開いた。

「……何か用？　ぼく、疲つかれてるんだけど」

　疲れているかはともかく、面めん倒どうだという気持ちは伝わってくる。

　全体練習をやったばかりだし、今日は説明だけで済ませておくか。

「用というか……実は俺と花が協力して、黒日奈さんの大縄跳びの特訓をしようと思うんだ」

　俺が名前を呼ぶ際に『さん付け』をしたせいか、黒日奈は笑いを堪こらえながら言う。

「いや～、こんなぼくのために、クラス一の美男美女カップルが専属コーチをしてくれるだなんて。恐きよう悦えつ至し極ごく、ありがたき幸せでございます」

　この女、絶対に馬ば鹿かにしてるだろ……。大体、その口調はなんだよ。

「わ、わたしと和臣くんは、カップルじゃないよ！　それに美男美女なんて……確かに和臣くんはかっこいいけど、わたしは美女なんかじゃないよぉ……」

　両手で顔を覆おおい隠かくすほどに、花は照れてしまっている。可愛かわいい。

　対する黒日奈は、とてつもなく面倒くさそうにしながら俺を見つめて言う。

「でもお二人には確か、二に人にん三さん脚きやくの練習もあるのでは？　ぼくをダシにしなくたって、イチャつく機会はいくらでも──」

「黒日奈さん」

　俺はたまらず名前を呼んで遮さえぎっていた。

「俺たちは、クラス全体が良いムードの状態で体育祭に臨のぞみたいんだよ。そのためには、みんなで団結しないといけない。だから黒日奈さんも一いつ緒しよに頑がん張ばろうよ」

　口ではそう言いつつ、手元のスマホで『花の前で余計なことを言うな』という文面のメッセを黒日奈に送る。

　スマホを確認した黒日奈は、やれやれと肩かたを竦すくめてみせた。

「わかったよ。それでは、心の清らかなきみたちのご厚意に甘えるとしよう」

　そんな歯の浮くような言葉も意に介かいさず、花は嬉うれしそうにガッツポーズを取る。

　その純じゆん粋すいさにか、黒日奈はわざとらしくため息をついてみせた。

　黒日奈が面倒に思う気持ちもわかる。俺だって本当は、こんな面倒事は願い下げだ。今は花との関係を進展させることだけに注力したい。

　しかし、クラスの行事ごとを疎おろそかにするような俺を、果たして花が魅み力りよく的に思ってくれるだろうか。──答えは否いなである。

　ゆえに、これも『花との関係を進展させる』という作戦の一いつ環かんなのだ。俺と花のプライベートな空間に黒日奈が加わる状況はあまり望ましくないが、それでも他ほかの部外者が参加するよりかは、幾いく分ぶんか動きやすいだろう。

　そういう事情もあって、俺も腹を括くくって取り組もうと意気込んでいるわけだが。

　そんな俺よりも、花の方がよっぽど気合いが入っているらしく。自身の両りよう頬ほおを叩たたいたかと思えば、

「よーし、じゃあさっそく今日の放課後から始めちゃおっか！　今日はわたし、部活が休みだし！」

　などと言い出した。

　しかし、花がやる気満々なところ悪いが、今日の放課後はすでに予定が入っている。

「いや、ごめん。今日の放課後は、応おう援えん団の練習があってさ」

「あ、そっか。じゃあ、明日のお昼にまた集まることにしよっか」

「うん、明日の昼なら大だい丈じよう夫ぶ」

　俺がそう言うと、黒日奈も同調するように頷いた。

「ぼくもそれで異存はないよ」

　というわけで、俺と花による黒日奈の大縄跳び特訓計画は、明日の昼休みから始まることになったのだった。
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　放課後。

　今日は応援団の練習が入っているが、その前に衣い装しよう合わせをすることになった。そのため、まずは更こう衣い室へ向かう。

　そこで配られた衣装──『学ラン』に着替えることになった。

　中学時代も制服はブレザーだった俺からすれば、学ランというものは新しん鮮せんに感じる。どこか男らしさがあるというか、着るだけで力が湧わいてくるイメージがあるんだよな。

　さっそく袖そでを通してみると、なんだか気持ちが引き締しまるような気がした。

　我が団の赤いハチマキを額に巻いて、鏡に映った自身の姿を眺ながめてみる。……なるほど、こういった男らしい感じも似合うことがわかった。さすがは俺だな。

　着替え終わった他の男子団員とともに、どこか清すが々すがしい気分で練習場所の体育館へと向かったのだが──

「きゃーっ！　成なる瀬せくんかっこよすぎー！」「学ラン超ちよう似合ってるんですけどぉ！」「成瀬先せん輩ぱいこっち見てくださーい！」「やばいやばい！　見てるだけで幸せ～～っ」

　どこからか衣装合わせの噂うわさを聞きつけたらしい女子生徒たちがギャラリーとして集まり、体育館の中にまでなだれ込んでいた。

　これはまずいな……。ギャラリーが騒そう々ぞうしいだけでなく、嫉しつ妬とや怨えん嗟さの視線を向けてくる男子団員たちも鬱うつ陶とうしいことこの上ないし、この騒さわぎを聞きつけた教員がいつやってくるかもわからない。

　当日はもっと大勢いる観客の前で応援合戦を行うことになるわけだが、今はただの練習である。団員同士のコミュニケーションを取る必要があるし、何よりも、皆みながパフォーマンスに集中できないだろう。

　この事態について団員と話し合おうにも、女子の団員たちはまだ着き替がえの最中である。

　全員が着替えを終えたら、ひとまず場所を移動するべきかもしれないな……と思っていたとき、一いつ瞬しゆんにして館内が静まり返った。

　皆の視線が向かう先──体育館の入り口に立つのは、学ラン姿の大和やまと撫なでし子こ。

　艶つややかな黒くろ髪かみを一つに結ゆわえ、凜りんとした佇たたずまいが麗うるわしい赤組団員──沖おき津つ琴こと乃のの姿がそこにはあった。

　あまりの凜り々りしさに、思わず目を奪うばわれる。

　歩く姿勢まで美しく、きりっとした表情のまま琴乃は館内に入ると、俺のところまでやってきて一言、

「……押忍おすっ」

　両手を握にぎり込むポージングとともに、小さくか細い声でそう言った。

　その一動作だけで、俺は察する。──琴乃が、ガチガチに緊きん張ちようしていることを。

　しかし、今は琴乃への気き遣づかいよりも先に、やるべきことがある。せっかく館内が静まったのだ、この好機を逃のがす手はない。

　館内の皆に聞こえるよう、俺は大声を出して言う。

「みんながここに集まってくれたのは嬉しいけど、俺たち応援団はこれから練習をしなくちゃいけないんだ。だから、応援合戦は本番まで楽しみにしておいてほしい。──以上、解散！」

　どうやらこちらの気持ちは伝わったらしい。最後に応援団風の掛かけ声を発したからか、ギャラリーの女子生徒たちはどこか嬉き々きとした様子で撤てつ収しゆうしていく。

「さすがですね、団長！」

　琴乃が目をキラキラと輝かがやかせて言う。

　学ラン姿の美男子──否、美少女から団長呼びをされると、なんだか背中の辺りがむず痒がゆくなってくる。

「ま、まあ、琴乃のおかげでもあるからさ」

「私ですか？」

「ああ。息を吞のむ美しさ、っていうのかな。琴乃の姿にみんなが見み惚とれたおかげで、俺の声を届けることができたわけだしさ」

　その途と端たん、琴乃の顔が真っ赤に染まる。

「そ、そんな、息を吞む美しさだなんて……。この学生服を上手うまく着こなせているのかどうか、自分ではよくわからなかったのですが、成瀬くんにそう言ってもらえると嬉しいです。──それに、あなたもとても似合っていますよ。男らしくてかっこいいです」

「あはは、褒ほめすぎだって」

「ふふ、成瀬くんこそ」

　そんな風に、俺たちが互たがいを褒め合っていたとき──

　──ピッ。

　唐とう突とつに電子音が聴きこえた。

　音のした方向を見ると、地味めな男子生徒──沖津優ゆう太たがスマホを構えて立っていた。

　どうやら、事前に打っておいた布石がしっかりと機能したらしい。

　俺は愛あい想その良い笑え顔がおを作り、穏おだやかな口調で琴乃に言う。

「彼、オッケーしてくれたんだね」

「はい。成瀬くんから先日いただいたメッセの通り、優太くんには撮さつ影えい役として、応援団の練習に参加してもらうことになりました」

「それはよかった。練習風景を動画でチェックできれば、自分がどんな風に声を出しているのかわかるし、どの辺りが苦手なのかもすぐにわかるからな」

　いや、本当によかった。

　黒日奈のおかげで作戦内容が決まったあのとき、琴乃にメッセで伝えておいたのだ。全体練習の様子を沖津優太に撮影してもらってはどうか、と。

　彼に断られる可能性も十分にあったが、結果はこの通り。見事引き受けてくれたというわけだ。

　これで彼らの接点を増やすことができた。幸いなことに、俺の目の届く位置にいることだし、場合によってはこちらからサポートすることもできる。

　さあ、残りの期間で彼らはどこまで距きよ離りを縮めるのか。一種の見物でもあるな。

「さて、そろそろ練習を始めようか」

　団員たちに向かって声をかけると、衣装に着替えたからか、皆が気合い十分な顔つきで頷うなずいてみせる。

　そうして、応援団の練習が始まった。

「──赤組が、エールを送る！」

　俺の号令に伴ともない、周囲も身構える。

　それから一いつ斉せいに動き出し、陣じん形けいを変化させる。

　太たい鼓この音に合わせて演えん舞ぶを交えながら、団員の掛け声が行き交かう中。

　ちらっと琴乃の方に耳を傾かたむけると、以前よりも声量が出ていることに気付いた。

　だが、まだ足りない。恥はじらいを完全に捨て切れたわけではないようだ。

　そのまま練習は一時間ほど続き。

　汗あせだくでへばる団員たちを見かねて、一いつ旦たん休きゆう憩けいすることにした。

　この時期に、厚手の学ランを着て動くのはやはりキツい。蒸し暑さが倍増するようだ。

　水分補給をしっかりするよう団員たちに言って回りながら、琴乃にも声をかけようとしたところで、足を止める。──琴乃は沖津優太とともに動画チェックをしていたからだ。

「ほら、この部分はしっかり声が出ているよ。ちゃんと琴乃さんの声だってわかるし」

「これは、特に声量の出ている人たちに囲まれているときですね。おそらく彼らに引っ張られる形で、私も思いきって取り組めていたのかもしれません」

「だね。じゃあ、位置を変えてもらったら？」

「いえ、私のために陣形を崩くずすわけにはいきません。背せ丈たけなどのバランスを鑑かんがみた並び順でしょうし、私のせいでこれ以上の迷めい惑わくはかけたくないですから」

「そ、そっか。わかったよ」

　そんな風に琴乃と沖津優太はスマホを眺めながら、反省点や改善点を真しん剣けんに振ふり返っている。

　これを邪じや魔まするのは野や暮ぼというものだろう。こちらの望み通り、沖津優太には協力をしてもらっている状じよう況きようなのだし。

　……とはいえ、良い気はしないんだよな。いつまであの至近距離で話し続けるつもりだろうか。

　などと思っていたら、何やら沖津優太が照れた様子で口を開く。

「それにしても、琴乃さんの着る学ランはかっこいいね。すごく似合ってるよ」

「ふふ、実は私も気に入っているんです。男子用の服装とはいえ、優太くんよりも似合う自信がありますよ？」

「うぅ、言い返せないのが悔くやしい……」

「試ためしに、優太くんも着てみましょうか。それで記念撮影もしましょう」

「や、やめて！　そういうのいいから！」

　……イライラする。人前でイチャつきやがって。

　そこで俺は周囲に向かって、「それじゃ、そろそろ休憩終わり。練習を再開しよう」と告げた。別に、二人の仲なか睦むつまじい会話を邪魔したわけじゃない。予定通り、時間通りに行動しただけである。

　とはいえ、応援団の活動は部活動などと違ちがって、あくまで学校行事の一いつ環かん。ゆえに、休憩時間を少し延長するくらいは問題ない。どころか、皆のモチベーションを向上させるためには有効な手段ですらある。

　それなのに、俺は……

「よし、次も気合いを入れていきます！」

　そのとき、琴乃の張り切った声が聞こえてきて。

　憂ゆう鬱うつな気持ちも、いつの間にか吹ふき飛んでいた。




　それから一時間ほど練習は続き。

　皆がヘトヘトな状態になり、ようやく解散の流れになったところで、

「和臣くーんっ」

　体育館の入り口から、俺の名前を呼ぶ女子の声が聞こえた。

　振り返ると、花が笑顔でこちらに手を振っていて。

　控ひかえめに言って、可愛かわいすぎる。まさに天使である。

　しかし、今日は部活が休みだと言っていたから、こんな時間まで花が残っていたのは意外だった。……もしかして、俺と帰るためにわざわざ待ってくれていたとか？

　いやいや、待て待て。そんな期待をして、これでもし奴やつに用があるとかだったら、三日間は立ち直れなくなるだろうが。

　真意を知るためにも、ひとまず話を聞いてみるしかない。

　俺は努めて平静を装よそおいながら、愛くるしい小動物のように手を振り続ける花のもとへと近付いていく。その間、すれ違う男子団員たちからは嫉妬の視線を向けられ、女子団員たちは気まずそうにしていたが、ここで遠えん慮りよはしない。

　そうして天使──花の前に辿たどり着くと、「おつかれさまっ」というねぎらいの言葉とともに、笑顔でスポドリを差し入れしてくれた。

「ありがと。今日は部活がないのに、花もこの時間まで残っていたんだな」

「うん。さっきまで、黒日奈さんと縄なわ跳とびの練習をしてたんだ。二人だけだと大縄は使えないけど、普ふ通つうの縄跳びをするだけでも良い練習になるかなと思って。──というか、学ランすごく似合ってるね。……見に来てよかったぁ」

　俺の凜々しい学ラン姿を見て、花は感動しているようだ。やはり俺にも学ランは似合っているらしい。

　それにしても、黒日奈グッジョブだ！　まさか、二人きりで縄跳びの練習をするなんて方法を使って、花を繋つなぎ止めておくとは！　今ここに姿が見えないということは、空気を読んで先に帰ったのだろう。やはりあいつは頼たよりになるサポーターだな！

　さて。ここまでお膳ぜん立だてをされて、動かなければ男じゃないよな。

「えっと、それじゃあ一いつ緒しよに帰ろうか」

「うんっ」

「少し待ってて。すぐに着き替がえてくるから」

「あっ、その前に写真！　一緒に撮とらせて！」

　花は慌あわてた様子でスマホを取り出してから、俺の隣となりに並んで──

　パシャリ。

　シャッター音の後に画面を確かく認にんすると、俺と花の間に琴乃まで映り込んでいて。

「「うわっ」」

　俺と花が声を合わせて振り返ると、琴乃が笑顔を引き攣つらせながら立っていた。

「驚おどろかせてしまったようで、申し訳ありません。ですが、まだ校内だというのに、堂々とイチャつき始めたそちらにも非があると思いますよ。ここには私を含ふくめ、他ほかの生徒たちもたくさん残っていますし」

「わ、悪かったよ。つい、はしゃいじゃってさ」

　こちらに非があるのは間違いないし、俺はすぐさま謝ったのだが……花に同調する気はないらしい。何やらぷんすかとむくれている。

「ぶーぶー。琴乃ちゃんは今までずっと、和臣くんと一緒にいたんだからいいじゃない」

「よくないです。まったく、油断も隙すきもありませんね」

「ぶーぶー、そっちこそだよ」

　あー、嬉うれしいな。美少女二人が、まるで俺のことを取り合っているような気分を味わえて。

　しかし、そんな幸せが長く続くはずもなく。

「それじゃあ琴乃さん、僕は先に帰るね」

　そこで声をかけてきたのは、沖津優太だった。

　挙動不ふ審しんになりながらも一礼して、そそくさと俺たちの間を通り抜ぬけていく。

　そうして一人寂さびしそうに帰ろうとする彼のことを、琴乃が放ほうっておくはずもなく。彼女は俺と花の方を一度見てから、すぐに沖津優太のもとへと駆かけ寄っていった。

　そこで何やら話し終えてから、琴乃がこちらに戻もどってきたかと思うと、

「それでは、私はそろそろ失礼させてもらいます」

　凜り々りしい笑顔でさらりと告げる琴乃。

　おそらく琴乃は、これから沖津優太と一緒に帰るのだろう。彼女がわざわざ放課後の練習に付き合ってくれた兄のことを無下にするはずもないし、この結果は予想通りである。

「ああ、気を付けて」

「えっ、でも……」

　愛想笑いを浮うかべて答える俺と、どうにも渋しぶっているように見える花。

　意中の相手とライバルが下校する様を目まの当たりにするのは、さすがにキツいということか。

　だが、琴乃は花の躊躇ためらいを一いつ蹴しゆうするかのように言う。

「お二人とも、下校時だからといって羽目を外さぬよう気を付けてくださいね。では」

　にこやかにそう言った後、琴乃は更こう衣い室に入っていった。

「それじゃ、俺も着替えてくるよ。花は昇しよう降こう口で待ってて」

「うん、わかった」

　ぎこちない笑えみを浮かべる花に背を向けて、更衣室に向かう。

　そうして室内に入ったところで、思わずため息が出た。

　ここまでは全すべて思おも惑わく通り──いや、それ以上に事が上手うまく運んでいる。

　元々、琴乃には沖津優太と帰ってもらうつもりだった。もしも琴乃が俺に気を遣つかって、一緒に下校をしようと誘さそってきても、何かしらの理由をつけて断るつもりだったのだ。

　今回はその手間が省けて、さらには花と一緒に下校することになった。花からすれば、現状は琴乃と沖津優太の仲の良さを見せつけられた形になるし、俺にとっては一石二鳥どころの話じゃない。

　……なのに、どうしてこんなにも不ふ愉ゆ快かいな気持ちになるのか。

　俺は言い知れぬ感情を押し殺しながら、すぐに着替え始めた。
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　着替えを終え。

　昇降口に向かうと、俯うつむきがちに佇たたずむ花の姿を見つける。

「おまたせ。それじゃあ、帰ろうか」

「うん」

　声をかけても、どこか元気のないように見える花。

　校門の前に差し掛かかったところで、花の表情はさらに曇くもる。

　その原因は明白だ。おそらくは妹を待つ、沖津優太の姿を目にしたからだろう。

　彼とのすれ違いざま、花はぎこちない笑顔で挨あい拶さつする。

「おつかれ、優太」

「うん、おつかれ」

　沖津優太の方はいつも通り……ってこともないか。俺の方を気まずそうにチラチラと見ていたし。

　花はといえば相変わらず、俯きがちに落ち込んだままだ。

　俺にもわかるよ。自分の作戦通りに事が進んでいるはずなのに、どうにも釈しやく然ぜんとしないその気持ち。

　そもそも花が俺と一緒に帰るようになったのは、意中の相手である沖津優太を嫉しつ妬とさせるためであるはずだ。それまでは彼とともに下校することが多かったのだし、今はこの選せん択たくを後こう悔かいしているかもしれない。

　以前の状況であれば、今日は沖津優太と琴乃、それに花の三人で帰ったはずだ。

　だが、花は俺と帰ることを選んだ。ゆえに、琴乃と沖津優太が二人きりで下校する状況を作り出してしまった。そんな光景を目の当たりにして、良い気がするはずもない。

　俺だって、せっかく同じ応おう援えん団に所属する琴乃が、奴と二人きりで下校することには思うところがある。しかし、何かを成すためには、時に我が慢まんも必要なのだ。

　我慢も必要、なんだが……。

「花」

　名前を呼ぶと、花はやっと目を合わせてくれた。

　俺は平静を装いつつ、笑顔で言う。

「今日くらいは、沖津くんたちと一緒に帰ってもいいんじゃないか？　もう暗いし、俺はどうせ駅までしか送れないからさ」

　すると、花は立ち止まって口をパクパクとさせる。

　伝えたい気持ちを上手く言語化できない、といったところか。ここは俺がリードするべきだな。

「自分では気付いていないかもしれないけど、花って結構、気持ちが顔に出るタイプだと思うよ。現に今、花が何かを気にして落ち込んでいるってわかるし」

　そう言った途と端たん、花は両手で顔を覆おおい隠かくした。

「あはは、もう遅おそいって」

「うぅ…………だって、わたしはずるい子だから」

　やはり、何やらいろいろと考えていた様子。

　花は顔を隠すのをやめて、代わりにぽつりぽつりと話し出す。

「わたしね、和臣くんと一緒に帰れるのは嬉しいよ。それは本当なの。……だけど、今日はそのせいで、琴乃ちゃんが……とか、いろいろ考えちゃって。ダメだね、わたし。ごめんね、意味わかんないこと言っちゃって」

　戸と惑まどいながらも、必死に話してくれる花。

　きっと花は、未いまだに自分の意中の相手が誰だれなのか、俺にバレていないと思っているんだろう。

　というより、バラせないと言った方が正しいか。

　以前、花と彩あや夏かと琴乃の三人は、自分たちが同じ相手を好きであることを俺に伝えてきた。それはつまり、三人の内の誰かが俺に好きな人を教えた時点で、全員の好きな人がバレてしまうということである。

　ゆえに、個人の判断でそれをバラすことも、俺にバレることも避さけなければいけないというわけだ。

　でも、相談はしたい。不安な気持ちをなんとか払ふつ拭しよくしたい。──そう思う気持ちは、なんとなくだが俺にもわかる。俺も、黒日奈を全く信用していなかったときから、あの女に対して不安な気持ちを吐と露ろすることがあったしな。

　だからこそ、気き遣づかうことはできるつもりだ。

「別に、意味がわからなくたっていいよ。そういう気持ちを誰かに話すだけで、楽になることもあるし。俺でよければ、いつでも聞くからさ」

「…………ありがと」

　夕日に照らされているせいか、花の顔が火ほ照てっているように見える。……さすがにクサいことを言い過ぎたかもしれないな。

「──ごほん。それで、どうする？　今日は沖津くんたちと一緒に帰ることにする？」

「和臣くんも一緒なら」

「いや、俺は遠えん慮りよしておくかな」

「だよね、言うと思った」

　俺たちは顔を見合わせて笑う。

　天然の花が、どこまで本気で『和臣くんも一緒なら』と口にしたのかはわからない。

　だからこそ、今はとにかく笑ってごまかすしかない。ひたすら笑顔である。

　ひとしきり笑い合ってから、花はわざとらしく咳せき払ばらいをして言う。

「それならわたしも遠慮しておきます、なんて。和臣くんに話したおかげですっきりしたし、今日はこのまま一いつ緒しよに帰ってほしいな」

　花が可愛かわいく上うわ目め遣づかいで頼たのみ込んでくるものだから、胸の辺りがきゅうっと締しめ付けられた気がした。

　聞き役を引き受けたことが功を奏したらしい。……よかった。このままあっちに行かれていたら、軽く泣いていたかもしれない。

「そういうことなら、喜んで」

　俺がそう言うと、花は嬉しそうに笑って。

　それから俺たちは最も寄より駅まで、他愛のない話をしながら歩いた。




　　　　◇




　翌日。

　昼休みを迎むかえるなり、体操服に着き替がえてグラウンドへ向かう。

　目的はもちろん、黒日奈の大おお縄なわ跳とびの特訓である。

　普ふ通つうは男子よりも女子の方が着替えに時間がかかるものだし、ここは俺が一番乗りだろうと思ったのだが、集合場所にはすでに黒日奈の姿があった。

　この場に来る予定のもう一人──花の姿はない。大縄用の縄を用意してくれると言っていたし、もう少し時間はかかるだろう。

　幸いというべきか、周囲に他ほかの生徒の姿もない。つまり現状は、俺と黒日奈の二人きりというわけだ。

　こんな状じよう況きようで声をかけないのも不自然なので、適当な話題を振ふることにした。

「おつかれ。お前の特技が早着替えだって話は本当だったらしいな」

　すると、黒日奈は気け怠だるそうにジト目を向けてくる。

「きみって、くだらないことだけはちゃんと覚えているよね」

「お前はくだらない喧けん嘩かを売るのが好きだよな」

　なんのこと？　とばかりに小首を傾かしげる黒日奈。まさに今やってることだよ。

「それにしても、熊くま谷がいさんは遅いね。わざわざ昼休みに縄を回すくらいで、事前に汗あせ拭ふきシートやら制せい汗かんスプレーを使う女子の気持ちは、ぼくにはわからないよ」

「そういうことを男の俺に話すなよ……」

「ほら、暇ひまだから。きみが面おも白しろい話の一つでも聞かせてくれるなら、喜んで聞く側に徹てつするんだけどね」

　試ためすようにふっと微笑ほほえむ黒日奈。

　しかし、面白い話ときたか。この女を満足させられるような話題など思いつきそうにもないが、代わりに話したいことならある。

　いわゆる、相談事というやつだ。

　花が来ていない今こそ、良い機会かもしれないな。

「それなら、ちょっと相談をさせてもらってもいいか？」

　そう切り出すと、黒日奈は興味深そうに頷うなずいてみせる。

「いいよ、話してみて」

「実は最近、すごく順調な気がしてさ」

「うわ、いきなりノロケ？」

「違ちがう。順調に進みすぎていて、ちょっと怖こわいくらいだと思ったんだよ」

　気付くと、黒日奈は地面に屈かがんで落書きをしていた。……どうやらすっかり興味を失ったらしい。

「悪かったよ、忘れてくれ」

　こいつに相談しようと思った俺が馬ば鹿かだった。

　そんな後悔をしながら背中を向けたところで、黒日奈がため息をつきながら言う。

「……順調、ね。よかったじゃないか」

「あんまり嬉うれしくなさそうだな。何か不満でもあるのか？」

「いや、別に。本当にそうだったらいいなとは思っているよ」

「つまり、俺が楽観的だと言いたいんだな」

「…………」

　この沈ちん黙もくは肯こう定ていと受け取るべきか。

「何かあるなら言ってくれ。今さら気を遣う仲でもないだろ」

「きみにしてはやけにグイグイくるじゃないか。さすがは順調ボーイといったところかな」

「お前の方は、やけに機き嫌げんが悪いみたいだな。本当にどうしたんだよ」

　こいつの機嫌がこんなに悪いのは珍めずらしい気がする。

　何かあったのか、そうじゃないとしたら……

「別に、女の子の日とかじゃないから」

「思ってないって」

　……実はそうじゃないかと疑っていたところだったが、やはりこいつはエスパーなのか？

　とにかく、このままでは埒らちが明かない。

「黒日奈」

「何？」

「その……悩なやんでいることがあるなら言えよ。俺でよければ、力になるからさ。お前には、借りもたくさんあるし」

「ぷっ」

　こいつ、今吹ふき出しやがったな。

「おい、こっちは真しん剣けんに──」

　そこで黒日奈は立ち上がると、こちらに向き直って言う。

「悪かったよ。それなら言わせてもらうね」

「あ、ああ」

「──ぼく、運動が苦手なんだ」

　……ん？

「えーっと……それは、知ってるけど」

「そんなぼくに大縄跳びの特訓とか、余計なお世話なんだよ。体育祭のために～とか、本当にいい迷めい惑わくだ」

「そこまで迷惑に思っていたのは意外だったな」

　前まえ髪がみから覗のぞく瞳ひとみがキッと睨にらみ付けてきたかと思うと、

「だからね、そんなぼくをダシにしたくせに、『順調』どころじゃ納なつ得とくがいかないんだよ。これでキスの一つでもできたならまだしも、せいぜい肩かたを掴つかんだくらいで『順調に進みすぎていて、ちょっと怖いくらいだ』とか、きみのピュアすぎる思考の方がよっぽど怖いよ」

　恨うらめしさを感じさせるほどに、早口で捲まくし立ててくる黒日奈。

　こいつがこんな態度を見せるとは。ここ数日で、よほど鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのだろう。

「ぷっ」

　その姿があまりに新しん鮮せんだったものだから、今度は俺が吹き出していた。

「…………」

　黒日奈から無言の怒ど気きを感じる。……これは、さすがに謝っておいた方がいいな。

「悪い、ついな。お前のそんな姿を見るのは珍しくてさ」

「そんな謝罪でも、優やさしい熊谷さんなら笑顔で許してくれるだろうね。ぼくは許さないけど」

　口元をにっこりとさせる黒日奈。まさかこいつ、本気で俺を呪のろう気じゃないだろうな。

「ま、まあ、それはさておき。お前って、去年の体育祭では大縄跳びに参加してなかったよな。なのに、どうして今年は参加しようと思ったんだ？」

　話題の転てん換かんを図はかろうと思い、ふと頭に浮うかんだ疑問を投げてみる。

　すると、黒日奈はくるりと背中を向けた。

「気まぐれ、かな。去年ほど、きみに気を遣う必要もなくなったし」

　つまり俺との問題がなければ、元々競技に参加する意思はあったってことか。

　ならやっぱり、特訓をすることにしたのは正解かもしれない。

「そうか。じゃあ、今年は頑がん張ばってみるのもいいんじゃないか。俺もお前をダシにしたぶん、作戦の方を頑張るからさ」

「はぁ。きみが調子の良いことを言っているうちに、目当ての女の子がやってきたみたいだよ」

　黒日奈が指を差す先には、小走りで向かってくる花の姿が見えた。

　そうして花は到とう着ちやくするなり、両手を合わせて申し訳なさそうに言う。

「ごめんね、待たせちゃったよね」

「いや、俺たちもさっき来たところだよ。それじゃあ、さっそく始めようか」

「うんっ」

　というわけで、大縄跳びの特訓が始まった。

　俺と花が縄を回し、黒日奈が全力で跳ぶ。シュールな構図ではあるものの、れっきとした特訓である。

　──パシッ。

　すると、やはり数回跳んだところで、黒日奈は縄に引っかかってしまった。

　その様子を見て、花は必死に頭を悩ませながら言う。

「うーん、黒日奈さんは軽く跳ぼうとすると跳び始めるのが大変で、全力で跳ぶとスタミナ切れになっちゃってる感じだよね。こういう場合、どうするべきかな……」

「この前、俺がいないときに普通の縄跳びをやってみたんだよな。そのときはどうだったんだ？」

「一人でやる普通の縄跳びなら、黒日奈さんは問題なく跳べたの。だから大縄でも、コツさえ掴めばなんとかなると思うんだけど」

「へぇ、普通の方は跳べるのか。だとしたら、その辺りにヒントがあるかもな……」

　必死に考え込む俺たちを見てやる気になったのか、そこで黒日奈が挙手をして言う。

「ぼくの感覚として、普通の縄跳びは自分で縄をコントロールできるぶん、跳びやすいんだ。でも大縄跳びの場合は、他人の意思によって縄が動くから、『他人のリズムに合わせなきゃいけない』って感じがして、妙みように調子が狂くるうんだよね」

　なるほど。つまりは、こいつの協調性の無さが足を引っ張っているわけだ。

　という俺の考えを読んだのか、黒日奈は不服そうにこちらを見つめて言う。

「その点、きみたちは得意そうだよね。相手のリズムに合わせるのとか」

「えへへ、そんなことないよ～」

　黒日奈が放つ嫌いや味みも、天然の花には通用しなかったようだ。

　バツの悪そうにする黒日奈に対し、俺は情報を整理してから口にする。

「なら、縄を回している人を意識しなければいいんじゃないか？　他人に合わせるんじゃなくて、無機物を相手にしている──そう思うようにすれば、幾いく分ぶんかは楽になるはずだ」

「それは無理。縄を回すのはきみだし」

「え？」

「それって……」

　意味深なその言葉を受けて、花がモジモジとし始めた。また変な誤解をしているんじゃないだろうな。

「花、違うんだよ。黒日奈さんは多分、俺が目立つって意味合いで言っているだけだ」

　俺の意見に同調するように、黒日奈も頷きながら口を開く。

「そーそー。周りの女子はみんな和臣に見み惚とれちゃってるし、意識するなって言う方に無理があるよ。そうは思わない？」

「あ、そういうことか。確かに、和臣くんは目立つもんね」

「うんうん」

「あれ？　でも、今は他ほかの子いないよね」

「それはほら、きみがいるし」

　からかうような黒日奈の指し摘てきを受けて、すぐさま花は赤面する。

　黒日奈のやつ、さすがにやりすぎじゃないか？　これをきっかけに、花が俺のことを避さけ始めたりしたらどうするつもりなんだか。

　ひとまずここは、空気を変えないと。

「──ごほん。それなら、逆転の発想だ。黒日奈さんは縄なわを回している俺に合わせる──つまり、俺を徹てつ底てい的に意識するんだ。そうやって縄の回し手を意識しながら跳ぶことに慣れて、他者に合わせる違い和わ感かんを払ふつ拭しよくしよう」

　この手段は精神論に頼たよるようであまり好みではないが、そもそも黒日奈の抱かかえている問題がメンタルの方面なのだから仕方がない。

　俺の提案を受け、黒日奈は納得した様子で頷うなずいた。

「それなら上手うまくやれそうだよ。試ためしに跳とんでみてもいいかな？」

「ああ。じゃあ花、いくぞ」

「あ、はい！」

　それから縄を回し始めて、一回、二回と跳び続けていき──

「──五十、と」

　五十回を跳んだところで、黒日奈がしゃがみ込んだので終しゆう了りようとなった。

　すごい、あの黒日奈が本当に大縄を五十回も跳んでみせたぞ。まさか、意識を変えるだけでこれほど跳べるようになるとは思わなかった。

　息を切らしてダウン寸前の黒日奈に対し、花は感極きわまった様子ではしゃぎながら声をかける。

「すごいよ黒日奈さん！　五十回も跳べたんだよ！　わたし、なんだか見ていて泣きそうになっちゃった！」

「けど、もう、限界……ハァ、ハァ……」

　黒日奈にしては珍しく、汗あせまでかいている。そろそろジャージは脱ぬぐべきじゃないだろうか。

「おつかれ、頑張ったじゃないか。さすがに暑いだろ、ジャージは脱がないのか？」

「この下、なにも着てないから……」

「──ッ！　そ、そうか、なら仕方がないな」

　ごくり、と思わず生なま唾つばを飲み込む。

　なにもって、本当になにも？　言葉の通りに下着も付けていないのか、それとも半はん袖そでの体操服を中に着ていないという意味なのか。うーむ、これはなんとも……。

　そのとき、以前に彩夏が言っていたことが脳のう裏りをよぎる。

『あの人、お胸の方もかなりあるんですよ。花さんと良い勝負をするかもしれません』

　確かに言われてみれば、ジャージがだぼついているせいでわかりづらいものの……いや、やっぱりよくわからないな。

　ならば、同格のモノを参考に──と、花の方を見たら目が合った。

　思わず逸そらすと、花はささっと黒日奈のもとに近付いていき、何やら耳打ちする。

　すると、黒日奈はこちらを見てから、ふっと不敵に笑った。

「ふふ、さすがにブラは付けてるよ。それ以外のインナーを中に着ていないってだけで。──残念だったね？」

　残念かどうかはともかく……謎なぞは全すべて解けた。──いや待てよ、それはそれで問題じゃないか？　何がとは言わないが。

　などといろいろ考えていたら、花の視線を感じた。……これはまずい、早々に空気を変えなければ。

「──ごほんっ。だとしても、中に体操服くらいは着た方がいいぞ。いざというときに、ジャージが脱げないと困ることもあるだろうし」

「体操服、ね。ぼくはアレが嫌きらいなんだ。汗をかくと張り付くし、おまけに身体からだのラインが出やすい。ろくなことがないよ」

　こいつは普ふ段だんからボディラインが出る服を避けている節がある。ジャージの袖がダルダルに余るくらいのサイズだったり、カーディガンやベストまでぶかぶかだ。……今さらながら、ジャージのサイズが合っていないことも、大縄を跳びづらい要因の一つだろうと思い至った。

　などと考察している内に、気付くと花が同調していた。

「それ、わかるな～。身長に合わせたサイズにすると胸囲がキツいし、あんまり大きいのを着ると、ぶかぶかすぎて太って見えちゃうんだよね。これで本当に運動するの？　って思っちゃうもん。汗で張り付くのはしょうがないと思うけど」

「そうなんだよ。それに半袖っていうのもぼく好みじゃない。アレは女子のことを考えて作られていないよね」

　いつの間にかガールズトーク（？）で盛り上がっている。花の場合、この場に俺がいるということを失念していそうだが。

　それにしても、二人のこの共感度合い……。俺が普段の黒日奈に興味関心がなかったのと、奴やつがボディラインを隠かくすような着こなしばかりをしていたせいもあって気付かなかったが、やはりこいつ、結構な隠れ巨にゅ──

「さて、そろそろこの話は終わりにしよう。そこの変態男子が鼻息を荒あらくしていることだしね」

「誰だれが変態男子だ！　それに、鼻息も荒くしてないぞ」

　そりゃあ、視線が少しだけその胸に引き寄せられていたけれど、だからって変態呼ばわりされるほどではないはずだ。……たぶん。

　そんな俺たちのやりとりを見て何を思ったのか、花は楽しそうに頷き始め、

「やっぱり、和臣くんと黒日奈さんって仲が良いんだね」

　などと恐おそろしいことを言い出した。

「いやいや、そんなことないって。全然、これっぽっちも仲良くないから」

「和臣くんがそんな風に、誰かとの仲を否定するのも珍めずらしいよね」

「だから、違ちがうんだって。黒日奈さんも一年のときから同じクラスだし、普ふ通つうに話すってだけだよ」

　同調を求めるつもりで黒日奈の方を見ると、やれやれと肩かたを竦すくめながら黒日奈は言う。

「そうそう。ぼくは彼に手作り弁当を振ふる舞まったこともなければ、互たがいの肩を抱だき合ったこともないし。下の名前で呼んでいるのだって、ぼくからの一方的なものだ。だからさ、熊谷さんが想像しているような爛ただれた関係じゃないよ」

　……この女、花を相手になんてことを口にしやがる。

　これだとまるで、俺がこいつに花との出来事を話しているみたいじゃないか！　本当はただ、こいつが勝手にストーキングをして得た情報だというのに！

　花は黒日奈の言葉を聞いて、どう思ったのだろうか。おそるおそる横目に見ると、花は顔を赤くしながら笑えみを浮うかべていた。

「あはははは……べ、べつにね、手作りのお弁当を食べさせてあげたり、二に人にん三さん脚きやくのときに肩を抱き合ったりしても、た、ただ、爛れた関係とかじゃないよ、うん。わたしはそうやって育はぐくむ関係も良いと思うし、だから、その……」

　花がひどく動どう揺ようしているのは間違いない。

　しかしどうやら、俺が黒日奈に諸もろ々もろの出来事を話したとは考えていないらしい。

　花はただ、俺との関係が健全なものだと訴うつたえたいだけなのだ。それゆえに、ここは当事者の一人として、俺も同調してやらなければいけないな。

「花の言う通り、仲の良い友達同士ならそれぐらいのことは普通にやるだろ。黒日奈さんは表現が過度だなぁ、まったく」

　そう言って加勢したのだが、なぜだか花は硬こう直ちよくしている。

　代わりに、呆あきれた様子で黒日奈が答える。

「そっか。イマドキの学生はそんなことをしたくらいじゃ、恋れん愛あい対象とは言えないってことだね。つまり、キスでもしないと決定打にならないわけだ。勉強になるなぁ～」

　わざとらしく言ってから、黒日奈はちらと花の方を見み遣やる。

　すると、花は気合いでも入れるかのように、ぎゅっと両手を握にぎり込んでみせた。

「べ、勉強になりますっ」

　いや、キスはやりすぎだろ。そういうことは、恋こい人びとになってから段階を踏ふんでやる行こう為いのはずだ。……はずだよな？

　花は天然だ。この偏かたよった意見を鵜う吞のみにして、早まった行動をするかもしれない。ここはそれとなく正しておかないとな。

「あのさ、さすがにキスはやりすぎだと思うし、黒日奈さんの言ったことはそんなに気にしなくていいと思うよ。距きよ離りの縮め方は人それぞれだろうし」

「人それぞれって言うなら、キスから始まる関係も──」

　愉ゆ快かいそうに口を挟はさんできた黒日奈を、睨にらみ付けることで牽けん制せいする。

　すると、黒日奈は呆れたように笑って言う。

「いや、やっぱりなんでもない。彼の言う通りじゃないかな」

「あ、うん、そっか……そうだよね」

　これで花もひと安心するかと思ったのだが、その表情はなぜか少し残念そうに見えた。

　さて、黒日奈のせいで変な空気になってしまったことだし、そろそろお開きにした方が良さそうだな。何より、黒日奈の顔に『もう跳びたくない』と書いてあるし。

「それじゃあ少し早いけど、今日は戻もどろうか。黒日奈さんもこれ以上は跳びたくなさそうだしな」

「うん、黒日奈さんは十分がんばったよ。これならお昼が美味おいしく食べられそうだね」

「いや、疲つかれのせいで食しよく欲よくなんて湧わかないよ……」

　げんなりしながら答える黒日奈。

　そんな彼女を見て、俺と花は思わず笑い合うのだった。
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　大おお縄なわの特訓をしたせいか、珍しく睡すい魔まに襲おそわれながらも午後の授業を受けて。

　迎むかえた放課後。久々に予定が空いていたため、そのまま直帰しようかと思ったのだが。

「もう知りません！」

　そんな声が廊ろう下かから聞こえたかと思えば、角から琴乃が飛び出してきた。

「わっ」「おっと」

　ぶつかりそうになったところで、互いになんとか立ち止まる。

「す、すみません」

　琴乃はバツが悪そうにしながら謝ってくる。

　その後方の角から、沖津優太が顔だけ覗のぞかせていた。

　やはり琴乃が揉もめていた相手は彼だったらしい。ここは俺がサポートするべき場面かもしれないな。

「何かあった？　俺でよければ相談に乗るけど」

　俺がそう優やさしく尋たずねたところで、後方の沖津優太はひょいっと顔を引っ込めた。

「いいんですか……？　この後、何か予定があるんじゃ……」

「いや、今日はフリーだよ。ひとまず、場所を変えようか」

「はい」

　それから琴乃の要望で、俺たちは中庭に移動した。

　なかなか人目につく場所だとは思うが、琴乃はいち早く相談したいようだった。

　途と中ちゆうの自じ販はん機きで買った缶かんのミルクティーを、ベンチに座る琴乃へ手て渡わたす。彼女は申し訳なさそうにそれを一口含ふくんでから、ゆっくりと話し始めた。

「ほんの些さ細さいなことが原因なのですが……実は私、優太くんと喧けん嘩かをしてしまって」

　琴乃と沖津優太が喧嘩か。まあ、そうじゃないかとは思ったけど。

「そうなんだ。琴乃も喧嘩をしたりするんだな」

「普段はあまりしないのですが、最近はクラスで体育祭の練習をやることも多いせいか、優太くんとは言い合うことばかりなんです」

　状じよう況きようを思い返しているせいか、辛つらそうに話す琴乃。その姿を見ているだけで、なんだかこちらまで辛い気持ちになってくる。

「彼、運動は得意そうに見えないもんな。そういうことなら、今回の喧嘩の内容も体育祭絡がらみだったりするのか？」

「いえ、それがなんとも言えなくて……。発ほつ端たんはおそらく、家での出来事だと思うのですが」

「家での出来事って？」

　伏ふし目がちに俯うつむいた琴乃は、意を決するように頷うなずいてから言う。

「──最近、優太くんが靴くつ下したを裏返さずに洗せん濯たく機きの中に入れるんです」

「……え？」

　予想外の内容にぽかんとしていると、琴乃は慌あわてて補足する。

「もちろん、泥どろ汚よごれが靴下の表に付いているときには、そのまま洗濯機に入れてくれていいのですが、そうではないときにも裏返してくれなくて……母と私が何度言っても、聞いてくれないんです。最近は体育祭の練習がありますし、私の応おう援えん団の練習にも付き合ってくれているので、疲れているのはわかるのですが……適当にやるといっても、限度がありますし」

　なおもぽかんとする俺を見て、琴乃は人差し指を立てて続ける。

「それに昨夜、優太くんが応援団の練習に行きたくないと言い出して。どうしてなのか理由を尋ねても、一向に教えてくれないんです」

　そうそう、そういうのだよ！　そういうのを待っていたんだよ！

「なるほど、それは気になるな」

「ですよね!?　動画の撮さつ影えい役を頼たのんだときには喜んで引き受けてくれたのに、もう行く気はないって、帰り道でいきなり言うんですよ！　私が靴下のことをしつこく言い過ぎたせいなのかもしれないと思って、先ほど尋ねたのですが、靴下のことはどうでもいいなんて言うんです……。それで私、ついカチンときてしまって……」

　興奮ぎみに、早口で語る琴乃。

　ひとまず、靴下についてはノータッチでいくべきだろう。家事の話題のどこに地じ雷らいがあるのかわかったものじゃないからな。

　それを差し引けば、なんてことはない。沖津優太の心理は手に取るようにわかる。

　きっかけは、昨日の帰り際ぎわの一幕だろう。応援団の練習を終え、体育館の入り口で俺と花、それに琴乃と沖津優太が揃そろったあの状況。

　そこで沖津優太は、もう応援団の練習には参加したくないと思った。

　となれば、考えられる可能性は限られてくる。……いや、もう決まったも同然か。

　おそらくだが、『妹の琴乃は成瀬和臣のことが好きである』と、沖津優太は『勘かん違ちがい』をしているのだろう。それゆえに、琴乃が自分に気を遣つかったせいで、意中の男子と帰れなくなったと思い、奴やつは心苦しくなったわけだ。

　だが、そうやって沖津優太に遠えん慮りよをされるのは避さけたいところである。彼が応援団の練習に参加しなくなれば、せっかく作った彼と琴乃の接点が薄うすくなってしまうからだ。

　そしてさらに、付ふ随ずいして考えられる問題がある。──それは奴が、花まで俺のことを好きだと『勘違い』している場合だ。

　こうなってくると、奴を説得するのは至難の業わざとなる。奴は自身の心情に鈍どん感かんである代わりに、他ほかのラブコメ主人公よろしく、おそらく花のことも琴乃同様に大切に思っていることだろう。もちろん、異性としての意味ではなく。

　さて、どうしたものかと頭を悩なやませていると、隣となりに座る琴乃が不安そうに俺の顔を覗き込んできた。どうやら長く考えすぎてしまったらしい。

「あの……もしかして、私は優太くんに対し、とんでもないことをしてしまったのでしょうか？　この年とし頃ごろの男の子に靴下がどうのと注意をするのは、非常識極きわまりないことだったりしますか？」

　距離が近い。可愛かわいい。良い匂においがする。こんな美少女と一つ屋根の下で暮らせるのなら、靴下についてお説教をされるくらい、なんてことはない。

　だが、ここは努めて冷静に。あくまでタブーには触ふれないように注意して答える。

「いや、そんなことはないと思うよ。ただ、相手が話そうとしない原因を無理に訊きこうとするよりも、まずは自分の気持ちを正直に伝えてみるといいかもしれない」

「私の気持ち、ですか？」

　琴乃はきょとんとしながら小首を傾かしげる。

「うん。琴乃は昨日、沖津くんと一いつ緒しよに帰りたいと思ったわけだろ？　だからその気持ちをちゃんと、沖津くん本人に話せば、きっと良い方向に進むんじゃないかな」

「優太くんは、昨日のことを気にしているってことですか」

「それは俺にもわからない。ただ、帰り道で練習に参加したくないと言い出したなら、帰り際の出来事がきっかけかなって。ほら、あのときの彼、なんだか気まずそうにしていたし」

「……言われてみれば、そうですね。でしたら成瀬くんの言う通り、私の気持ちを正直に話そうと思います。私が兄さんのことを、どれだけ大切に思っているのかを」

　うっ、胸が苦しい……。ある程度の覚かく悟ごはしていたが、やはりこうしてノロけられると、心にくるものがあるな……。

「でも」

　そこで琴乃はぐいと距離を詰つめてきて、囁ささやくように声をひそめながら、

「私はあのとき、成瀬くんとも帰れたらいいなと思っていたんです。それだけは、伝えておきますね」

　静かにそう言って、琴乃は立ち上がる。

　そして照れくさそうに笑いながら、琴乃は続ける。

「それでは、そろそろ帰りますね。今日も相談に乗っていただき、ありがとうございました。──優太くんにはちゃんと、真正面から自分の気持ちを話してみます」

「ああ、うん。気を付けて」

　一礼をしてから去っていく琴乃。その背中を見送ってから、俺は大きくため息をつく。

「そりゃあ、友情よりも恋こいだよな……ははっ」

　わかりきっていることを口にして、思わず自じ嘲ちよう的に笑ってしまう。

　これは自じ戒かいだ。

　あんなに可愛い女の子から、『私はあのとき、成瀬くんとも帰れたらいいなと思っていたんです』などと言われて、つい変な期待をしてしまいそうになった自分を戒いましめるために、あえて呟つぶやいたのだ。

　琴乃が俺のことを、とても大事な友人だと思ってくれていることは理解しているつもりだ。先ほど俺に対し、沖津優太のことを大切だと言ったのも、別にノロけようと思って口にしたわけじゃないことはわかっている。

　打算的な俺とは違ちがい、心優しい琴乃は、誤解を恐おそれることなく接してくれているだけなのだ。

　大切な人には、他の大切な人のことも知ってほしい。伝えたい。きっと、彼女の──彼女たちの内にある想おもいは、そういう純じゆん粋すいなものだろう。

　……ふぅ。いろいろと考えを巡めぐらせていたら、気持ちが落ち着いてきた。

　そろそろ帰るか。

　──ブーッ、ブーッ。

　と思ったところで、スマホが振しん動どう音を鳴らす。

　確かく認にんすると、彩夏からメッセが届いていた。

『宣伝動画をアップしておいたので、チェックお願いしまーす☆』

　メッセの通り、ＳＮＳにアップされた動画を再生すると、我が校のグラウンドをバックにして、彩夏が笑え顔がおで語り始めた。

『どーもー！　アーヤです！　今週の土曜にあたしの通うここ、都立松まつ場ば高校で体育祭がありまーす！　ってことで、よかったらみんな来てねー。あ、もちろん他の人の迷めい惑わくになるようなことは、絶対に禁止だからねっ。マナーを守って楽しく観覧しよー！　ではでは、バイバーイ！』

　愛あい嬌きよう満点のまま、最後は大きく両手を振ふったところで終しゆう了りよう。

　そんな彩夏の陽気な動画を見たおかげで、先ほどまで感じていたやるせない気持ちが少し和やわらいだ。

　しかし、場所が場所だけに全然飾かざり気のない動画だったが、本当にこれで宣伝になるのだろうか。いくら彩夏が可愛いアイドルとはいえ、これはさすがに失敗なんじゃ……？

　などと思ったのだが、動画の再生数はすでにとんでもないことになっていた。改めて、アイドル・アーヤの影えい響きよう力は凄すさまじいものだと感心してしまう。

　すぐさま彩夏に対し、『これならたくさん人が集まりそうだな！　俺も元気をもらえた気がする！　ありがとう！』とメッセを送信する。

　すると、一分も経たたずに返事がきた。

『よかったでーす☆　あとあとー、例の件もよろしくお願いしますね♪』

　例の件というのは、体育祭当日に彩夏が披ひ露ろうする予定の宣伝コーナーだ。それに関しては、すでに委員会へ話を通してある。

　なので、『すでに許可は取ってあるから、当日はよろしく』と、メッセを送信した。

　さて、これで宣伝の方は十分だろう。休みのうちに作成したチラシはすでに掲けい示じ済みだし、学校のＨＰ内に特設ページも作成した。あとは体育祭の当日まで、これらの情報を広報担当の生徒がＳＮＳで発信し続けるだけである。

　こうしていろいろな作業がひと段落すると、体育祭がもう近いのだと実感する。

　明日の放課後には、体育祭実行委員会がある。そこで当日の役割分担の最終確認だ。

　これからもう少しだけ、忙いそがしくなりそうである。
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　翌日。

　体育祭まで残すところあと三日。昼休みには再びクラスで集まり、大おお縄なわ跳とびの練習をやることになった。

　今日も今日とてジャージ上下で佇たたずむ黒日奈に対し、冷たい視線が集まっている。

　そのとき、花がこちらに向けてウインクを飛ばしてきた。可愛い。おそらくは『特訓の成果を見せてあげようね』的な意味合いだと思うのだが、可愛いとしか言いようがない。

　俺は上じよう機き嫌げんになりながら掛かけ声を発し、縄を回し始めた。

　一回、二回と跳ぶ回数を重ねるうちに、クラスの空気が変わっていくのがわかる。

　そのまま一つの大台に差し掛かり、

「五十、五十一、五十二──」

　まずは黒日奈の自己記録である五十回を突とつ破ぱ。それでも縄は止まることなく、クラスメイトたちの顔に笑みが浮うかび始める。

「百、百一、百二──」

　百回を突破した。それでもなお、縄は止まらない。

　そうして、しばらく縄を回し続けて。

「百三十七──」

　──パシッ。

　そこでクラスメイトの一人が縄に引っかかったことで終了する。

　その途と端たん、皆みなが活気づいた様子で黒日奈のもとに集まり、「跳べたじゃん！」「花たちと特訓したのって本当だったんだ！　すごいね！」「お前のこと、ちょっと見直したかも」などと、好意的に声をかけていく。

　あんな大勢に囲まれて、困っている黒日奈を見るのは新しん鮮せんである。向けられている感情が攻こう撃げき的なものではなく、興味関心の類たぐいなのだから、黒日奈が動どう揺ようするのも無理はない。

　その光景を見て微笑ほほえましい気持ちになっていたところで、ちょんと袖そでが掴つかまれた。

　振り返ると、すぐそばには花がいて。耳元に唇くちびるを寄せてきたかと思えば、囁くように小さな声で言う。

「（やったね、大成功だよ）」

　その距きよ離り感かんに内心ではドキドキしながら、俺は笑顔で頷うなずいてみせる。

　すると、花は吐と息いきのかかる距離のまま、続けて言う。

「（帰りに今日の成功を祝って、ミニ打ち上げをやらない？　わたしと和臣くんと黒日奈さんの三人で）」

　なるほど、声をひそめたのはそういうわけか。何を言われるのかとドキドキしたぞ。

　去年のクラスだと、行事ごとの後には必ず打ち上げパーティーが開かれたものだが、そこに黒日奈が参加したことは一度もなかった。

　それはおそらく、俺に気を遣ってのことだろう。しかし事情を知らない花は、黒日奈がそういった打ち上げに参加しない理由を、大人数が苦手だからだと考えているようだ。

　ゆえに、花は急きゆう遽きよ、少人数によるミニ打ち上げを開こうと言い出したのだろう。これは俺にも好都合である。

　懸け念ねんがあるとすれば、黒日奈の存在だが……花との相あい性しようは思いのほか良いように見えるし、勝手に暴走しない限りは大だい丈じよう夫ぶなはずだ。むしろ、要所でサポートをしてくれるかもしれない。

　だが、今日の放課後には体育祭実行委員会がある。いつも通りであれば、それほど長引きはしないだろうが……。

「（放課後は委員会があるけど、その後でよければ。多分、そんなに時間はかからないと思う）」

「（うん、それくらい待ってるよ。じゃあ、黒日奈さんにも予定を聞いてみるね！）」

　花は元気よく言うと、辟へき易えきとしている様子の黒日奈のもとへ駆かけ寄っていく。

　しかし、あの黒日奈がクラスメイトたちに囲まれることになるなんてな。

　本人は面めん倒どうに感じているかもしれないが、その光景を見ると、やっぱり俺は微笑ましい気持ちになるのだった。

　教室に戻もどると、すぐに黒日奈は机に突つっ伏ぷした。慣れない状じよう況きようのせいで、だいぶ疲つかれたのだろう。こいつの場合、大縄跳びよりも人付き合いの方が応こたえていそうに見える。

「フッ」

　思わず笑みをこぼすと、それに気付いた黒日奈が「はぁ」とため息をついてみせた。

　黒日奈には悪いが、放課後にも新たなイベントが予定されている。

　せっかく花とプライベートな時間を過ごせる機会である。この辺りで、さらに俺の印象を良くしておこう。

　琴乃と沖津優太の関係の進展度合いにもよるが、そろそろ勝負に出る場面も考えておく必要がありそうだ。

　いずれにせよ、黒日奈のおかげで風向きが良い方へ変わった気がする。

　ここからが正念場だな。気を抜ぬかず、チャンスをものにしてみせよう。

　そんな風に気合いを入れ直していたら、午後の授業の開始を報しらせるチャイムが鳴った。




　　　　◇




　放課後を迎むかえ。

　鞄かばんを手にしたところで、扉とびらの前に琴乃が立っていることに気付く。

　俺はすぐさま駆け寄ってから、「それじゃあ行こうか」と声をかけ、一いつ緒しよに歩き出した。

　このように、体育祭実行委員会には琴乃と一緒に向かうのが定例となっていた。

　同じクラスの委員の女子には悪いが、これも成り行きというやつである。

　今回の会議場所も化学室らしく、人通りの少ない廊ろう下かを並んで歩いていく。会議場所がやたらと化学室になるのは、もしかすると委員長の趣しゆ味みなのかもしれない。

　などと考えていたら、琴乃が嬉うれしそうに口を開いた。

「あの。おかげさまで、優太くんとは仲直りをすることができました」

「それはよかった。ちゃんと気持ちを伝えられたんだな」

「はい。……その、靴くつ下したは関係なかったみたいです」

　照れくさそうに笑う琴乃。なんだかとても幸せそうである。

「これまで通り、彼が応おう援えん団の撮さつ影えい役を続けてくれるなら、琴乃も心置きなく練習に没ぼつ頭とうできるわけだ。と言っても、練習も残り一回だけどさ」

　俺がそう言うと、一転して琴乃の表情は曇くもってしまう。

「ごめん、何かまずいことを言ったかな？」

「あ、いえ。もうすぐ本番だと思ったら、少し寂さびしくなってしまって。感傷的になるのは早いですよね」

　琴乃は寂しそうに笑う。

　今年は実行委員に所属しているぶん、思い入れが強くなるよな。

「準備とか大変だったもんな。応援団にも入っているから、余計にさ」

「はい。でも、あっという間でした。あなたに憧あこがれて、この委員に──応援団に入ってよかったです」

　そう笑顔で話す琴乃の姿に、思わず目を奪うばわれる。

　姿勢が良く、凜りんとした顔立ち。半はん袖そで丈たけのブラウスから伸のびる華きや奢しやな腕うでは、夏の日差しなど寄せ付けないほどに白く、透すき通るような肌はだが眩まぶしい。

　正直に言えば、彼女に応援団員が務まるのか不安に思ったこともあった。外見のイメージからは程ほど遠とおいし、人前での発声も苦手としていたからだ。

　けれど、彼女は共に練習に励はげんでくれた。めげずに苦手を克こく服ふくしようとするその姿は、俺に元気を与あたえてくれた。

　だからこそ、この辺りで伝えておくとしよう。

「ありがとな、琴乃。一緒に応援団を続けてくれて」

　すると、琴乃は驚おどろいた様子で目を丸くした。

「どうしたんですか、いきなり。まだ明日、最終リハーサルも残っているんですよ」

「いや、なんとなく言いたい気分になってさ。というか、琴乃もそれっぽいことを言っていたじゃないか」

「ふふ。私が応援団に入ったのも、こうして続けてこられたのも全部、間ま違ちがいなくあなたのおかげですから。なので、私こそありがとうございます」

　琴乃は笑顔で礼を返してくる。けれど、やっぱりどこか寂しそうで。

　俺もつられて笑顔になったものの、ちゃんと笑えているのか自信は持てなかった。

　それからは互たがいに気き恥はずかしくなってしまい、無言のまま歩き続けて。

　ようやく化学室に着いたのだが、

「うおおおおおっ！」

　到とう着ちやく早々、雄お叫たけびを上げる丸まる刈がり先せん輩ぱい（白組の応援団長）の姿が目に入ってきて、ここに来るまでの雰ふん囲い気きが一いつ瞬しゆんにして吹ふき飛んだ。

　このまま放置しておくわけにもいかないので、挨あい拶さつのついでに宥なだめることにする。

「こんにちは、先輩。気合い十分なのもいいですが、本番まであと三日もあるんですよ。今からそんな調子で大丈夫ですか」

　こちらに気付くなり、丸刈り先輩は力強いガッツポーズを向けてくる。

「当たり前だろ！　ここんところは毎日の筋トレも、いつも以上に気合いを入れてやってるからよ！」

「はは、そうですか」

「イケメンくんはテンションが低いな！　それでもオレと並ぶ赤組の応援団長かよ！」

「まあそのぶん、当日は気合いを入れて頑がん張ばりますよ」

「ならいいけどよ！　それにしてもお前たち、本当に仲が良いよな。もう付き合ってるんだっけか？」

　お前たち、というのは俺と琴乃を指して言っているのだろう。彼自身に悪気はないのだろうが、室内の空気が一瞬にして凍こおり付いた。……これだから単たん細さい胞ぼうは。

　周囲からの注目を集めたことで、琴乃は動揺を隠かくせない様子。

　ここは俺が収めるほかないようだ。

「いきなりなんですか、付き合ってませんよ。それより先輩こそ、当日は彼女さんが応援に来るんでしょう？　他校の野球部でマネージャーをしているとかいう」

　その話題を切り出すと、丸刈り先輩は照れ笑いを浮かべながらハイテンションに言う。

「そうそう、そうなんだよ！　いやー、沖津っちほどじゃないけど、オレの彼女も世界一可愛かわいいぜ！　お前にも紹しよう介かいしてやるからな！」

「あはは、楽しみにしておきます」

　この人、会話をその場のノリと勢いで進めるところがあるからな。言っていることに多少の矛む盾じゆんがあっても、こちらは気にせず流さないと話がややこしくなる一方だ。

「ふぅ、遅おくれてすまない。掃そう除じ当番があってね」

　そこでようやく委員長がやってきたことで、皆が着席する。

　そうして、体育祭実行委員会は五分遅れで始まったのだった。




　始まる前のごたごたが嘘うそのように、会議は粛しゆく々しゆくと進んでいく。

　今日の会議では、当日のプログラムに合わせて、事前に決めておいたローテーションの確かく認にんが主な目的である。そのほか緊きん急きゆう時の対応方法や、展示物などの情報の共有、見回りの際の注意事じ項こうなどを徹てつ底ていしていく。

　だが、思ったよりも進みが遅おそい。すでに開始から一時間は経たっているぞ。

　三十分ほど前に、花から『黒日奈さんと教室で待ってるね！』という文面のメッセが届いたことを確認済みのため、特に問題はないけれども。

「では、ここまでで何か質問はあるかな」

　委員長が呼びかけると、丸刈り先輩が挙手をした。

「当日、誰だれかが急に休んだときの流れも確認しておいた方がいいんじゃね？　何があるかわからないしさ」

　この人、意外と用心深いんだよな。こういうところは尊敬できる。

　感心しているのは委員長も同じようで、上じよう機き嫌げんに相あい槌づちを打ってみせた。

「よし、ではその場合のローテーションなんだが──」

　そうして、さらに三十分ほどが経ち。

　ようやく会議は終わり、俺と琴乃は化学室を出る。

　スマホを確認すると、すでに時刻は五時半を過ぎていた。

　ちょんちょんと、そこで琴乃に裾すそをつままれる。

　振ふり返ると、琴乃が照れくさそうにモジモジとしていて。

「あの、もしよかったら、今日は一緒に帰りませんか？」

「えっと……ごめん、今日は花と約束があって。……でも、途と中ちゆうまでなら──」

「いえ、そういうことでしたら平気です。まだ外も明るいですし、心配はいらないですからね」

　琴乃は平然と言ってみせる。

　せっかく誘さそってくれたというのに、断るのはやはり辛つらいな。

「そっか……わかった。ごめんな」

「そんなに何度も謝らないでください。私は本当に気にしていませんから」

　そうだよな。同じ委員会に所属していて、もう残りの日数も少ないから、友人として一緒に帰ろうと誘ってくれただけだもんな。

「わかった。それじゃ、また明日」

「はい、また明日」

　琴乃は笑顔で手を振りながら去っていく。

　スマホを確認してから、俺は小走りになって教室へと向かった。




　　　　◇




　教室の扉を開けると、窓まど際ぎわの席で花と黒日奈が談だん笑しようしていた。

　いや、一方的に花が話しかけていると言った方が正しいか。黒日奈に関してはくすりともしていないし。

「あ、和臣くん！」

　花がこちらに気付くなり、嬉しそうに手を振ってくる。

「悪い、遅くなった」

「ううん、委員会おつかれさま。それじゃ、行こっか」

「ああ」

　上機嫌な様子で先導する花の後ろを、黒日奈とともについていく。

　この異色の組み合わせで校内を歩いていると、それだけでそわそわとしてしまう。放課後の遅い時間ということもあって、他ほかの生徒の姿がほとんどないのが救いだ。

　下げ駄た箱ばこに着いたところで、黒日奈が気け怠だるそうに口を開く。

「ここ最近、慣れない運動をしているせいで筋肉痛だから、あんまり速く歩かないでね」

　この場にいるのが俺と黒日奈の二人だけなら、『老人かよ』とツッコミを入れるところだが、ここには花もいるので、「わかったよ」と優やさしく返答するだけに留とどめておく。

　ミニ打ち上げの会場は、花の要望で駅前のファミレスに決まった。どうやら金欠の中、無理を押しての企き画かくらしい。花らしいといえば、らしいかもしれないな。

　そうして歩くこと数分。

　駅に向かう最中、クレープ屋の前に差し掛かかったところで琴乃の姿を見つけた。

　そこには沖津優太の姿もあって、二人は仲なか睦むつまじい様子で話していた。仲直りをしたのだから当然か。

　しかし、部活や委員会に所属していないはずの彼がどうしてこんな時間に……と、思わず立ち止まった俺の隣となりで、花もその光景を眺ながめていた。

　クレープを嬉うれしそうに頬ほお張ばる琴乃の頭を、沖津優太は優しく撫なでている。

　無む邪じや気きに笑う琴乃の姿は、まるで小さな子供のよう。あれが普ふ段だんの『妹』としての姿なのかもしれないな。

　だが、彼らの容姿が全く似ていないせいもあって、二人は兄妹きようだいというより、どう見ても──

「──恋こい人びとみたいだね。あの二人、付き合ってるのかな」

　そう口にしたのは、黒日奈だった。

　その言葉でハッと我に返り、俺はすぐさま視線を外す。

　彼らが義理の兄妹であることを、黒日奈は知っている。だが、それはあくまで俺と黒日奈の間だけの話である。二人の家庭事情を黒日奈が知っていることなど、花は想像もしていないだろう。

　ゆえに、花は動どう揺ようした様子で俺を見つめてくる。

　ひとまずここは、『俺に任せてくれ』という意味合いで頷うなずきかけて、黒日奈に向かって言う。

「どうだろうな。まあ、変に詮せん索さくするものじゃないさ」

「そそそ、そうだよ！　別にまだ二人が付き合ってるって決まったわけじゃないし、とりあえずそっとしておいてあげるべきじゃないかな！　うん！」

　花のやつ、いくらなんでも動揺し過ぎだろ。それだとフォローどころか、追い打ちをかけていることになるぞ。

　そんな花の様子を見てか、黒日奈は愉ゆ快かいそうに口元を歪ゆがめる。

「けど、好きでもない男子に頭を撫でられたら、普ふ通つうは嫌いやがるものだよね。あの子は全然嫌がっているように見えないけどな」

「えっと、それは……」

　口ごもる花に代わり、俺はさらりと答える。

「二人でクレープを食べるくらいなんだから、仲は良いんだろうな」

「そ、そうだよ！　別に友達でも、あれくらいならするかもだし！」

「熊谷さんはやけに必死だね。何か知ってるの？」

「へ!?　いや、その……」

　あわわわ、と慌あわてる花。

　黒日奈のやつ、悪ふざけが過ぎるぞ。

　ただでさえ、琴乃と沖津優太が親しくしている様を見せつけられているのだ。現状は花にとって、十分辛いだろうに……。

　しかし、これは考えてみれば好機なんじゃないのか。琴乃が奴やつとの関係を進展させたとも言えるこの状じよう況きようを、花がタイミングよく目まの当たりにしたのだ。

　つまり今、花の心には隙すきが生まれているということ。この機会に、俺が花の傷心につけ込めばいい。

　そんな俺の目もく論ろ見みを知ってか知らずか、黒日奈がニヤリと笑えみを深めたかと思えば、

「まあ、恋れん愛あいはタイミングだって言うしね。どちらにせよ、邪じや魔まをする道理はないよ」

　そんなことを偉えらそうに言ってみせた。

　実際は恋の一つもしたことがないくせに、経験者ぶっている黒日奈の姿には少々イラッとしたものの、ナイスアシストである。

　そろそろこの場を離はなれたいと思っていたところだし、素す直なおに同調させてもらおう。

「そうだな。少し遠回りになるけど、別の道から行こう。──花？」

「あ、うんっ」

　やはり花は気になって仕方がないらしい。

　しかし、花には悪いが、これも作戦のためだ。

　そう心を鬼おににして、普段は使わない道に入った。




　予定していたファミレスに到とう着ちやくすると、夕食時なこともあって少し混んでいた。

　数分待ってから四人席に案内され、花と黒日奈が隣となり合う形でソファ側に座る。俺は花の向かいに腰こし掛かけてから、ドリンクバーと各おの々おのの食事を注文した。

　飲み物が揃そろったところで、花が立ち上がって言う。

「それでは、大おお縄なわ跳とびの成功を祝して──カンパーイ！」

「カンパーイ！」「おー」

　乾かん杯ぱいの音おん頭どとともに互たがいのグラスを打ち鳴らした後、山盛りポテトをつまみながら談笑する。

　今さらながら、花と黒日奈が会話をしている光景というのは不思議なものだ。しかもその場所がファミレスで、そこに俺を交えた三人だけの状況となれば尚なお更さらに。

　といっても、やはり花が黒日奈に対して一方的に話し続けているだけなわけだが。

　そんな二人のやりとりは、注文した料理の全すべてがテーブルに並んだ後も続いていた。

「わたしね、こんな風に黒日奈さんとお話しができるようになって嬉しいんだ。実は一年生のときから、ずっと気になってたんだよ」

「へー」

「覚えてるかな？　二学期の調理実習で一いつ緒しよの班になったときのこと。わたしたち、作るものを間ま違ちがえちゃったよね」

「女子はみんな、和臣のエプロン姿に夢中だったからね」

「そうそう、わたしも和臣くんのエプロン姿に──って、そうだけど！　そういうことは、あんまり本人のいる前で言わないで！」

「わかった」

　そこで花が俺の方を横目に見たかと思うと、

「そういえば、黒日奈さんって、前から和臣くんのことを呼び捨てで呼んでるよね。……えっと、だからどうしたって話なんだけど」

　花の指し摘てきを受けても、黒日奈が動じることはない。場合によっては誤解を与あたえかねない話題だし、黒日奈のやつが余計なことを言わなければいいのだが。

　内心ではヒヤヒヤしながらその返答を待っていると、黒日奈はため息交じりに言う。

「べつに、特別仲が良いから呼び捨てで呼んでいるってわけじゃないよ。まあ、理由をわかりやすく言うなら……」

「うん？」

「いや、やっぱりやめとく」

　なんだそりゃ。

　そこまで言いかけてやめると、余計に怪あやしく思われるじゃないか。

　現に花は興きよう味み津しん々しんといった様子で、目を輝かがやかせている。どうせこいつが俺を呼び捨てで呼ぶことには大した理由などないだろうし、適当に答えてしまえばいいのに。

「えー、聞きたいな。いつもはこういうこと、あんまり気にならない方なんだけど」

　期待の眼まな差ざしを向ける花。対する黒日奈は気怠そうに頬ほお杖づえを突ついて言う。

「本当にいいの？　聞いたら、後こう悔かいするかもしれないよ？」

　脅おどし文句のようなその言葉は、やけに威い圧あつ感かんを与えてくる。

　決して語気を強めているわけでもないのに、まるで俺たち二人に向けられている警告のように感じた。

「うん、いいよ。黒日奈さんのこと、もっと知りたいし」

　だが残念ながら、天然の花には脅し文句が通用しないらしい。さすがは純度百パーセントの女子、恐おそろしいピュアっぷりである。

　花の天然度合いに呆あきれてか、黒日奈はやれやれと肩かたを竦すくめてみせる。

「わかった、そこまで言うなら」

「わーい」

　喜びはしゃぐ花とは反対に、俺の心には一いち抹まつの不安が残っていた。

　もしも、先ほどの脅し文句が俺に向けられたものだったとしたら。

　黒日奈が俺を呼び捨てで呼ぶ理由というのは、俺と花の関係に悪あく影えい響きようを及およぼすものかもしれない。

　つまりはこれが原因で、作戦が破は綻たんすることだってあり得るわけだ。

　しかし、ここで俺が割って入れば、花にこいつとの関係を怪しまれる可能性がある。

　どうするべきか……もう、それほど猶ゆう予よはないぞ。

　そのとき唐とう突とつに、作戦開始時の黒日奈の言葉が頭をよぎった。

『てっきりこの体育祭を機に、熊谷花さんとの距きよ離りを一気に縮めるのかと思ったんだけどな』

　そうだ、黒日奈美玖は敵じゃない。どちらかといえば味方だ。

　ここはサポーターとしてのこいつを信じてみるとしよう。

　俺は黙だまって聞き耳を立てることに決めて、じっと続きを待っていると、黒日奈はフッと笑ってから口を開いた。

「ぼくが和臣を呼び捨てで呼ぶのはね──」

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込む。

　そこで黒日奈は花のことを指差し、

「きみが『和臣くん』って呼ぶ理由と同じさ」

　にっこりと笑顔でそう言った。

　……はぁ。何を言うのかと焦あせったが、蓋ふたを開けてみれば、なんてことはない普通の理由じゃないか。

　花が俺を『和臣くん』と呼ぶ理由なんて、友達としての信しん頼らいから──もっと言えば、尊敬の念を込こめてとか、そんなところだろうし。

「…………」

　しかし、安あん堵どする俺とは違い、花は顔を真っ赤にして固まっていた。

　この反応はなんだ？　そんな突とつ飛ぴなことを、黒日奈は言っていないはずだが。

　当の黒日奈はといえば、ストローに口をつけて、どす黒く緑がかったカオスドリンク（おそらくドリンクバー全種混ぜ）をちびちびと飲んでいる。吞のん気きというか、異様なほどにマイペースというか……。

　よし、ここは俺も介かい入にゆうしておこう。花の様子が気になるし。

「花、どうかしたか？　顔が真っ赤だぞ」

　俺が声をかけたことで、花は我に返ったらしい。こちらには構わず、黒日奈に対して人差し指を向けて言う。

「じゃ、じゃあ、く、くく、黒日奈さんも……」

「うん。きみと同じで、それなりに彼のことを『尊敬』しているよ」

　黒日奈の口から、あっさりと告げられたその言葉。

　それを聞いた途と端たん、花はへなへなと脱だつ力りよくしてしまった。

「あはは……そう、だよね。うん、わかってたよ、わたし……」

　項うな垂だれる花を見て、黒日奈は愉快そうに笑う。

「ふふ。だから言ったでしょ、後悔するかもしれないって」

「べ、べつに、後悔なんかしてないもんっ」

　花はぷんすかとむくれてみせるが、次の瞬しゆん間かんには楽しそうに笑い出す。

　きっと、黒日奈の笑顔を見られたことが嬉うれしかったのだろう。花はそういう子だ。

　それにしても、さっきの花の反応はなんだったのか。その辺りだけが引っかかっているんだよな。

　と、そこで花と目が合った。──そして、すぐさま逸そらされた。

　こちらがショックを受けている間に、花は手を打ち鳴らして言う。

「えっと、じゃあこの話はおしまいにして、次は体育祭の話をしよっか！　そもそも今日の集まりだって、クラスでの大縄跳びが初めて成功したお祝いだし！」

　露ろ骨こつに話題を変えてきたな。……まあいいか。ここは俺も乗るとしよう。

「本番まであと三日か。思えば、中間テストが終わってからあっという間だったな。クラスで大縄の練習をしたり、花と二に人にん三さん脚きやくの練習をしたり、俺の場合は委員会や応おう援えん団の活動もあったり……この数週間、すごく充じゆう実じつしていた気がする」

「わたしもだよ。まあ、二人三脚の練習は一回しかやってないけどね」

「初回でああも上手うまくいったら、わざわざ練習する必要性は感じないもんな」

「そーそー、わたしたちなら一位間違いなしだもん！　──そういえば黒日奈さんって、どの競技に出るの？」

　話題を振ふられて、黒日奈は面めん倒どうそうにぼそりと答える。

「借り物競争。それと、綱つな引ひき」

　黒日奈が借り物競争や綱引きをしている姿は想像がつかない。というか、この女が他人に声をかけて物を借りることなどできるのだろうか。

「へ～、どっちも大変なやつだね。──特に借り物競争とか」

　口には出さずとも、花も黒日奈と借り物競争の組み合わせに違い和わ感かんを覚えたのだろう。わかりやすく顔に出てしまっている。

　そんな俺たちの考えを読んでいるかのように、黒日奈はジト目を向けながら言う。

「余った競技に割り当てられただけだからね。適当に手を抜ぬくよ」

「仮にも体育祭実行委員のいる前で、堂々とサボり宣言をするなよ……」

「ま、まあ、無理をするのはよくないしね」

　必死にフォローをしようとする花に免めんじて、ここは手を引いてやるとしよう。

　だが、恩を仇あだで返すことをよしとするのが、黒日奈美玖という女である。俺と花を交こう互ごに見み遣やったかと思えば、ニヤリと口元を歪ゆがませる。

「きみたちは二人三脚のペアなんだよね。あの、カップル製造種目とか呼ばれている」

「なっ」「えっ」

　フォローしてくれたはずの相手まで巻き込んで、唐突に暴投をお見み舞まいしてくる。さすがは黒日奈美玖だ。容よう赦しやがない。

　おかげでうぶな花は、「はわわ……」とショート寸前である。ここは俺がなんとかしなければいけないな。

「二人三脚も立派な競技種目だぞ。確かに、カップル製造種目とか呼んでいる輩やからもいるけど、俺たちをその辺の浮うわついた連中と一緒にされても困る。なあ、花」

「え、あ、うん！　わたしも本気だし！」

「あっそ。なら、そんな二人には後夜祭の噂うわさ話ばなしも関係ないわけだ」

「「──ッ！」」

　黒日奈がさらりと口にした、『後夜祭の噂話』。──それは我が校に伝わる、いわばジンクスのようなものである。

　体育祭の後に開かれる後夜祭。そこで結ばれた男女は永遠に幸せで居続けることができる──という、眉まゆ唾つば物ものの話だ。

　とはいえ、高校生の男女はこういうイベントごとが大好物である。そういった機会に乗じて告白しようとする、いわゆるミーハーな輩は例年多くいるという。

　かくいう俺も、去年は大いに期待したものだ。……しかし、結果は誰だれに告白されることもなく。あの頃ころの俺はまだ、沖津優太の存在を認めきれていなかったわけだが、今となってはその結果にも納なつ得とくがいく。

　けれど、あのときとは状じよう況きようが変わった。作戦の手て応ごたえも悪くないし、そろそろ本格的に後夜祭の活用法を考え始めるべきかもしれないな。

　……それにしても、このジンクスを黒日奈が知っているとは。意外と乙おと女めチックなところもあるんだな。

　などとひとしきり考えていると、前方から視線を感じた。

　視線の主である花と黒日奈は、揃そろって俺のことを見つめている。

　これはつまり、俺の反応待ちというわけか。ひとまずここは、無難に流す方向で答えることにしよう。

「えっと、そういう話があるのは俺も知っていたけど、特にジンクスみたいなものは信じていないんだよな」

「わ、わたしも」

　俺たちの反応に不満でもあるのか、黒日奈は「ふーん」とつまらなそうに言って席を立つ。

「どこへ行くんだ？」

「……トイレだけど。女の子にそういうことを聞かないでよね」

「悪い」

　つい、いつものノリで尋たずねてしまった。花の前だというのに失敗した。

　心なしか黒日奈はほくそ笑えんでから、そそくさとトイレへ向かう。

　それにしても、『後夜祭』なんてワードを出した直後に席を外すとは。狙ねらってやっているのだとしたら、相当な性しよう悪わる女である。

　ここは一度、場を仕切り直す必要があるな。俺もドリンクバーで飲み物を入れてくるとしよう。

「飲み物を入れてくるよ。花は何を飲む？」

　空いたグラスを手にして尋ねると、花は「えっと……じゃあ、メロンソーダで」と小さく言った。

　そうして大義名分を得て、俺は颯さつ爽そうとドリンクバーのもとに移動する。

　繰くり返しになるが、これは場を仕切り直すための行動だ。決して逃にげたわけではない。
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「おまたせ」

　俺は爽さわやかに声をかけて、グラスをテーブルに置く。

　すると、花はぎこちない様子で「ありがと」と礼を言ってから、入れてきたばかりのメロンソーダを一気に飲み干した。

　……これはまずいな。先ほどよりも空気が重くなっている気がするぞ。

　かといって、黒日奈が戻もどってくる気配はない。この流れで『後夜祭』の話題に触ふれないのは、さすがに無理があるしな……。

　よし。ここはひとまず、黒日奈の名前を出して話を進めることにしよう。そもそも、『後夜祭』の話題を始めたのはあいつなわけだしな。

「それにしても、黒日奈さんが『後夜祭』の話をするなんて意外だったよな」

　平静を装よそおいつつ切り出すと、花は大きく頷うなずいてみせた。

「うん、意外だった。黒日奈さんも後夜祭のジンクスとかに興味があるんだなって。──あ、もちろん馬ば鹿かにするつもりはなくてね」

「ちょっと失礼だけど、あの人はそういうのと縁えん遠どおい感じがあるもんな。いやでも、ジンクスには占うらないや言い伝えに近いニュアンスもあるし、そういう意味ではイメージ通りなのか」

「あはは。和臣くんって、黒日奈さんには容赦ないよね」

「陰かげ口ぐちみたいでよくなかったかな」

「ううん、悪く言おうと思っていないのはわかるよ。むしろ気の置けない仲っていうのかな。そういう相手だからこその言葉って感じがした」

　花はさらりと言ってみせたが、それって……

「……もしかして、まだ俺たちの関係を疑ってる？」

　だとしたら、早々に否定しておかなければ。

　そう思ったのだが、花はうーんと小首を傾かしげてみせた。

「恋れん愛あい関係とか、そういうものかはわからないけど……お互たがいに砕くだけているっていうか。二人を見ていたら、なんかそんな気がしただけだよ」

　そう言って、嫌いや味みのない笑顔を見せる花。

　その見立ては間ま違ちがっていない。

　花は天然ゆえに、本質の部分が垣かい間ま見みえているのかもしれないな。

　正直に言うと、花の観察眼を甘く見ていた。これから花のいる前であいつと関かかわるときには、もう少し警けい戒かいする必要がありそうだ。

「黒日奈さんは去年も同じクラスだったし、俺自身も気付かないうちに気を許している部分があるのかもしれないな。まあ、恋愛関係っていうのはあり得ないけど」

「ふふ、そっか」

「やっぱり花は、まだ俺たちの関係を疑っている気がするな……。相手はあの黒日奈さんだぞ？　そもそも彼女自身、恋愛には興味ないだろうし」

「そうかな？　恋愛に全く興味がなかったら、後夜祭のジンクスの話はしないと思うけどな。それに、ここへ来る前に優太と琴乃ちゃんを見たときも、そういうのに興味がありそうに見えたよ」

　ぐっ……意外に鋭するどいじゃないか。これはまた見方を改める必要がありそうだ。

「まあ、仮にそうだとして。あの人が俺のことをどう思っているのかはわからないけど、俺にとっては普ふ通つうに話すクラスメイトの一人でしかないかな」

「そっか、わかった。なんかごめんね、疑うような感じになっちゃって」

「いや、わかってくれればいいさ」

　きっぱりと言い切ったおかげで、ひとまず疑いは晴れたらしい。

　やれやれ、あの女の名前を出したせいでとんだ災難に遭あったものだ。この場でしっかりと関係を否定することができたのは、不幸中の幸いだったが。

　そんな風に安あん堵どしながら、アイスティーを口に含ふくんだところで、

「──なら和臣くんはさ、好きな人とかいる？」

　ぶふっ！　あまりに唐とう突とつなタイミングで訊きかれたものだから、思わず吹ふき出してしまった。

　当の質問をしてきた花は、目を泳がせながら俯うつむいている。

　テーブルを拭ふいてから、心の中で深呼吸。

　よし。落ち着きを取り戻したことで、頭も回り出した。

　俺は普ふ段だん通りに笑顔を作って、できる限り平静を装いつつ言う。

「特別にそう思う人はいないよ。残念ながらね」

　すると、花の強こわ張ばっていた肩かたから力が抜けるのがわかった。

「そ、そっか、そうだよね。そんな人が和臣くんにいたら、もうとっくに付き合ってるもんね」

「いや、そんな簡単にはいかないと思うけどさ。──それに、俺だって恋こい人びとが欲ほしいとは思っているんだよ」

　──ガシャンッ。

　そこで花がグラスを倒たおしてしまい、あわあわと慌あわて出す。

「あ、えっと、ごめんね！　わたし……」

「全然気にしなくていいから。それより、制服は濡ぬれてない？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ……」

　グラスの中身はほとんど空だったため、被ひ害がいは少なくて済んだ。

　それよりも心配なのは、花の方だ。尋じん常じようではないほどに動どう揺ようしているし、身体からだも小刻みに震ふるえている。

「とりあえず、一度深呼吸をしようか。ちょっとは落ち着くと思うから」

　俺がそう言うと、花は頷いてから深呼吸をする。そのおかげで、幾いく分ぶんか落ち着いたように見えた。

「和臣くんの言う通りだね。だいぶ楽になったよ」

「よかった。普段はあまり恋愛の話をしないような相手と、たまに話すとなんか緊きん張ちようするんだよな。調子が狂くるうっていうか、気まずくなったりするのもわかるし」

「えへへ……ほんとに、そんな感じです。ありがとね。やっぱり和臣くんは優やさしいなぁ」

「あはは、そういうつもりで言ったわけじゃないけどさ」

　すっかり落ち着いたらしい花は、優しく微笑ほほえみながら言う。

「こんなに和臣くんは優しいんだもん。後夜祭がきっかけで、和臣くんに良い人ができるといいね」

　どこか和なごんだ花の表情が妙みように愛らしくて、心臓の鼓こ動どうが速くなるのがわかった。

　しかし、そんな気持ちを顔には出さないように努めて言う。

「うん、ありがとう」

　花の方も上手うまくいけばいいな、とは言わない。

　俺は、奪うばい取る側なのだから。

「ただいま」

　そこで黒日奈が戻ってきた。まさに絶ぜつ妙みようなタイミングである。どうせどこかで俺たちの様子を観察していたのだろうが、席を外していた理由が理由だけに、問い詰つめることはできそうにない。

　すでに時間も遅おそくなっていたので、ミニ打ち上げはここでお開きとなることになった。

　最も寄より駅での別れ際ぎわ、花が何やら耳打ちをしてくる。

「（そういえば、優太と琴乃ちゃんのことなんだけど……ＨＲが終わったときに、わたしが優太に言ったの。今日は和臣くんの委員会が終わった後に、黒日奈さんと三人でミニ打ち上げをやるんだって）」

「（へ、へぇ、そうだったのか）」

「（うん。だから優太は琴乃ちゃんが帰りに一人で寂さびしくならないよう、待っていてあげたんだと思う。お兄ちゃんだからね。──このことは、黒日奈さんには内ない緒しよね。気を遣つかわせちゃうかもしれないし）」

　にこっと笑顔で言い終わると、花は黒日奈の方に向き直る。

「今日はどうだったかな？　楽しめた？　わたしはすっごく楽しかったんだけど」

「まあまあ」

「ならよかった！　また一いつ緒しよにご飯に行こうね」

「考えとく」

「うん、誘さそうね！　それじゃあ二人とも、また明日！」

　そう言って、花は元気よく手を振ふって帰っていった。

「…………はあ～」

　その背が見えなくなるなり、俺は大きくため息をついた。

　そして全身の力を抜ぬき、その場にしゃがみ込む。

　なぜこんなことをするのかというと、混乱している頭の中を整理するためである。

　まず、どうして花は、俺に好きな人がいるのかどうか尋ねてきたんだ？

　それに、『後夜祭がきっかけで、和臣くんに良い人ができるといいね』──という、あの言葉の真意は？

　そして最後の耳打ち。

　深読みをすれば、『琴乃と沖津優太は兄妹きようだいとして一緒にいただけで、お互いに異性として意識はしていないから勘かん違ちがいしないでほしい』、という意味合いにも取れる。

　それすなわち、花は俺に対し、琴乃を押し付けようとしているとも考えられるわけで。

　こんな邪じや推すいばかりが頭をよぎるのも、未いまだに混乱している証しよう拠こだろう。

　実際のところ、琴乃を俺に押し付けるなんて意地の悪いことを、花がするとは思えないしな……。けれど、ならばどういう意味があったのか。天然の考えていることは本当にわからないな……。

「──きみ、完全にぼくがいることを忘れているよね」

　そのとき、黒日奈がジト目を向けながら声をかけてきた。

　忘れていたわけではないが、気にしている余よ裕ゆうがなかったのだ。

「はぁ……お前と今こうして二人でいるところをうちの学校の生徒に見られでもしたら、また面めん倒どうな噂うわさが流れるかもしれないな」

「はいはい、それなら邪じや魔ま者ものは帰りますよーっと」

「待て」

　そそくさと去ろうとする黒日奈の腕うでを、掴つかんで引き留める。

　細い腕だ。こんな腕で綱つな引ひきに参加しても、戦力の足しにはならないだろうな。

　だが、俺の恋愛面の作戦においては、十分に戦力足りうる存在である。

「何かな？　今同じ学校の生徒に出くわしたら、それこそ確実に噂になると思うけど」

「……相談に乗ってほしい」

「ん？　今なにか言った？　ごめん、よく聞こえなかったから、もう一度言ってくれるかな？」

　愉ゆ快かいそうに口角を吊つり上げる黒日奈。……この女、絶対に聞こえていただろ。

　だが、抑おさえろ俺。今はこいつの協力が必要なときだ。落ち着いて、はっきりと言おう。

「お前に相談がある」

「んー、やっぱり聞こえないなぁ。耳が遠くなっちゃったかな。もっと丁てい寧ねいに言ってもらえれば、ぼくにもしっかり伝わるかもしれないなぁ」

　ぐっ……我が慢まんだ。ここはこいつの望む通り、媚こびるしかない。

「相談に乗ってください、黒日奈さん」

　はぁ、と黒日奈はわざとらしくため息をついてみせる。

「仕方ないなぁ、じゃあコンポタ一本で手を打とう」

「ちっ」

「あれ？　おかしいな、今舌打ちが聞こえたような気がする」

「いや、気のせいだと思うぞ。それじゃあ、さっそくいつもの公園に場所を移そう。あそこの自じ販はん機きにはコンポタもあるしな」

「ふふ、そういうことにしといてあげるよ」

　というわけで、ひとまず俺たちは場所を移すことにした。

　いわゆる、恋れん愛あい相談のために。
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「──なるほど、ぼくがお花を摘つみに行っている最中にそんなことがあったんだね」

　自宅近くの公園にて。一通りの状じよう況きよう説明を終えると、黒日奈は感心した様子でひとしきり頷うなずいてみせた。

「自分から後夜祭の話題を振っておいてよく言うよな。あのタイミングで席を外したのだって、ある程度はこうなる予想がついていたからなんじゃないのか？」

　季節外れのあったか～いコーンポタージュ（※俺の奢おごり）をちびちびと飲みながら、黒日奈は意味深に微笑んで言う。

「買い被かぶりすぎだよ。ぼくだって、全すべてを見通せるわけじゃないんだ。あの子がきみのプライバシーに、そこまで踏ふみ込んでくるとは思ってもいなかったし」

「そうなのか？」

「うん。──それと、帰るときにも何かを言われていたよね。あれはなんだったの？」

　やはり、この女は目ざといな。帰り際、花が俺に耳打ちをしたとき、こいつは別の方向を眺ながめていたと思ったのに。

「ファミレスへ向かう前に、琴乃と沖津優太が一緒にいるところを見かけただろ。あれは花が事前に、俺との予定があることを彼に話していたからなんだってさ」

「ほう」

「理り屈くつはわかるけど、別に琴乃と沖津優太はいつも一緒に下校しているわけじゃない。大体、それをどうして俺に言う必要があったのか。なんというか、いろいろと腑ふに落ちないんだよな」

　この話を聞いただけで、黒日奈はぴんときたらしい。何やら納なつ得とくした様子で、何度も頷いてみせる。

「ふむふむ。わざわざ帰り際に話すくらいだし、熊谷さんは二人のことを気にしていたんだろうね」

「まあ、そうだろうな」

　意中の相手が別の女子と帰っているところを目もく撃げきしたのだ。気にならないはずがない。

　黒日奈は空になったコンポタの缶かんを逆さまにしながら言う。

「琴乃さんからすれば、放課後に委員会がある日は、数少ないきみとの下校機会だ。そんな彼女の貴重な機会を、熊谷さんが奪う形になったわけだよね。そのことに、熊谷さんは少なからず罪悪感を覚えていたんじゃないかな」

　だから花は、琴乃を気き遣づかったというわけか。そういう理由なら、花らしい気もする。

「だとしたら、琴乃には本当に悪いことをしたな……」

「どうだろうね。少なくとも、熊谷さんはそう思っているんだろうけど」

　琴乃は俺との関係を大切にしてくれている。──そのことは、ちゃんとわかっているつもりだった。

　けれどそれは、俺が思っている以上の気持ちなのかもしれない。

　だとしたら、それは友人として？　それとも、異性として？

　後者は自惚うぬぼれだ。沖津優太がいる以上、俺が異性として彼より優先されることはあり得ないだろう。

　となれば、友人としてか。琴乃は普ふ段だん、あまり他人と接点を持とうとしない。しかしそれゆえに、友人と定めた相手とは、より親密になろうと努力をする人なんじゃないか。

　……でも、ただの友達にそこまで思い入れをするものか？　仮に俺が日ひ頃ごろの行いによって、とてつもない感謝をされていたとしても、やっぱり腑に落ちない部分がある。

　いや待て。これはあくまで花の主観による考えをもとにしているのであって、決して鵜う吞のみにしてはいけない。

　ここは一度冷静になって、状況を整理しないと……。

「なんかまた、アホな具合に拗こじらせているみたいだね」

「アホって、お前な……遠えん慮りよがないにもほどがあるぞ」

　やれやれ、と黒日奈は肩かたを竦すくめて言う。

「もっと単純に考えなよ。きみの今の優先目標はなんだい？　琴乃さんと沖津優太くんがイチャコラしている隙すきに、熊谷さんをオトすことだろ。それ以外のことは眼中に入れるべきじゃないよ」

　こいつの言う通りだ。相手はあの沖津優太。他ほかのことに構っている余裕など、俺にはないのだから。

「ああ。状況を話しているうちに、琴乃のことまで考え過ぎていたみたいだ」

　頭を一度リセットして、考えをまとめる。

　まず、花は間ま違ちがいなく、沖津優太と琴乃の仲なか睦むつまじい様子を意識している。

　それに加えてこの一ヶ月で、俺と花の仲は以前よりも深まった。

　そして、告白するきっかけとしては十分なイベント──体育祭、ならびに後夜祭の日も近い。

　となれば、やることは決まったも同然。

　後夜祭で琴乃と沖津優太を良いムードにした後、俺は花と二人きりになる。

　そのときに、手て応ごたえ次し第だいでは……──俺から告白したっていい。

　ここが正念場だ。なんとしても、花と付き合ってみせるぞ。

「どうやら意思は固まったみたいだね」

　俺の表情から察したのか、黒日奈は愉快そうに言う。

　花の件にしてもそうだが、こいつの観察眼は侮あなどれないなと常々思う。

「おかげさまでな。今度こそ勝負を決めてみせるよ、後夜祭の舞ぶ台たいで」

「へぇ、ずいぶんとミーハーなことをするんだね」

「フッ。大事なときこそ奇きをてらわずに、手て堅がたくいくのが成功の秘ひ訣けつだからな」

「交際経験のない人が言っても、まるで説得力が無いけど」

「ったく、減らず口を」

　そこで黒日奈は大きく伸のびをしてから、空き缶をゴミ箱に放ほうり込んだ。

　そのまま席を立つ彼女とともに、俺も立ち上がる。

「あのさ」

　歩き出した彼女の背中に声をかけると、顔だけこちらに向けてくる。

「何？」

「今日は、その……楽しかったか？　ミニ打ち上げとやらは」

　ふと聞いてみたくなったのだ。去年は俺に気を遣つかって、行事ごとや打ち上げ関連に消極的だった黒日奈が、今日のような集まりに参加してみてどう思ったのか。

　花が別れ際ぎわに、同じような質問をしていたのは知っている。

　ただ、あのときの返答も、こいつなりに気を遣った結果なのだとしたら……そう考えると、なんだか無む性しように尋たずねたくなっていた。

　すると、黒日奈はふっと微笑ほほえんでみせ、

「まあまあ、って言ったでしょ。ぼくがあの天然記念物に気を遣うとでも思った？」

「それもそうか。愚ぐ問もんだったな」

　こいつにつられて、俺まで笑顔になってしまう。

　なんだ、ちゃんと楽しんでいたんじゃないか。俺にもわかるくらい、自然に笑いやがって。

　いつもそうしていれば、周りも少しは親しみやすくなるのにな。

　そこで黒日奈は空を見上げたかと思えば、どこか寂さびしそうに言う。

「けど、あえて付け加えるなら……まあ、こんな日々が続くのも悪くないとは思ったよ」

「そうか」

　もしかしたら、こいつも琴乃と同じように、祭りが終わることを寂しく思っているのかもしれない。

　そうであったらいいなと、俺は思ってしまう。

　終わりを寂しく思えるということは、そのイベントを楽しめているということと同義なのだから。

　俺は笑顔のまま、彼女の隣となりに並んで言う。

「さて。さすがにもう暗くなってきたし、今日は近くのコンビニまで送っていくよ」

「うん、ありがとう。そうしてもらうね」

　陽ひが落ちるこの時間帯は、風が涼すずしくて気持ちいい。

　こんな清すが々すがしい気分になるのは、そのおかげだと思うことにした。








四章　予行演習とにわか雨









　翌日。体育祭まで残り二日となった。

　放課後には体育祭実行委員会が開かれ、明日に実じつ施しする体育祭の予行演習の段取りなどを確かく認にんした。

　そしてその後、いよいよ応おう援えん団の最後の練習──最終リハーサルを行うことになった。練習場所は、本番さながらにグラウンドである。

　応援団の団員たちは気合い十分でグラウンドに集まり、さっそく本番と同じ段取りで応援合戦を開始する。

　団長の号令に合わせ、団員たちは掛かけ声を発し、力強い演えん舞ぶを披ひ露ろうする。

　そうして一回目の通し練習を終えると、知らぬ間に集まっていたギャラリーの生徒たちが拍はく手しゆを送ってきた。

　最終リハーサルということもあって、団員たちの気き迫はくは俺にも伝わってきた。琴こと乃のも最初の頃ころには考えられなかったほど声が出ているし、きっと本番は話題沸ふつ騰とうするに違ちがいない。

　そういえば、今日も沖おき津つ優ゆう太たは撮さつ影えい役として参加している。そのため休きゆう憩けいに入ると、皆みなが出来を褒ほめ合う中、琴乃は真っ先に沖津優太のもとへと向かっていった。

　だからといって、琴乃たちが談だん笑しようすることはなく。食い入るようにスマホの画面を見つめてから、沖津優太が熱心に意見を言い、琴乃はそれを真しん摯しに受け止めていた。

　そんな二人の様子を見て、周囲は冷やかすわけでもなく、むしろ見慣れた光景として、多少の関心を示す程度だった。

　休憩の終わりが近くなると、沖津優太が琴乃に活を入れる。

「琴乃さんも声は出ているし、さっき話したところだけできれば完かん璧ぺきだよ！　頑がん張ばってね！」

「はい！　いってきます！」

　そんな風に背中を押されて、気合いが入った琴乃の姿を見ていると、こんなときにも雑念を巡めぐらせている自分の醜みにくさを思い知らされるようだった。

　そうして、二回目──本日最後の通し練習を行い。

　今度もバッチリ、沖津優太の言葉を借りるのであれば『完璧』なパフォーマンスを披露することができた。

　終わった直後、沖津優太が琴乃にグーサインを送り、琴乃は再び彼のもとに駆かけ寄っていくと、二人はハイタッチを交かわした。
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　この期ごに及およんでもなお、沖津優太は互たがいの関係を兄妹きようだい愛あいゆえのものだと思っているのだろうか。琴乃が内に秘める恋こい心ごころには気付かず、ただ仲の良い兄妹だと考えているなら、あの光景は実に滑こつ稽けいに思えてならない。

　……いけないな、彼らにばかり気を取られては。彼らは彼らで、後夜祭のときに二人きりにしてやればいい。もう十分、互いの絆きずなを確認することはできただろうからな。

　あとは俺が、花はなと上手うまくやるだけだ。そちらにしっかり集中しないと。

　これで全体練習も終わりのため、更こう衣い室に向かおうとしたとき、

「あの」

　琴乃が声をかけてきた。何やらそわそわしているように見えるが、お礼でも言いに来たのだろうか。だとしたら、律りち儀ぎな琴乃らしいな。

「ああ、琴乃か。練習おつかれさま。もうすっかり声が出るようになったな」

「はいっ。これも成なる瀬せくんのおかげです」

「いやいや、ほとんど沖津くんのおかげだよ」

「いえ、あのとき成瀬くんがきっかけをくれなければ、きっとまた、私は一人でなんとかしようとしていたはずです。他人任せに頼たよってばかりではダメですが、時には他者を頼りにすることも大事であると、今回の件で痛感させられました」

　それはよかった。琴乃は俺と同じで頭が回るぶん、他人に協力を求めることを避さける傾けい向こうがあったからな。

　その部分は、俺も見直している真っ最中である。

「自分一人でできることって、結構限られているんだよな。俺も周りに助けられてばかりだし。応援団に入ったおかげで、お互い成長できたかもな」

「ふふ、成瀬くんは謙けん虚きよですね」

「大たい抵ていのことを自分一人でなんとかしたいと思っている時点で、俺は傲ごう慢まんだよ」

「ではその傲慢な部分を直すためにも、いざという時には私を頼ってくださいね」

「あはは、了りよう解かい」

　琴乃の態度や言葉から、俺の力になりたいという気持ちがひしひしと伝わってくる。そういえば、前にもそんなことを言ってくれたな。

　その気持ちはとても嬉うれしいのだけど……彼女から厚い信しん頼らいを感じるほど、同時に『イイ人止まり』である事実を突つきつけられているような気がして、ひどく複雑な心境になる。

　さて。ネガティブ思考にこれ以上ならないためにも、話題を転てん換かんさせるとしよう。

「まあまずは、明日の予行演習だな。俺たち応援団も軽くだけど演舞を披露するし、その後は会場の準備もある。ここからさらに気合いを入れないとな」

「ええ、そうですね。懸け念ねんがあるとすれば、お天気ですが……予報によると、午後の降水確率は五十パーセントだそうです」

「天気ばかりは、神かみ頼だのみだな」

　現在は雲一つない晴れ空。とはいえ、梅雨つゆ入り間近の時期である。

　我が校の体育祭は毎年のように雨模様に悩なやまされているらしく、どうして学校側はこの時期に体育祭を実施することにしたのか謎なぞである。

　仮に明日、雨が大降りになれば、明後日の体育祭が延期になる可能性もある。

　去年は大丈夫だったが、今年はどうなるか。……家にてるてる坊ぼう主ずを吊つるしておくかな。

　などと夕焼け空を見上げながら思い、視線を下ろしたところで、遠くの方からこちらを見つめる沖津優太と目が合った。

　どうやら琴乃の様子を気にしているらしい。今日も一いつ緒しよに帰るつもりだろうか。

「風邪かぜを引くわけにもいかないし、そろそろ着き替がえないとな。それじゃ、また明日」

　そう言って背を向けると、琴乃が「あのっ」と呼び掛けてくる。

　その大声に驚おどろいて振ふり返ると、琴乃が右手を掲かかげて言う。

「えっと……その、ハイタッチを」

「ぷっ……ふふっ……」

　恥はじらう琴乃の姿がなんとも可愛かわいらしくて、俺は思わず吹ふき出してしまった。

「ど、どうして笑うんですか！」

「ごめんごめん。うん、今日もおつかれさま」

　そう言って、琴乃とハイタッチを交わす。

　どうやらこれがやりたくて、琴乃はずっとそわそわしていたらしい。……本当に、可愛い人である。

　すっかり目的を果たした琴乃は、上じよう機き嫌げんな様子で手を振って去っていく。

　そのまま琴乃は沖津優太のもとへと駆けていき、何やら楽しそうに会話をしていた。俺はそんな光景を遠くで眺ながめながら、一人寂しく更衣室へと向かうのだった。




　　　　◇




　体育祭の前日。

　今日は午後から体育祭の予行演習が行われる。

　幸い、正午を過ぎても空は晴れ模様。お祭りムードでどこか浮うかれ気味の生徒たちが、体操服に着替えてグラウンドに集合する。

　この予行演習の目的は、実際にプログラムを進行していく中で、各生徒が自身の並び順や入退場の方法を確認することである。本番のように全すべての競技を実施するわけではないが、いくつかの競技は開始と終しゆう了りようの部分を行うことになっている。

　全校生徒の整列が完了するとともにラジオ体操が始まり、その後は競技に移行する。

　二に人にん三さん脚きやくの初回走者である俺と花のペアは、この予行演習においても走ることになるようだ。

「和かず臣おみくん、今日は予行だけど頑張ろうねっ」

　待機場所で出番を待っている最中、花がやる気満々で声をかけてくる。

　予行で手を抜ぬいても文句を言われることはないが、そういうのは性しように合わない。どうやらそれは、花も同じようだった。

「もちろん。狙ねらうは一位のみだ」

　間もなく、二人三脚組の入場が始まる。俺と花はロープで足を結んだ後、互いの身体からだを密着させて、指示の通りに位置につく。やはり相方の柔やわらかい感かん触しよくや甘い匂においにはたまらない気分になるが、一度練習をしておいたおかげで、過度な煩ぼん悩のうは抱いだかずに済みそうだ。

　そして俺たちは号ごう砲ほうを合図に──一気に飛び出した。

　俺の掛け声に合わせて動きをシンクロさせながら、ひたすら前へ進む。

　ギャラリーの視線が気分を高めてくれるし、相方と息を合わせて走るのは気持ちいい。

　そうして瞬またたく間まに俺たちがゴールすると、周囲から歓かん声せいが上がった。

　それもそのはず、ぶっちぎりの一位だったのだから。

　……とはいえ、他ほかのペアは流して走っていたようだが。まあ、俺たちペアのコンビネーションを周囲に見せつける良い機会にはなったはずだ。

　何よりも、

「やったね和臣くん！　わたしたちが一位だよ！　一緒に走るのって、やっぱり気持ちいいねー！」

　うちの相方がこれだけ嬉しそうなのだ。全力で走ったことに、後こう悔かいなど微み塵じんもない。

　ロープをほどいて身体を離はなすと、先ほどまで感じていた花の温ぬくもりがすぐに恋しくなった。

　この競技種目は、間ま違ちがいなく俺と花の絆を深めてくれている。

　明日の本番で、早くまた一緒に走りたい。

　そして再び一位になって、後夜祭への景気づけとしてみせよう。




　その後も借り物競争に棒ぼう倒たおし、百メートル走に綱つな引ひきという順で、プログラムが進んでいく。

　それから次に障害物競走となったところで、入場門の前に彩あや夏かの姿を見つけた。

　体操服を着ている彩夏というのは、なんだか新しん鮮せんな気がする。どこかボーッとしているようにも見えるその背に声をかけようとしたとき、クスクスと女子の笑い声が聞こえてきた。

「鹿か野のさんが障害物競争とか、全然似合わないんですけど～」

「アイドルなのに地べた這はったり、パン食いするとかウケる。よく拒きよ否ひらなかったねー」

「いやいや、実際に本人、すげー嫌いやがってたじゃん。誰だれよ、休んでる間に勝手に出場種目決めた人～」

「あはは、うちらでしょー。まあサボってばっかいる方も悪いし、おあいこだよね」

「そーそー、芸能人ぶってるのが悪いんだしー」

　そんな風に陰かげ口ぐちを叩たたくのは、彩夏と同じクラスの女子たち。

　なるほど、彩夏が以前に友達がいないと言っていたのはこういうことか。

　この距きよ離りなら彩夏本人にも聞こえていそうなものだが、ボーッと立ち尽つくす彩夏はぴくりとも反応しない。

　その横顔はうつらうつらしているようにも見えるし、もしかしたら体調が悪いのかもしれないな。

「よっ。なんだか眠ねむそうだな」

　軽く肩かたを叩いて声をかけると、彩夏は気け怠だるそうに振り返った。

「あー、かずセンパイですか。おつかれさまでーす」

「だいぶ元気がないみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ、まあ。お疲つかれモードに見えるのは、昨日の撮さつ影えいがハードだったのと、連日の寝ね不ぶ足そくのせいですね、多分」

　ファンデーションで上手く隠かくしているものの、目元には隈くまができていた。彼女の言う通り、寝不足が原因の一つなのは間違いなさそうだ。

「具合が悪いなら、保健室に行った方がいいぞ。なんなら付き添そうし」

「いえ、平気です。クラスの練習にほとんど参加していないぶん、予行くらいは出とかないといけないかなって思うんで。ほら、明日は本番ですし」

　彩夏は笑え顔がおを作ってみせるが、それがからげんきなのは明白だった。

　先ほどの女子たちは、彩夏がクラスの練習に参加しないことに対して不満を持っていたのかもしれない。

　今はそのことに触ふれるより、彼女に休むよう説得をするのが先だが。

「明日は本番だからこそ、なおさら休むべきだろうが。今日だってこの後、仕事があるんだろ？」

「ご心配どうもでーす。──じゃ、そろそろ出番なんで行ってきますね」

「まったく、倒たおれても知らないぞ」

　こちらの忠告などお構いなく、彩夏は入場門をくぐっていった。

　グラウンドの中心地点は、競技参加者の順番待ちをするスペースとなっている。そこに彩夏が立つだけで、周囲がざわつくのがわかった。

　さすがは人気アイドルというべきか、遠目に見ても華はながある。彼女の陰口を叩いていた連中は皆みな、単にそのルックスの差を妬ねたんでいただけなのではと考えそうになるほどだ。

　今日は予行のため、障害物の数が本番よりも少ない。跳とび箱やハードル、平均台などの設置物は用意されているが、パン食いに使うパンはないし、キャタピラ用の段ボールや、地べたを這って進むコース用のネットも設置されていない。つまり、難易度は本番よりも格段に下がっていると言える。

　だが、どうしてだか胸むな騒さわぎがする。彩夏にしては珍めずらしいほどに、気の抜けた顔をしていたせいだろうか。いつもだるそうにはしているものの、今日は普ふ段だんの余よ裕ゆうみたいなものが感じられなかった気がする。

　もしかしたらあいつは、熱ねつ中ちゆう症しようになりかけているのかもしれない。空は曇くもりだしているし、気温もそれほど高くない。だが、梅雨入り目前のジメジメとした湿しつ気けは、どうにも気分を悪くする。

　その可能性に気付いたときには、最終走者である彩夏がスタート位置についていて。

　間もなく鳴り響ひびいた号砲とともに、彩夏は走り出した。

　どうせ予行だからと気を抜く他の走者たちを置き去りにして、彩夏は全力疾しつ走そうで駆かけ抜けていく。それにつられて、他の走者たちも速度を上げ始めた。

　まさかあの彩夏が、体育祭の予行演習にもかかわらず、全力を出すだなんて。その光景には俺のみならず、先ほどまで彩夏の陰口を言っていた女子たちですら呆あつ気けに取られていた。

　そうか。あいつは結果を出すことで、信頼を取り戻もどそうとしているのか。

　これは戻ってきたら、褒ほめ言葉の一つでも言ってやるか──と思ったそのとき。

　彩夏が平均台を渡わたり始めたところでよろめき、そのまま足を踏ふみ外はずして地面に倒れ込んでしまった。

　普段からダンス等で体幹を鍛きたえている彩夏がよろめいたところで違い和わ感かんを覚えたが、なかなか起き上がらないその姿を見て確信する。

　──やはり無理をしていたのだと。

　ざわめくグラウンドを突つっ切って、俺はすぐさま彩夏のもとに駆け寄った。

「おい、彩夏！　大丈夫か!?」

　声をかけながら彩夏の身体を抱だき起こすと、幸い意識はあるようで、「平気です、ちょっと眩暈めまいがしただけで」と微笑ほほえんでみせた。

「立てるか？　足とかひねってないか？」

「はい……大丈夫です」

　肩を貸しながらゆっくりと立ち上がったところで、彩夏はだらんと脱だつ力りよくした。

「やっぱり、ちょっと気持ち悪いかも……」

「そうか、なら──」

　その場で俺は屈かがんでから、彩夏をひょいと背負って立ち上がる。

「えっ、ちょっ……」

「いいから。あとは俺に任せておけ」

　集まってきた教員や委員の生徒たちに、このまま彩夏を保健室まで運ぶことを伝えてから、ゆっくりと歩き出す。

　今は全体重を預けられているはずだが、彩夏の身体はこちらが心配になるくらいに軽かった。ちゃんと食事はとっているんだろうか。

「…………」

　全校生徒が見ている前だからか、彩夏は騒さわぐどころか黙だまり込んだままだ。そんな元気すら出ないだけかもしれないが。

　そうして、すっかりひと気のない校舎に入ったところで、

「……センパイの背中、あったかいですね」

　唐とう突とつに彩夏がそんなことを言うものだから、自分の体温が急激に上じよう昇しようするのがわかる。

「い、いきなりなんだよ……」

「それに、いい匂い……（クンクン）」

「お、おい、人の匂いを勝手に嗅かぐな……」

　まずい、これはまずいぞ。緊きん急きゆう事態だったため、完全にシャットアウトされていたはずの『下心』が、今になって俺の意識の大部分を占しめようとしている。

　そのせいで、密着状態にある彩夏の身体と、その温もりを意識してしまう。

　つまりは、背中に触れている二つの双そう丘きゆうについても意識が及およぶということで──

「あれ～？　もしかしてセンパイ、今興奮してます？」

　耳元で囁ささやく彼女の声は甘く、吐と息いきがかかってこそばゆい。

　普段よりも声が弱々しいぶん、なんだか生々しい気がする。

　だが、俺は知っている。

　派手な見た目とは裏腹に、この後こう輩はい女子がうぶであることを。

　そもそも交際経験がないことを、本人の口から聞いた後だしな。

　ゆえに、この場においての最適解は決まっている。

　──攻せめあるのみと。

「少しだけな」

「へ!?」

「お前が変なことを言うからだぞ。それに、そっちだって人のことは言えないんじゃないか？　さっきから心臓がバクバク鳴ってるし」

「～～～っ」

　どうやら勝負はあったようだ。彩夏は悶もん絶ぜつしながら、ぽかぽかと頭を叩いてくる。

　しばらく放ほうっておいたら静かになったので、こちらが気になっていることを尋たずねてみることにした。

「どうして無理をしてまで、競技に参加したんだ？　今日が予行だから、ってだけじゃないんだろ」

　すると、彩夏は躊躇ためらいながらも答える。

「……かずセンパイが二に人にん三さん脚きやくのとき、全力で走っていたので、そういうのがいいのかなと思って」

「俺と花に感化されたってわけか」

「そうじゃなくってー……ああもう、わかんないですよね、センパイじゃ。鈍どん感かんだし」

　彩夏は呆あきれた様子でため息をつくと、再びぽこぽこと頭を殴なぐってくる。

　とはいえ、さっぱりわからない。これだけの情報で、こちらを鈍感扱あつかいされても困るんだが。

「さすがに情報が少なすぎるだろ。先せん輩ぱいの頭をぽこぽこする前に、もうちょっとわかりやすいヒントをくれないか」

「ヒントですか……？　かずセンパイは全部に本気の人じゃないと認めてくれないのかなって、あたしが思ったとしか。あたしに足りないのって、そういうとこですし」

　なんだ、そういうことか。それならもう、答えは出ているようなものだ。

「認めるとかそういう意味とは違ちがうかもしれないけど、少なくとも俺は、彩夏の仕事に対する姿勢を尊敬しているつもりだよ」

「で、でも……それだと、かずセンパイとは違うじゃないですか」

「俺は自分磨みがきをすることに全力なだけで、その延長線上に勉強や行事ごとを本気でやったり、周りへの体てい裁さいを考えるようになっただけだからな。大切なのは、自分がどうありたいかだと思うぞ」

「だーかーらー、あたしはかずセンパイに認めてもらいたいんですって。……でも、今のままじゃ変わらないから……なんとかしなきゃって、頑がん張ばったのに」

「俺が完かん璧ぺきな人間だから、自分も全すべてが完璧にならないと認めてもらえない……って、言いたいのか」

　彩夏はこくりと頷うなずいてみせる。

　彼女は大きな勘かん違ちがいをしているようだから、ここはしっかりと言っておかなければならないな。

「それは彩夏の勘違いだよ。言っておくけど、俺は仕事を頑張っている彩夏も、授業をサボってばかりいる彩夏だって、魅み力りよく的だと思っているんだぞ。両方とも、というより両方含ふくめて、彩夏の魅力なんだ。──けど、こんな恥はずかしいことを普ふ通つうは口にしないだろ。それだけのことさ」

「……今、口にしちゃったじゃないですか」

「それはお前がわからず屋だからだ」

「……かずセンパイの、ばか」

　そう言って、彩夏は俺の背中に顔を埋うずめてきた。

　これが照れ隠かくしなのはわかっている。ハイスペックな俺に同格として認められることを、一種のステータスだと思う気持ちも、理解はできるつもりだ。

　まったく。主人公・沖津優太の存在がなければ、危あやうく『これはもう彩夏のやつ、完全に俺のことが好きだろ！』と思い込んでしまうところだったぞ。

　とはいえ、今のは本当に危なかった。解かい釈しやくの仕方によっては、告白とも受け取られかねないことを言わされた気がするし。

　だから俺も、照れ隠しのつもりで言い返しておくことにした。

「……ばかはお前だ」




　それから間もなくして、保健室に到とう着ちやくした。

　中ではすでに、保健の先生が待機してくれていた。

「──貧血ね。あなた、食事も睡すい眠みんも満足にとっていなかったでしょう」

　先生は彩夏の診しん察さつを一通り終えてから、すぐにそう言った。

　すると、彩夏は面めん倒どうそうに答える。

「はあ。忙いそがしかったもので」

「お前、先生相手に態度が悪すぎるだろ……」

「ばかセンパイは黙っててください」

「俺に文句があったとしても、先生に八つ当たりをしていい理由にはならないぞ」

「はいはいすみませんでしたー、ごめんなさーい」

「あのな……」

　そんな俺たちのやりとりを見て、先生は何やら合点がいった様子で言う。

「あなたたちは仲が良いのね。そうかー、難なん攻こう不ふ落らくの成瀬くんの相手は、鹿野さんだったかー」

「えー、あたしたちってそう見えますー？　困っちゃいますねー、かずセンパイ？」

「盛り上がっているところ悪いですけど、俺たちはそういう関係じゃないですから」

　うちの保健の先生は相当な噂うわさ好きなので、誤解を広めないためにもしっかりと否定しておいたのだが、なぜだか意味深に微笑まれた。……これを機に、変な噂が流れないといいが。

　話題を変える意味でも、そろそろ確かく認にんしておくべきことを聞いておくか。

「あの、彩夏は明日の体育祭には出られそうですか？」

「当たり前じゃないですかー、余よ裕ゆうですって！」

「いや、お前に聞いてないから。──先生、どうですか？」

　すると、先生は優やさしく微笑んで言う。

「問題ないわ。今日一日、しっかり休めばね」

「だそうだ。明日は彩夏のコーナーもあるんだし、しっかりご飯を食べて、ちゃんと寝ねるんだぞ。それじゃあ、俺はそろそろ戻もどるから」

「わかりましたよーだ。保健室まで運んでくれてありがとうございましたー。それじゃあさよなら、ばかセンパイ」

　なんて恩を仇あだで返すようなことを言われつつ、俺は保健室を出た。

　それから急いでグラウンドに戻ると、何やら妙みような視線をたくさん感じた。

　……これは、彩夏との仲を完全に勘違いされているパターンだな。

　まあ、黒くろ日ひ奈なが恋こい人びとだと思われていたときよりも、一億倍くらいはマシである。今回の相手は、あの彩夏なのだから。

「成瀬くん、そろそろ応おう援えん合戦の時間です」

　そこで声をかけてきたのは琴乃だった。

　口にはしていないが、彼女も俺と彩夏の関係を疑っているのだろう。あからさまにジト目を向けてきているし。まるで、公衆の面前でハレンチな行こう為いをした者を見るような顔つきである。

　だが、ここは堂々としていなければ。何せ俺は、赤組の応援団長なのだから。

「ああ、着き替がえてくるよ。ありがとな、琴乃」

「ぷいっ」

　言葉の通り、琴乃はぷいっとそっぽを向いた。これはこれで可愛かわいいので、全然アリである。

　そのまま俺は更こう衣い室に向かい、学ランに着替える。

　そして鏡を前に気合いを入れ直して、入場口へと向かった。




　　　　◇




　応援合戦は無事に終しゆう了りようした。

　あくまで予行演習のため、ところどころ省略してあるものの、生徒たちからは拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びた。

　そんな熱気のおかげか、俺に対する変な雰ふん囲い気きはすっかり払ふつ拭しよくされたように思えた。

　──何人かを除いては。

　テンションが上がりきっている白組団長に無む駄だ絡がらみをされた後、着替えに向かっている道中で、琴乃とばったり鉢はち合あわせしたのだが。

「あら、団長。おつかれさまです。鹿野さんのもとには、すでに優太くんが向かったのでご心配なく。それでは、私はこれで」

　琴乃はそう言い残してそそくさと去ろうとするものだから、俺は慌あわてて声をかける。

「ちょっと待ってくれ」

「なんですか？」

　立ち止まったものの、琴乃はこちらに振ふり返ろうとしない。

　考えてみれば、どうして彼女はこんなに不ふ機き嫌げんになっているんだろう。俺が応援合戦の時間の直前になるまで姿を見せなかったからか？　だが、それは仕方のないことだと、頭の良い琴乃ならわかっているはずだ。

　……だとしたら、純じゆん粋すいに嫉しつ妬としているとか？　──って、さすがにそれはないとして。

　わからないことを考えても仕方がないな。ひとまずここは、話題を逸そらすとしよう。

「その……琴乃は今回もしっかりと声が出ていたな。これならもう完璧だ」

　俺が笑え顔がおでそう言うと、琴乃はあからさまにため息をついてみせた。

「少し、報告をしますね。……実は成瀬くんが戻ってくる直前に、応援団の皆みなで円えん陣じんを組んだんです。団員全員があなたの帰りを待ちたかったですが、いつ戻ってくるかもわからなかったので」

「それは悪いことをしたな。連れん絡らくをしようにも、たまたまスマホを携けい帯たいしていなくてさ」

「ええ、それも仕方のないことです。──と思っていたら、鹿野さんからこれが送られてきまして」

　琴乃は手て提さげ袋ぶくろからスマホを取り出すと、画面を差し出してくる。

　そこに映っていたのは、耳まで赤くした俺の後頭部で。

「なっ……彩夏のやつ、いつの間に……」

　琴乃が不機嫌になっていた理由はこれか……。俺があいつとイチャついていたせいで、戻りが遅おそくなったと思っているんだな。

　というか、彩夏は競技中にもスマホを携帯していたのか。油断も隙すきもあったものじゃないな。

「私だけでなく、熊くま谷がいさんにも届いていると思いますよ」

「いやでも、これは誤解で……」

「そうなのでしょうね。ですから、私は責め立てることはしていないつもりです」

　いや、今まさにその『責め立てること』をしている最中だと思うのですが……。

　というか、『熊谷さんにも届いている』って言ったよな？　これで花にまで誤解をされていたら、作戦の結果に響ひびきかねないぞ。花にはあとでしっかり説明しておかないと。

「とにかく、悪かったよ。明日は本番だ、俺もみんなとの結束を崩くずしたくない。盛り上げようっていう気持ちは同じだからさ」

　すると、ようやく俺の誠意が伝わったのか、琴乃は呆あきれた様子で頷いてみせた。

「そうですね、私も小さなことをグジグジと気にするのはやめます。そろそろ優太くんが鹿野さんにいじられすぎて疲つかれている頃ころ合あいだと思うので、私も着替えを終えたらすぐ、保健室へ向かうことにしましょう」

「ああ、そうしてやってくれ」

　これで沖津優太はまたハーレム状態か。だがその間に、俺は花の誤解を解くとしよう。

　そうして琴乃と別れた後、俺は更衣室で着替えを済ませた。

　プログラムも残り僅わずかとなったところで、クラスメイトと合流する。

　そこにはもちろん、花の姿もあって。

「あっ、和臣くん！　おつかれさま。彩夏ちゃんは大だい丈じよう夫ぶだった？」

　思っていたよりも普通の態度だ。まだ彩夏からのメッセを確認していないのかもしれないな。

「ああ、軽い貧血だったみたいでさ。普ふ段だんから体調管理を怠おこたっていたツケが回ってきたらしい。あいつはプロのアイドルなんだし、もう少し危機感を持ってほしいよな」

「あはは、そうだね。でも今回の件で、少しはそういう生活習慣も見直してくれるんじゃないかな」

「だといいけどな。──ところで、その、あいつが花に変な画像を送ったって聞いたんだけど……」

「そういえば、なんかきてたね。彩夏ちゃんったら、年上の人をすぐにからかうんだから」

　すでに花は確認済みだったらしい。しかし、この薄うすいリアクション……俺など眼中にないというわけか。

「まったく、あいつのイタズラには困ったものだよ。琴乃にも送ったみたいだしさ」

「けど、明日は体育祭の本番だし、浮うかれちゃう気持ちもわかるかも。わたしもそわそわしてるし」

「花も浮かれてるんだ？　むしろ、普段より落ち着いているように見えるけど」

「普段は騒さわがしいみたいな言い方しないでよ～。……わたしだって、この体育祭に懸かけてるんだもん。いつも通りじゃいられないよ」

「懸けてるって、何かあるのか？」

「えっ、口に出てた!?　なら忘れて！　なんでもないから！」

　途と端たんに花は顔を真っ赤にして、あわあわと慌て始める。

　これ以上の追つい及きゆうをするのは、さすがにかわいそうだな。気になるところではあるが、花の慌て様からしてすんなり話すとは思えないし、ここは聞かなかったことにするか。

「わかった。もう競技も始まるし、そろそろ行こうか」

「う、うんっ」

　それから残りのクラス対たい抗こうリレーと騎き馬ば戦せんを終えて。

　最終競技である大おお縄なわ跳とびの準備に取り掛かかることになった。

　まずは一年生が跳び終え、続いて俺たち二年生の番が回ってくる。

　グラウンドに大縄を展開すると、Ｃ組のクラスメイトたちが一いつ斉せいに並び始める。

　と、そこで黒日奈の姿が目に入った。今や曇どん天てん模様になってしまった空を見上げて、何やらボーッと立ち尽つくしている。

　いつも不思議な奴やつだが、それでも普段の様子とは明らかに違ちがう。どこか憂うれうようなその佇たたずまいと、今にも泣き出してしまいそうな横顔に、俺は妙な胸むな騒さわぎを覚えた。

　こんな風に違い和わ感かんを覚えるのは、花と三人でミニ打ち上げをやった日の帰り際ぎわに、あいつの自然な笑顔を見たせいかもしれない。

　そういえば、今日はまだあいつと一言も話していないな。

　彩夏の件もあるし、様子がおかしいと思ったら声をかけるべきだよな。

　クラスメイトたちの前とはいえ、この状じよう況きようなら──

　ぽつり。

　そのとき、一いつ滴てきの雫しずくが黒日奈の頬ほおを伝った。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、彼女が涙なみだを流したのかと思ったが、すぐに雨が降り出したのだと気付く。

　ぽつり、ぽつりと降り始めた雨は、瞬またたく間まに勢いを増していき。

　そうしてあっという間に豪ごう雨うとなったことで、教員の指示により、体育館へ移動することになった。当然ながら、予行演習は終了である。なんとも歯切れが悪いが、前日に風邪かぜを引くわけにもいかないから仕方がない。

　その後は館内で校長の長いお話を聞いてから、ラジオ体操をやって解散になった。更衣室で着替えてから教室に戻ると、その頃ころにはすっかり雨の勢いも弱まっていた。

　帰りのＨＲにて。担任の口から、会場の準備は天気の状況次し第だいであるものの、翌朝早くに有志の生徒が集まって行うことに決まったと告げられる。体育祭実行委員の生徒は当然、強制参加である。

　まあ、これも仕方がない。一刻も早く雨が止やんで、翌朝までに少しでもグラウンドのコンディションが回復していることを祈いのるばかりである。

　そうして放課後を迎むかえ、帰り際。

　ふと後ろを振り返ると、黒日奈が窓の外を眺ながめていて。

　やはりその表情は憂ゆう鬱うつそうであり、思わず声をかけたい衝しよう動どうに襲おそわれる。

　だが、周囲には他ほかのクラスメイトもいる。そして、明日は大切な体育祭だ。ただでさえカップルが出来やすいこのお祭りムードの時期に、あの女との誤解を生むような噂うわさが流れれば、せっかく近付いた花との距きよ離りも遠のきかねない。

　すぅー、はぁー、と深呼吸をする。

　よし、もう気の迷いは晴れた。

　明日に備えて、今日は真まっ直すぐ家に帰ろう。

　きっと明日になれば、黒日奈だってけろっとしていることだろう。

　そう考えて、俺は家路に就ついたのだった。








五章　ターンバック・フェスティバル









　翌日。

　いよいよ体育祭の当日を迎えた。

　雨は昨夜のうちに止み、早朝時点では曇くもり空。

　いつもより二時間早く家を出て、学校に一番乗りで到とう着ちやくする。

　俺は体育祭実行委員であり、応おう援えん団の団長も務めているのだ。これぐらいはしないと、他の生徒に示しがつかないからな。

　……なんてものは建前で、本当は昨日から抱かかえていた嫌いやな胸騒ぎを晴らすため、何か行動を起こしたかっただけなのだが。

　体操服に着き替がえてからグラウンドに向かい、コンディションを確かく認にんする。──うん、予想していたよりも悪くない。いくつか水たまりが残っているが、除去すれば競技に支障は出ないだろう。

　というわけで、一人で黙もく々もくと整備を始める。

　それから一時間ほどが経たったところで、女子バレーボール部の部員たちが揃って登校してきた。

「おはよ、和かず臣おみくん。もう来てたんだ」

　花はなが驚おどろいた様子で声をかけてくる。朝一で彼女と会えるなんて、今日の俺はツイているのかもしれない。

「一応、今年の応援団長だからな」

「やっぱり和臣くんはすごいよ。わたし、そういうところが……」

「えっ？」

「ううん、なんでもない。わたしたちも手伝うねっ」

　花は何やら取り繕つくろうように言うと、すぐさま整備ブラシを手にした。先ほどは何を言いかけたのか……つい、都合の良い方向に考えてしまいそうになる。

　それから間もなくして、他の体育祭実行委員や有志の生徒たちが登校してきた。

　そこには琴こと乃のと沖おき津つ優ゆう太たの姿もあって、俺はできる限りそちらを見ないようにした。

　昨夜のうちに、知り合いの生徒たちへ協力要よう請せいのメッセを送っておいたからか、集まった有志の数は百人を超こえた。

　おかげであっという間に会場の準備は終わり、グラウンドの状態は万全といえるものになった。

　そうして教室に戻もどろうとしたところで、

「おはよーございまーす！　差し入れを持ってきましたよー」

「おはよう──って、その恰かつ好こうはなんだ……？」

　能天気な挨あい拶さつとともに現れたのは彩あや夏かだった。──のだが、なぜか彼女はセーラー服を着ていた。

　とても似合っているし、正直かなり可愛かわいいのだが、どうして朝からこんな恰好をしているのかがわからない。

「ふふん、今日のために用意した特別衣い装しようですよ。応援団が学ランを着るなら、宣伝隊長であるアーヤちゃんは、セーラー服を着るというのが定石でしょう！」

「なんと安易な……。それにしても、朝から着る必要はあったのか？」

「別にこれコスプレっぽくないですし、いちいち手荷物を増やすのは嫌だったので着てきちゃいました。それにこうやって登場した方が、サプライズ感があっていいじゃないですか！」

「まあな。というか、やけにテンションが高いな」

「もちろんですよ！　なんたって今日は体育祭ですから！」

　まさにお祭り気分といったところか。昨日の一件を機に、ちゃんとリフレッシュできたみたいで安心した。

「すっかり元気になったみたいで何よりだ。──それと、差し入れサンキューな」

　そう言って、彩夏の手にするスポドリを受け取ろうとしたのだが、

「ちょっ、これはあたしのですよ？」

　彩夏は顔を赤くしながら、その背にスポドリを隠かくしてしまう。

「え？　差し入れじゃないのか？」

「またまたぁ～。差し入れっていうのは、あたしのセーラー服姿ですよ。ほら、疲つかれたかずセンパイにとっては眼福で──って、痛い痛い！」

　頭をぐりぐりしているのだから、痛いのは当然である。

「ちょうど喉のどが渇かわいていたから、気が利きく奴だと褒ほめるところだったのに」

「べ、べつに、あたしはいいんですよ？　かずセンパイとなら、間接キスになっても」

　そんなモジモジとしながら言われてもな……。

「いや、遠えん慮りよしとく。今日はどこでお前のファンが見ているかわからないしな」

「あーっ、逃にげましたね？　かずセンパイのうぶー、ヘタレー、顔がイイだけの童どう──痛い痛い！　だから痛いですってば！」

　気が済むまで頭をぐりぐりの刑けいに処してやると、彩夏は恨うらめしそうにこちらを睨にらみ付けてくる。

「そんなイジワルばっかりしてると、後夜祭のときに声をかけてあげないですからねっ」

「後夜祭ぼっちは寂さびしいもんな。俺でよかったら、話し相手に──って、やっぱりダメだ。悪いな」

　危ない危ない。つい普ふ段だんのノリで、後夜祭ぼっちになりかけている後こう輩はいの面めん倒どうを見る約束をしそうになったが、今回はダメなんだった。

　先約──といっても約束は交かわしていないが、今回は花と過ごすことに決めているのだ。ゆえに、彩夏の相手をすることはできない。

「へぇー。もしかしてセンパイ、もう誰だれかと過ごす約束をしてるんですか？　ほら、この学校の後夜祭って、面おも白しろいジンクスがあるみたいですし」

「いや、まあ、クラスでちょっとな」

「ってことは、相手は花さんですね!?　それとも黒くろ日ひ奈なさんですか!?」

　どうしてそこで黒日奈の名前まで出てくるんだか……。

「クラスメイトと過ごすかもって話だ。ジンクスもいいけど、たまにはお前もクラスの女子とかと過ごしてみるのもいいんじゃないか？」

「えー。なら、ゆうたセンパイでも捕つかまえて──」

「それはダメだ、やめておけ」

「なんですか、食い気味に……。いつになく必死じゃないですか。もしかして、ゆうたセンパイと何かあるとか？」

　勘かんの良い後輩だ。正しくは俺と沖津優太の両方に、大事なイベントが起こる予定だが、それを話すわけにはいかない。

　──キーンコーンカーンコーン……

　そこで予よ鈴れいが鳴った。もう教室に戻らないといけないな。

「それじゃ、また後でな」

「まだ話の途と中ちゆうなのにー。競技が始まったらそっちに顔を出すんで、そのときにまた詳くわしく聞かせてくださいよー」

「わかったわかった、そのときにな」

　さて、それまでにごまかす方法を考えておかないとな。

　なんて思いながら教室に戻ったのだが、未いまだに黒日奈は登校していなかった。

　その後、本ほん鈴れいが鳴るとともに担任が入室してきて、朝の挨拶も早々にして告げる。

「それと、今日は黒日奈さんが体調不良でお休みするそうなので、競技の人数を調整しておいてください」

　その言葉に、耳を疑った。

　そして同時に、昨日の黒日奈の姿が頭に思い浮うかんでいた。

　どこか憂鬱そうに空を見上げ、泣き出しそうにすら見えたあの立ち姿が。

「──成なる瀬せくん？」

　担任に名前を呼ばれて、ハッと我に返る。

「あ、すみません。少しボーッとしてました」

「実行委員の仕事は大変でしょうけど、あまり無理はしないように。と言いつつ、人数調整の方もお願いしますね」

「はい、任せてください」

　心配そうにする担任に微笑ほほえみかけ、なんとかその場を取り繕う。

　動どう揺ようしていることを、決して気取られないように。

「それではみなさん、今日は一いつ致ち団結して頑がん張ばりましょう！」

「「「「「おーっ！」」」」」

　担任の掛かけ声に合わせて、クラスメイトが一致団結して盛り上がる中。

　俺だけはそのテンションについていけずにいた。




　　　　◇




　ＨＲの後にすぐさま教室を出て、ひと気のない文化棟とうの方へと向かう。

　あの女が休むことになったのは、体調不良とは別の事情があったからではないか。

　そんな、根こん拠きよのない予感があった。

　ただの体調不良ならそれでいい。……その真しん偽ぎを確かめられれば、俺のこの胸むな騒さわぎも収まってくれるに違ちがいない。

　最奥の空き教室に入るなり、スマホを取り出して電話をかける。

　相手はもちろん、黒日奈美み玖くである。

　──プルルルッ……

『──おはよう、和臣。朝早くに何の用かな？』

「はぁ……おはよう。──で、今日はどうして休みなんだ？　その調子だと、ただの体調不良ってわけじゃないんだろ？」

　ひとまず電話に出てくれてホッとした。声の調子を聞く限り、体調不良というわけでもなさそうだし。

『あ～……けほ、けほ……という具合に、風邪かぜを引いちゃったみたいでさ』

「今さら遅おそい。それより、さっさと事情を説明してくれ。こっちも忙いそがしいんだ」

『ならその前に、一つ聞かせてよ』

「なんだ？」

『和臣が電話をくれたのは、ぼくの身を案じてくれたから？　それとも、単に競技の人数調整をするのが面倒だったからかな？』

「……後者だ」

　──ブツッ。

　すると、そこで通話が切られた。

　あの女……。

　気を取り直してもう一度電話をかけると、黒日奈はすぐに出た。

『もしもし』

「もしもし、じゃないだろ。勝手に電話を切りやがって。こっちはお前の要望通りに答えてやったんだ、そっちにも事情を説明する義務がある」

『答えに満足できなかったから、ついね。そこは嘘うそでも「君のことが～」って囁ささやく場面のはずだよ』

「ふざけている場合か。それに、これでも少しは心配したんだぞ」

『最初からそう言えばいいのに。──だとしても、女の子に休む理由をいちいち尋たずねるなんて、非常識にも程ほどがあると思うけどね。こっちにもいろいろと事情があるんだよ』

「その事情を聞かせろって言ってるんだ。俺たちは今さら遠慮する仲でもないだろ」

　すると、少し間を置いてから、

『……んー、わかった。ならきみのしつこさに免めんじて、特別に今ぼくがいる場所を教えてあげよう』

「お前がいる場所って、家じゃないのか？」

『ううん。──実は今、ぼくは別べつ荘そうにいるんだ』

　……は？

　どうして体育祭の当日に、黒日奈は別荘にいるんだ？

　黒日奈家が軽かる井い沢ざわに別荘を持っているという話を、以前にあの人──黒日奈の姉から聞いたことがあるし、嘘を言っているわけではないだろう。

　だが、よりにもよってなぜ今日なんだ。さすがに意味がわからないぞ。

「お前、どうして別荘なんかに──」

『説明はここまで。ほら、わかったらきみは持ち場に戻もどりなよ』

「待て、切るな」

　通話は切られず、代わりに沈ちん黙もくが続く。

　ここは言葉を慎しん重ちように選ばないと。次に俺が話す内容次し第だいでは、通話を切られてしまうだろう。そうなったら、もう電話には出てくれない気がする。

　だからこそ、正せい攻こう法ほうで真正面からぶつかっていかなければ。

「花はきっと、楽しみにしているぞ。お前と一いつ緒しよに体育祭に参加することを」

『そうかもしれないね』

「……それに、俺だってそうだ。お前が苦手を克こく服ふくしたおかげで、大おお縄なわ跳とびにも勝算が生まれたからな。クラス対たい抗こうの全種目で一位を取ることだって、夢じゃなくなったんだ」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、

『へぇ。きみがぼくと一緒に、体育祭に参加したいと思っていたとは意外だな。理由はもっともらしいけど、本心では恋れん愛あい面の作戦成功のために、サポーターの力が借りたいってだけなんじゃないの？』

「その一面があるのは否定しない。ここまで順調に来られたのだって、お前のサポートがあってこそだしな。ただ、最初に話した理由も嘘じゃない」

『やけに素す直なおだね』

「取り繕つくろっている余よ裕ゆうがないだけだ」

　先ほど、遠慮する仲でもないと言ったのは俺自身だ。

　ゆえに、ここは踏ふみ込ませてもらう。

「お前も、体育祭に参加するのを楽しみにしていたんじゃないのか？」

　そう問いかけると、電話越ごしにため息が聞こえた。

『……どうしてそう思ったの？』

「だってお前、ミニ打ち上げの帰りに笑っていたじゃないか。自然にさ。少しでも楽しんでいなきゃ、あんな風には笑えないだろ」

『…………』

　先ほどとは違い、黒日奈は黙だまり込んだ。この沈黙は、肯こう定ていと受け取らせてもらおう。

「この際、休もうとした理由は話さなくていい。出たくない競技があれば、サボっても構わない。作戦のサポートだって、やりたくなければ突つっぱねてくれ。……だから、せめて学校には来いよ」

『……必死だね。きみがそこまでする必要はないのに』

　どうしてこんなに、自分が必死になっているのか。明確な理由があるわけじゃない。

　ただ、昨日見た黒日奈の悲しげな姿が、どうにも目に焼き付いて離はなれないのだ。そのせいで、大事な体育祭にも集中できる気がしない。

　それにミニ打ち上げをした日の帰りには、あんな笑顔を見せてきたのだ。尚なお更さら、放ほうっておけるかよ。

　だからこそ、俺は決意の気持ちをこいつに伝えるとしよう。

「休んでいる事情も話さない奴やつに、こっちがこれ以上語る必要はないよな。──とにかく、俺はもう決めたぞ」

『決めたって、何を？』

「お前が来ないなら、こっちから迎むかえに行く。幸い、別荘の場所は把は握あくしているからな」

『えっ？　いや、冗じよう談だんだよね？　片道二時間はかかる距きよ離りだよ？』

「冗談でこんなことを言うわけがないだろ。午前中の競技には参加できないだろうが、それでも午後のプログラムには間に合わせてみせるさ」

『いや、変な意地を張るのはやめなよ。きみには作戦があるはずだろ』

　その通り、これは一種の意地のようなものだ。プライドの問題だ。場合によっては、沖津優太と琴乃を引っ付けて、その隙すきに俺が花と交際するという今回の作戦を、途中で投げ出すことにもなり得るわけで。

　……とはいえ、俺はもう決めた。もし仮にこいつを放っておいたおかげで作戦が成功したとしても、何かある度たびに、この女の物悲しそうな横顔を思い出すことになるのは勘かん弁べん願いたいからな。

　大だい丈じよう夫ぶ。最悪の場合でも、後夜祭には間に合わせてみせる。そうすれば、体育祭の中で花との距離を縮めることができていなくたって、今まで積み上げてきたもののおかげできっと、きっといい方向に結果が出るはずだ。

　そうやってポジティブに考えることで、俺は強気になって言う。

「こっちはここまで覚かく悟ごを示したんだ。お前の方こそ意地を張らずに、大人しく学校に来いよ」

『それは無理』

　ひとまず、説得は失敗だな。この女も相当に頑がん固こみたいだし、俺も腹を括くくるしかない。

「わかった。なら、俺も腹を括るとしよう」

『いや、だからきみには作戦が──』

「作戦のことなら心配いらない。お前を連れ戻した後に成功させるさ。だからお前はせめて、そこを動かずに待っていろよ。それじゃ、また後でな」

　そう言って、俺は一方的に通話を切った。




　空き教室を飛び出してから、二年Ｃ組の教室に早足で向かいつつ思考を巡めぐらせる。

　まず、最初に思い浮うかんだのは──

「なにをやってるんだ俺は!?」

　と、いけないいけない。つい、焦あせりを口に出してしまった。

　後こう悔かい先に立たずということわざがある通り、悔くいてばかりいても仕方がない。

　とはいえ、考えれば考えるほどに懸け念ねんは尽つきない。

　まずはこの体育祭をどう抜ぬけ出すかだが、役割を悠ゆう長ちように引き継ついでいる暇ひまはない。かといって、丸投げをするにも適任者を選ぶ必要がある。

　丸投げと言っても、ローテーションの変へん更こう案を含ふくむ引き継ぎ資料はこちらで作成して、適任者にメッセで送信するつもりだが。

　さて。こういう大変なときほど、人望の厚さが物を言うものである。

　つまりは、今こそ他者を頼たよるとき。──琴乃はいざという時には自分を頼るよう言ってくれた。体育祭実行委員の諸もろ々もろと、応おう援えん団長の代役を立てる件のパイプ役は彼女にお願いするとしよう。

　次にクラスの方だが……俺が不在になるぶん、体育祭実行委員の代役を立てないといけない。それに俺が参加する予定だった二に人にん三さん脚きやくや棒ぼう倒たおしなどの選せん択たく競技の代役や、クラス参加の競技への影えい響きようも考えなくちゃいけない。課題は山積みである。

　クラスメイトが参加する競技はおおよそ把握しているし、すでに頭の中では、ある程度の候補立てが済んでいる。

　けれど、実行委員の代役を誰だれに頼たのむかが問題だ。この際、性別はどちらでもいい。人望が厚く、それでいて急な代役を引き受けてくれそうな相手といえば……。

　──と、そんなことを考えている間に、二年Ｃ組の教室に着いた。

　扉とびらを開けると、花だけが残っていた。わざわざ俺のことを待っていてくれたのかもしれない。……これは、実行委員の代役を頼むチャンスなんじゃないか。

　花であれば、人望の厚さは文句なし。それでいて、こちらの事情もある程度は話せる相手である。そうと決まれば、まずは事情を説明するところから始めないといけないな。

「勝手に抜け出してごめん。もしかして、俺のことを待っていてくれたのか？」

「うん、ちょっと気になっちゃって。……黒日奈さんと連れん絡らくは取れた？」

　心配そうに尋ねてくる花。察しがいい──というより、あのタイミングで教室を抜ければ、大体の想像はつくか。

「ああ。どうやら仮病を使って、体育祭をサボるつもりらしい」

「あはは、仮病だったんだね」

　花はホッと安あん堵どした直後、すぐさま表情を曇くもらせて言う。

「やっぱり、迷めい惑わくだったのかな……？」

　この場合の迷惑とは、大縄跳びの特訓を始めたことや、ミニ打ち上げに呼んだことを指しているのだろう。花がそう思うのも無理はないか。

「そんなことはないと思うよ。それとは別に、いろいろとあるんだろうな」

「いろいろか～。家庭の事情とかかな」

　……家庭の事情、か。その可能性は大いにあり得る。

　それを確かく認にんするためにも、俺はあいつに会いに行かなくちゃならないんだ。

「……実はさ。俺はこれから、黒日奈さんのことを迎えに行こうと思うんだ」

　俺がそう言うと、花は驚おどろいた様子で目を見開いた。

　それからすぐに視線を逸そらし、俯うつむいてしまう。

　花が困こん惑わくするのも当然だ。俺はこのクラスの体育祭実行委員だし、それに花とは二人三脚のペアでもある。……しかし、だからこそちゃんと話しておかなくちゃならない。

「勝手に決めて、悪いとは思ってる。花とは二人三脚のペアでもあるのに、無責任だってことも自覚しているつもりだ。本当にごめん」

　できる限りの誠意を込こめて謝罪をすると、花はぶるぶると首を左右に振ふってみせた。

「えっとね……違ちがうの。怒おこったりはしてなくて、その、ちょっと驚いちゃっただけというか。……やっぱり、困っている人を放っておくのは、和臣くんらしくないもんね」

「そう言ってもらえると助かるよ」

　本当の俺は、花が思っているような善人じゃない。今回のことだって、自分の中にあるモヤモヤした気持ちを晴らすために向かうようなものだ。

　けれど、選択した行動に変わりはないのだから、この場はそういうことにしておこう。

　そこで花は顔を上げて、優やさしく微笑ほほえみながら言う。

「それに、黒日奈さんも多分、今日の体育祭を楽しみにしていたはずだから。きっと、和臣くんが迎えにきたら嬉うれしいはずだよ」

「やっぱり花の目からも、黒日奈さんは体育祭を楽しみにしているように見えたのか」

「うん。去年とは全然違うから、なんかそうじゃないかなって」

　花のおかげで、自分の選択にさらなる自信を持つことができた。

　やっぱり、あいつも参加してこその行事だよな。

「俺もそう思ったし、だから必ず黒日奈さんを連れて戻もどるよ。……それで、悪いんだけど、クラスのことを頼めるか？　俺が参加するはずだった競技の代役は、すでに候補を何人か立ててあるし、事前に俺の方からメッセで頼んでおく。でも本番が始まったらやっぱりごたごたするだろうから、花には俺がいない間、実行委員の代役を務めてほしいんだ」

　多大な迷惑をかけることは承知の上で頼むと、花はすぐさま頷うなずいてくれた。

「うん、もちろんいいよ。わたしに任せて」

「ありがとう、助かる。あとで諸々のデータを送っておくよ」

　となると、残る問題は体育祭実行委員と応援団についてだが。

　その場で琴乃に電話をかけると、ワンコールで琴乃は応答した。

　そこで俺が体育祭から抜けること、戻りは応援合戦に間に合わないかもしれないことを説明し、俺がいない間のフォローを頼むと、琴乃はすぐさま快かい諾だくしてくれた。応援団長の代役に関しても当てがあるらしく、どこまでも頼りになると感じさせられるのだった。

　さて、これで事前にやっておくべきことは大体済んだ。あとは教員に『身内の事情で～』とごまかしの説明をしてから、制服に着き替がえて、黒日奈家の別べつ荘そうへ向かうだけである。

「それじゃあ、俺はそろそろ行くよ。あとはよろしくな、花」

　そう声をかけて職員室に向かおうとしたところで、花が服の裾すそを掴つかんできた。

「えっと、どうかした？」

「……もしも、体育祭に間に合わなくても、後夜祭までには戻ってくるよね？」

「ああ、ちゃんと戻ってくるつもりだよ。帰りの時間がわかったら、また連絡する」

「えへへ、それならよし。いってらっしゃい、和臣くん」

「ああ、いってきます」

　笑顔の花に見送られて、俺は教室を飛び出す。

　このときにはもう、迷いはなかった。




　　　　◇




　──ガタンゴトン……

　行きの電車に揺ゆられる中で、俺は黒日奈美玖のことを考えていた。

　いつも考えの読めない、得体の知れない女のことを。

　二年に進級してから、俺はあいつと関かかわる機会が多くなった。あいつは何を思い、どう過ごしてきたんだろう。

　これほど近くにいたのに、その考えがほとんどわからない人物というのも珍めずらしい。

　何せ、未いまだに人物像を把握しきれていないほどだ。あいつが意図的に隠かくしているせいか、俺が知ろうとしないからなのか、あるいはその両方か。

　とにかく、俺はあいつについて知らないことが多すぎる。

「もっと、知るべきだよな……」

　いくら都合の良い協力者だろうと、利用し合う間あいだ柄がらであろうと……連れん携けいを深め、作戦の成功率を上げるためには、もっと互たがいを知る必要がある。

　そうしないと、大きなアクシデントが起きたときに、上手うまく対応できないからな。

　まさしく、今のように。

　──ブブブッ。

　スマホが振しん動どうしたので確認すると、黒日奈からのメッセが届いていた。

『まさか、本当にこっちへ向かってないよね？』

　フッ、珍しく動どう揺ようしているみたいじゃないか。たまにはこういうのも悪くない。

　最近、あいつの珍しい一面を見ることが多くなった気がする。

　元からほとんど何も知らない相手で、行事のおかげで普ふ段だんよりも接点が増えているからだろうが、きっと俺との関係が変わったことも影響しているのだと思う。あの女にそう言ったら、自意識過か剰じようだと笑われそうだが。

『今軽かる井い沢ざわ駅に降りたところだから、もうすぐそっちに着く』──メッセ送信、と。

　電車から降りて、軽井沢駅のホームを抜ける。

　そのとき、ほんの少しだけ『今日は体育祭だというのに、俺はこんなところで何をやっているんだろう……？』と自問自答をしてしまったものの、すぐさま気持ちを切り替かえて進む。

　駅前のバス停で待つこと数分。土曜だというのに空すいているバスに乗ったところで、再びメッセが届く。

　確認すると、差出人は花だった。

『ちょっと早いけど、お昼休きゆう憩けいに入ったよ！　今日のお昼ご飯はサンドイッチ♪　みんなで和臣くんの帰りを心待ちにしていまーす』

　そんな文面とともに、花と彩夏に琴乃、それに沖津優太までもが揃そろった昼食の光景が、画像として添てん付ぷされていた。

「相変わらず、三人揃うとすごいな」

　どこを見ても美少女ばかり。そんな彼女たちと食事をしているのが、こんな地味な男とは……やはり不ふ釣つり合い極きわまりない。だいたい、彼だけは俺の帰りを心待ちにしていないだろ。

　そうしてバスに揺られること十分。

　ようやく黒日奈家が所有する別荘の近くに到とう着ちやくした。

　バスを降りると、涼すずやかな風が吹ふきつけてくる。

　相変わらずの曇り空だが、雨が降っていないだけマシとも言える。

　しばらく山道を徒歩で進んでいくと、いくつかのコテージが立ち並ぶ区画へと出た。

　その中に『黒日奈』という名札がかけられているコテージを見つけたので、俺は躊躇ためらいなくインターホンを鳴らす。

　すると、コテージの中から、ネグリジェ姿の黒日奈美玖が顔を出した。

「やぁ」

「ったく、元気そうで何よりだ。わざわざ迎むかえに来てやったぞ」

「まさか本当に来るとはね……。呆あきれを通り越こして、感心してしまうほどだよ。──まあひとまず、上がれば？」

　そう言って、黒日奈は手招きをしてくる。

　元々、簡単に折れるとは思っていない。彼女を説得するためにも、ここは敵てき陣じんだろうが上がらせてもらうとしよう。

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　そうして黒日奈家の別荘に足を踏ふみ入れると、中には黒日奈美玖が一人だけのようだった。

　そのことに、ひとまず安堵する。これであの人までいたら、軽くパニックになっていたかもしれないからな。

　いやでも、こいつの家で二人きりという状じよう況きようも十分まずくないか……？　もしや今、俺は貞てい操そうの危機に陥おちいっているのではないか？

　焦あせる俺をよそに、黒日奈は落ち着いた様子でリビングへと案内する。

　そうして広いリビングに通されて、ソファに腰こし掛かけるよう促うながされる。

　バクバクと脈打つ心臓の鼓こ動どうを感じながら、俺はおそるおそるソファに座ったのだが、

「ぼくたち、二人っきりだね」

　まるで俺の思考を読んでいるかのようなタイミングで、黒日奈がぼそりと口にした。

　背筋に冷たいものが走ったところで、黒日奈から凝ぎよう視しされていることに気付く。

　どうやら、警けい戒かいする俺を見て呆れているようだ。

「──ごほん。別に俺は、お前と二人きりになったくらいじゃ動揺しないけどな」

「強がるのはやめなよ。ぼくの部屋着を見てドキドキしているくせに」

「それはない、断じてない。勘かん違ちがいするにも程ほどがあるぞ」

　言われて気付いたが、ネグリジェ姿のせいで普段は隠されている奴やつの胸むな元もとが露あらわになっていて、それがその、予想していたよりも遥はるかに大きいというか……谷間が……

「和臣は正直者だなぁ、うんうん」

「──ッ！　いや、それは……」

　なぜだか黒日奈は嬉しそうに微笑みながら、しっかりと胸の谷間を両手で覆おおい隠した。

　そのおかげで、なんとか視線誘ゆう導どうの呪のろいから解放される。

「……お前が変なことを言うからだぞ」

「それは申し訳なかったね──って、ぼくが謝るのはおかしい気がするけど。むしろ感謝されたいくらいだよ。まあ、別にいいけどさ」

　動揺する俺の姿を見て満足したのか、黒日奈は上じよう機き嫌げんな様子でキッチンに向かうと、ものの数分でティーセットを用意した。

　紅茶がティーカップに注つがれると同時に上品な香かおりが届いて、心が落ち着いていく。

「はい、紅茶を淹いれてあげたよ」

「どうも」

「毒なんて入ってないから、安心して飲みなよ。いつぞやのコーンポタージュのお返しだと思ってさ」

「ああ……」

　言われた通りに口に含ふくむと、身体からだの芯しんまで温まっていく気がした。砂糖とは違う、ほんのりとした甘みを感じる。ハチミツを入れたのかもしれないな。

　向かいのソファに座った黒日奈も、同じようにティーカップに口をつける。互いにふぅ、とひと息ついたところで、こちらから本題を切り出すことにした。

「さて。美味おいしい紅茶を頂いたところで、そろそろ学校に戻もどるとするか」

「気を付けてね」

「お前も来るんだよ」

　睨にらみ付けながら立ち上がると、黒日奈は自身の両りよう肩かたを抱だいてみせる。

「きゃー、こわーい」

「怖こわがるならせめて、棒読みはやめてくれ……」

　意い気き消しよう沈ちんしながら座り直すと、黒日奈も怖がるフリをやめた。

「なあ、黒日奈。お前も体育祭を楽しみにしていたんだろ？　だったら一いつ緒しよに戻ろう」

「確かにきみの言う通り、体育祭に参加するのも悪くないとは思っているよ。せっかく特訓までしたことだしね」

「だったら──」

「けど、それは無理だって言ったでしょ」

　ぴしゃりと言い切られても、俺がめげることはない。

　何せ、もうここまで来てしまったのだから。

「どうして無理なんだ？」

「理由を話す気がないことも、ちゃんと電話で伝えたはずだけど。別荘にいることを教えたのは、きみを諦あきらめさせるためで、ここまで迎えに来てほしかったからじゃないよ」

　黒日奈の語気が強まる。しかし、これくらいで臆おくしたりはしない。

「そのときとは状況が変わっただろ。面と向かっている今なら、話す気にもなっているんじゃないか？」

「強引だなぁ」

「こっちに時間がないことは、お前にもわかっているはずだ。作戦を成功させるためにも、できる限り早く学校に戻って、少しでも花と一緒に過ごしたい。もし競技中に間に合わなかったとしても、後夜祭には絶対に参加しなきゃいけないしな」

　こちらが必死に訴うつたえると、黒日奈はため息交じりに腕うで組ぐみをした。

「ならきみは、どうしてここまで来たのさ。大事な作戦を放ほうり出してまで、ぼくを迎えに来た理由がわからないよ」

「それは……」

　ここで取り繕つくろっても仕方がない。

　体育祭を放ってまで『ここに来た』という一種の開き直りのおかげで、俺は恥はじらうことなく口にする。

「お前が、あんな顔をするからだ」

「あんな顔って？」

「予行中の大おお縄なわ跳とびのときに、お前はすごく悲しそうな顔をしていたじゃないか。それこそ、泣き出すんじゃないかって思うほどに。その後に体育祭を休まれたら、さすがに放っておけないって」

「…………」

　ぽかんと口を開ける黒日奈。

　どうやら俺の答えが、あまりにも予想外だったらしい。本当に虚きよを突つかれたといった顔をしている。

　そのまましばらく呆ほうけていたかと思うと、黒日奈はごほんと咳せき払ばらいをして言う。

「……まあ、きみの意見はわかった。さすがはみんなの王おう子じ様、無意識の内に女子高生を誘ゆう惑わくする手て練れん手て管くだは一級品のようだ」

「冷やかすなよ。俺にそんな手練手管があったら、お前なんかと関かかわってないって」

「だから言ったでしょ、無意識の内だって」

「あのな……話を本題に戻してくれ。俺は正直に答えたんだ。いい加減、事情くらいは説明してくれてもいいんじゃないか」

　すると、黒日奈は観念した様子で口を開く。

「聞いたことを後こう悔かいするかもしれないけど、いいんだね？」

「構わない。今さら後悔なんかしていたら、前には進めないからな」

「ずいぶんと勇ましいじゃないか。……なら、話すよ」

　俺が力強く頷うなずいてみせると、黒日奈はゆっくりと吐と息いきをこぼすように言う。

「──実は今日、姉さんが帰国してくるんだ」

　ドクン、と心臓が大きく飛び跳はねた気がした。

　あの人が関わってくることを、全く想定していなかったわけじゃない。ただ、『帰国』というワードにはさすがに驚おどろかされた。しかしそれでも、ここで怯ひるむわけにはいかない。

　乱れた呼吸を整えるべく深呼吸をしていると、黒日奈は無表情で続ける。

「帰国と言っても、一時帰国みたいだけどね。相変わらず自由奔ほん放ぽうというか、一つの場所に留とどまっていられないみたいだよ」

　……よし、だいぶ呼吸が整ってきたぞ。頭もしっかり回っている。

　ここは逃にげずに、しっかりと話を進めていかないとな。

「なるほどな。でもあの人が帰国してくることと、お前が体育祭を休もうとしたことはどう関係しているんだ？　まさか、今日ここでしか会えない理由でもあるっていうのか？」

「思っていたよりも、驚いていないみたいだね。ある程度、姉さんが関係してくるのは予想していたってことかな」

「いや、何を言われても動じないように、覚かく悟ごを決めていただけだ。──まあ、それでも『帰国』って単語が出たことには驚かされたけどな」

「……まったく。きみは他人のことになると、途と端たんに思いきりがよくなるみたいだね。もう少しその辺りを、自分の作戦にも活いかせればいいのに」

「御ご託たくは結構だ。俺の質問に答えてくれ」

　やれやれと黒日奈は肩かたを竦すくめてみせる。

「姉さんの帰国と、ぼくが体育祭を欠席した理由の関係だったかな。──きみはぼくが姉さんに会いたがっていると思っているのかもしれないけど、それは大きな間ま違ちがいだよ」

「つまり、お前はお姉さんと顔を合わせないためにここにいるのか？」

「その通り。学校を休んだ理由なんて、それだけさ」

「あの人は、今日がうちの体育祭だって知っているわけか」

「家族だからね。それくらいは知っていて当然でしょ」

　まあ、その通りだが。失礼ながら、黒日奈が家族とそういう話をしている光景は想像が付かない。

「そんな家族と、どうして体育祭を休んでまで顔を合わせたくないんだ？　せっかく帰国してくるんだし、会うのは久々なんだろう？」

　その問いにどう答えるべきか、少しばかり考え込むようにして黒日奈は俯うつむいた。

　それから間もなくして、黒日奈は躊躇ためらいがちに口を開く。

「……特に理由はないよ。というか、きみにそこまで話す気にはなれない」

「溜ために溜めた後に、それはないだろ……」

　呆あきれる俺に対し、黒日奈はふいっと顔を背そむける。

「きみだって、姉さんと顔を合わせたくはないはずだよ。ぼくが体育祭の会場にいないと知れば、姉さんはきみに声をかけることもなく、さっさといなくなるんじゃないかな」

「もしかしてお前、俺のために──」

「さあね。過度な深読みと勘違いをするのがきみの特とく徴ちようだし、あんまり憶おく測そくばかりを立てるものじゃないよ」

　俺の言葉を遮さえぎるように、さらりと言ってみせる黒日奈。

　……確かに、それで何度か痛い目に遭あってきた気はするが。

「だったらなんだって言うんだ。あんなに楽しみにしていた体育祭を休もうとするくらいだ、特に理由がないだけで済むはずがないだろ」

　余よ裕ゆうの無さからつい苛いら立だちを表に出すと、黒日奈は小さくため息をついて言う。

「そうだね、きみはせっかくここまで来てくれたわけだし。……まあ端たん的てきに言うならば、理由は姉し妹まい喧げん嘩かだよ。──と言っても、ぼくが一方的に避さけているだけなんだけど」

「それならそうと、早く言えっての……」

　ただの姉妹喧嘩なら話は早い。原因を明らかにして、仲直りをすれば済むのだから。

　今はそれより、体育祭に向かうことの方が先決なわけだが。

「仲直りするのは後にして、ひとまずメッセで体育祭には来ないようお願いしたらどうだ？　そうすれば、お前は体育祭に参加できるだろ」

　俺の提案を聞いても、黒日奈は納なつ得とくがいかない様子で俯いた。

「何か不満か？」

「……体育祭には来ないでほしいなんて言ったら、姉さんがかわいそうだと思ってね。だからその提案を吞のむことはできないかな」

　この女の口からそんな言葉が出るとは思わず、俺は呆あつ気けに取られてしまう。

　すると、黒日奈はムッとして頬ほおを膨ふくらませた。

「今の反応だけで、普ふ段だんのきみがぼくのことをどう思っているのかが丸わかりだね。でも残念、ぼくだって血も涙なみだもある人の子なんだ。家族を気き遣づかうくらいのことはするさ」

　こいつが怒おこるのも無理はない。今のは俺が悪かったよな。

「悪かったよ、ごめん。普段のお前が俺には暴言ばかり吐はくから、ついな」

「それで謝っているつもりなら、きみの方こそひどい奴やつだよ」

「だから悪かったって。──けど、お前が体育祭の会場にいないと、どちらにせよあの人は悲しむんじゃないか？」

　俺がそう言うと、黒日奈は憂うれうように目を伏ふせた。

「言葉で伝えるよりかはマシだよ。別に、休んだ理由を教えるわけでもないし」

　そうまでして黒日奈が姉を避ける理由については、ここでこれ以上の追つい及きゆうをしても、聞き出すことはできないだろう。

　だが、わかったことがある。

　それは、こいつが姉を嫌きらっているわけではなく、むしろ好いているということだ。

　昨日の予行のときに、こいつが悲しそうな顔をしていたのも、きっと本心では姉と会いたかったからではないだろうか。

　だとしたら、やるべきことは一つだ。

「なあ、黒日奈」

　俺が名前を呼ぶと、黒日奈が視線を向けてくる。

　小さく息を吸ってから、俺は覚悟を決めて告げる。

「会いに行かないか、お前の姉さんに」

　その途端、黒日奈はぴくっと反応する。そしてスローモーションに席を立ったかと思えば、そのままキッチンへと向かう。

　それから数分ほどが経たつと、クッキーの載のった皿を手にした黒日奈が戻ってきた。

　ソファに座り直してから紅茶のお代わりを注つぐと、黒日奈はゆっくりと口を開く。

「まあ、クッキーでも食べて落ち着きなよ」

「落ち着くべきなのはお前の方だろ……」

　至って冷静に答える俺に対し、黒日奈はわざとらしく咳払いをしてみせた。

「ぼくは落ち着いているよ。きみの方こそ、『会いに行かないか』だなんて簡単に言うけれど、自分は会うつもりがないくせに無責任じゃないか」

「いや、言葉の通りさ。お前が一人で会いに行く勇気が出ないなら、俺も一いつ緒しよに行く。その覚悟はできているつもりだ」

「……それ、本気で言っているの？　きみは姉さんの顔を見ただけで、卒そつ倒とうするかもしれないのに」

　黒日奈が困こん惑わくするのも無理はない。実際のところ、今だってこいつの素す顔がおを見れば眩暈めまいを起こすだろうし、あの人と対面すればどうなるかわからない。……というか、あの人のことを考えるだけでも、身み震ぶるいがしてくるほどだ。

　ただ、俺は以前に比べて成長できているはずだ。苦手としていた黒日奈とも協力態勢を築けているし、沖津優太にだって立ち向かう覚悟を決めることができた。初はつ恋こいのトラウマがあってもなお、恋れん愛あいにだって前向きに取り組めている。

　だからこそ、あの人と顔を合わせることだって……きっと、成し遂とげられるはずだ。

　そんな覚悟を決めて頷いてみせると、黒日奈は呆あきれた様子でため息をついた。

「まあ……その気持ちは嬉うれしいけど、はっきり言って余計なお世話だよ。一体きみは、いつからそんな熱血漢になったのさ」

「俺が変わったように、俺とお前の関係も変わった。もう一年の頃ころとは違ちがうんだ。お前にだって、世話くらい焼くさ」

　俺がそう言うと、黒日奈は一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくしたが、すぐさま雑念を振ふり払はらうように首を左右に振った。

「あー、鬱うつ陶とうしい。ぼくからすれば、今の関係くらいじゃ、変わったうちに入らないってば」

　意外に強ごう情じようだな。これはテコでも動かないかもしれないぞ。

「お前はお姉さんと仲直りがしたいんだろ。いい加減、素直になれよ」

「はぁ……。もういいから、放ほうっておいてほしいな」

　こちらの説得も虚むなしく。黒日奈はふいっと視線を逸そらし、そのままそっぽを向いてしまう。

　しかし、こちらもここで引き下がるわけにはいかない。作戦を放り出してまで駆かけ付けたのだ、このままおいそれと一人で戻もどれるか。

　当初の優先目標は、こいつを体育祭に参加させることだった。体育祭に参加できないことだけが原因で、昨日はあれほど落ち込んでいたと思ったからだ。けれど、その一番の原因が姉と喧嘩をしているせいで会えないことだというのなら、話は変わってくる。

　こうなったら、再びこちらが腹を括くくるしかない。──ここは強硬手段に出よう。

　俺はスマホを取り出して、電話帳に記き載さいされた『黒日奈泉いずみ』の番号に発信した。

　黒日奈泉──。彼女こそが黒日奈美玖の姉であり、俺の初恋相手である。

　……しかし、電話は繋つながらなかった。内心ではホッとしながらも、このままではダメだと自分を奮い立たせる。

「……電話は繋がらない、か。あの人──『泉さん』が今、どこにいるかわかるか？」

　俺の口からあの人の名前が出たことに驚いたのだろう。黒日奈は目を丸くしながら、小さな声で答える。

「電話が繋がらないなら、おそらく飛行機に乗っているんだと思う。──というか、まさか姉さんの番号にかけたの？　きみも思いきったことをするね」

「だったら、留守電くらいは残しておいた方が良いか」

　泉さんの番号にもう一度かけ直し、留守電に繋がったところでメッセージを告げる。

「──今から俺と黒日奈の二人で、空港まで迎むかえに行くから。着いたら連れん絡らくをくれ」

　そう言い終えるなり、俺は立ち上がる。

　そして、呆気に取られている黒日奈に向かって言う。

「もう後には引けないって、わかるよな？　ほら、行くぞ」

「やだ」

「やだって、あのな……いいから、一緒に来い」

　黒日奈の腕うでを掴つかむと、ようやく観念した様子で立ち上がる。

　そのまま手を引いて外に出てから、二人でバスに乗り込んだ。
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「手、そろそろ離はなしてくれる？　逃にげたりしないから」

　バスの二人席に並んで座ったところで、黒日奈が淡たん々たんと言う。

　急いで手を離すと、黒日奈は呆れた様子でため息をついた。

「勢い任せなのはいいけどさ、もう少し落ち着いたらどう？　いつもの気遣いが足りていないというか。ほら、ぼくなんて部屋着のままだし」

　言われてみれば、黒日奈はネグリジェ姿のままだった。俺としたことが、彼女を連れ出すことに必死になりすぎていたらしい。

「わ、悪い……。えっと、俺の体操服とジャージならあるけど……」

「ジャージだけでいいから貸して。駅のトイレで着き替がえるから」

「ああ、わかった」

　そうしてバスに揺ゆられること十分。

　駅に到とう着ちやくするなり、黒日奈は俺のジャージを手にしてトイレに入っていった。

　スマホを確かく認にんすると、花や琴乃、それに彩夏から、プログラムの進しん捗ちよくメッセが送られてきていた。みんな、どこか楽しそうである。

「はぁ～…………なにやってんだ、俺は」

「まったくだよ」

「うわっ!?　──って、お前か。本当に着替えるのが早いんだな」

　振り返ると、普段よりもさらにぶかぶかのジャージを着用した黒日奈の姿があって。

　こいつが早着替えの達人であることをすっかり忘れていた。それにしても、さすがにサイズが合っていないな……中はその、下着だけだろうし、うっかり脱ぬげたりしたら大問題になるんじゃないか。

「やっぱり、どこかで服を買った方がいいかもしれないな……」

「別にこれでいいよ、着き心地ごこちは良いし。それと、ぼくのネグリジェはきみの鞄かばんに入れておいてね」

「わかった」

　こいつも腹を括ったのか、それとも着替えたことで気持ちが切り替わったのかはわからないが、バスに乗る前とは打って変わって行動的である。

　その方がこちらとしては助かるわけだが、『成瀬』という名前入りのジャージを着ているこいつを見ていると、どうにも気持ちが落ち着かない。

　とはいえ、無む駄だにできる時間はない。電車が来たので乗車してから、空あいている席に座り、再度スマホを確認したものの、泉さんからの連絡は入っていなかった。

　そこで隣となりに座っている黒日奈がつんつんと肩かたを突つついてきた。

「なんだ？」

「あのさ、別にわざわざ空港まで向かう必要はないんじゃない？　放っておけば、姉さんは学校に来るわけだし」

「こんな状態のお前を放っておいたまま、競技や作戦に集中できるかよ。お前が落ち込んでいた一番の理由は、お姉さんとの喧けん嘩かが原因で会えないことだったんだろ。それなら、そっちを優先するまでだ」

「そう。競技にはもう、出るつもりはないんだね」

　どこかしょんぼりとして見える黒日奈。やはり、体育祭に参加することも楽しみにしていたんだな。それがわかっただけ、少しは俺の気持ちも晴れるというものだ。

「体育祭は来年もあるんだし、あんまり気落ちするなよ。間に合うよう最善は尽つくすし、最終競技の大おお縄なわ跳とびにはせめて参加しないとな」

　すると、黒日奈は足をぶらつかせながらふっと笑う。

「ぼくは作戦の心配をしたつもりだったんだけどな」

「……それなら、後夜祭に間に合えば十分だ。泉さんと合流した後には、すぐに学校へ向かうぞ」

「うん、わかった」

　それからしばらくの間、会話はなく。

　考えてみれば、俺とこいつが作戦以外のことを話す機会って、滅めつ多たにないんだよな。まあ共通の趣しゆ味みがあるわけでもないし、仕方がない──というか、こいつに趣味なんてあるのか……？　まずそもそも、俺はこいつのことをほとんど知らないんだよな。

　ちらと隣を見ると、小さな頭頂部がすぐそこにある。

　今日は本来であれば、隣に花がいて、一緒にクラスメイトを応おう援えんしたり、力を合わせて競技に取り組んでいたはずだ。

　だが現実は、ジャージ姿の黒日奈と二人で、黙だまって電車に揺られている。

　本当に俺は、何をやっているんだか。

　……いや、待てよ？

　これは見方を変えれば、黒日奈美玖を知る良い機会なのかもしれない。ちょっと日常的な話題でも振ってみるか。

「なあ、黒日奈。お前って、好きなものとかあるか？」
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「コーンポタージュ」

「最初に公園で奢おごってやったとき、俺は何も聞かずに、お前の好みをピンポイントで選んだわけか……」

　なんか怖こわいな。そんな運命的な要素はいらないんだが。

「コンポタを飲んだのは、あのときが初めてだよ」

「なんだ、あれがきっかけで好きになったのか。それなら納なつ得とくだ」

「よかったね」

　……会話終しゆう了りよう。

　こいつには自分から話題を振ろうとか、そういう考えはないのだろうか。

　いや、まだだ。まだ俺は諦あきらめないぞ。

「じゃあ、好きな科目は？」

「特には。──というか、無理に話題を振ろうとしなくていいよ。話題のチョイスが『好きなものとかあるか？』なんて、みんなの成瀬くんにあるまじき残念なトーク力だし、その次が『好きな科目は？』って、反はん抗こう期の娘むすめに対する中年の父親でも、もう少しマシな話題の振り方をすると思うよ。──つまりはぼくが何を言いたいのかと言うと、無理をするくらいなら黙っててってこと」

「……わかった」

　淡々としたトーンでダメ出しをされ、俺は呆ぼう然ぜんとしていた。

　無理をしていたのは事実だし、思い返せば話題のチョイスも最悪だった。しかし、薄うすいリアクションのままダメ出しをすることはないんじゃないか……？　こっちはだいぶ傷付いたぞ。

　けれど、こいつにしては少し早口だったような。もしかして、怒おこったのか？

　まあいい、触さわらぬ神に祟たたりなしだ。こいつの好みや諸もろ々もろを知るのは、また別の機会にするとしよう。これはあくまで戦略的撤てつ退たい──いや、戦略的手段の行使である。

　さて、別のことを考えるとしよう。

　琴乃と沖津優太は、上手うまくやっているだろうか。

　鈍どん感かんな沖津優太のことだ。どうせろくに気の利きいたこともできていないに違ちがいない。俺がその場にいれば、さりげなく琴乃と二人きりの空間を作ってやることだってできたかもしれないのに。

　そういえば、応援合戦はとっくに終わっている時間だな。琴乃は応援団長の代役に当てがあると言っていたが、俺の代わりに赤組の応援団長を務めたのは一体誰だれだったんだろうか。

　よし、近きん況きよう報告として連絡を取ってみることにしよう。

　とはいえ、琴乃が沖津優太と良い感じだった場合、水を差すことになる。

　なので、相手は花だ。閉会式までには間に合うだろうということと、そちらの状じよう況きようについて教えてほしいという旨むねをメッセで送った。

　すると、すぐさま花から返事が届いた。

『メッセありがと♪　今は赤組がリード中で、みんな良い感じ！　赤組の応援団長は琴乃ちゃんがやってたよ！　すっごくかっこよかった～』

「なっ……」

　驚おどろいて声を出すと、隣の小さな頭がぴくりと反応する。

「どうかしたの？」

「俺の代わりに、琴乃が赤組の応援団長をやってくれたらしいんだが……」

「上手くやれたか心配なわけだ」

「まあな」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないかな。あの子はメンタルの支え次し第だいで、高いポテンシャルを発揮するタイプだと思うし」

「つまり、沖津優太がそばにいるから問題無しってことか」

「はぁ。きみの頭の方がよっぽど問題有りだよ」

「どういう意味だ」

　黒日奈はやれやれと肩を竦すくめて言う。

「慕したっているきみの代役とあらば、あの子は絶対に手を抜ぬいたりはしないってことさ。それくらいわかるでしょ」

　そういうことか。確かに責任感の強い琴乃ならば、代役だからこそ、絶対に成功させようとするはず。俺としたことが、過度に沖津優太を意識してしまったようだ。

「お前の言う通りだな。琴乃に失礼だった」

「まあ、きみのそういうところは今に始まったわけじゃないけどさ」

　どうやらこいつも、いつもの調子が戻もどってきたように思える。やはりこいつとは、沖津優太や花たちの話をしているときが一番しっくりくるな。

「けど、俺も見たかったな……琴乃の応援団長姿」

「きみがその場にいたら、そもそも彼女が応援団長をやることはなかったわけだけど」

「わかっているけどさ」

「でもほら、ＳＮＳにはもうその様子がアップされているみたいだよ」

　そう言って差し出された黒日奈のスマホには、うちの高校の応援合戦の様子が映っていた。

「おお……なんというか、凜り々りしいな」

　勇ましく、そして美しく。グラウンドの中心で、学ラン姿のまま猛たけるように号令を発する琴乃の姿は、画面越ごしでも鮮せん烈れつに感じた。

「これなら男子だけじゃなくて、女子のファンも増えそうだよね」

「そうだな。お前もファンになったか？」

「いいや」

「即そく答とうかよ……」

「でも、きみがやるよりも話題性がありそうだ」

「だな」

　事実なのだから、否定する気は起きない。

　それほどまでに、琴乃の応援団長姿は様になっていた。

　と、そこで。

　画面を見るのに夢中になっていたせいで、黒日奈との距きよ離りが近いことに気付いた。

　花や彩夏、琴乃とも違う、何やら甘い香かおりがほのかに漂ただよってきて、胸の辺りが妙みように落ち着かなくなる。こいつは一体、どんなシャンプーを使っているんだか。

　気まずくなる前に距離を取ろうとしたところで、画面に彩夏の姿が映った。

　それを見て、黒日奈はふっと笑う。

「これはまた、女子ウケがよくなさそうだね」

「だな」

　朝に見たセーラー服姿のまま音楽に合わせ、振ふり付けを踊おどる彩夏。

　確かに女子ウケがよくなさそうである。……代わりに、男子ウケはよさそうだが。

「鼻の下が伸のびてるよ」

「──ッ！」

　急いで鼻を覆おおい隠かくすも、奴やつの視線がこちらに向いていないことに気付く。

「お前、カマをかけただろ」

「いいや？　ちゃんと画面に反射させて見ていたよ。きみはどこぞのアイドルに見入っていたせいで、全く気付かなかったみたいだけど」

「はいはい……ほら、そろそろ乗り換かえだ」

　それから俺たちは何度か電車を乗り継ついでいき、ようやく空港の最も寄より駅に到とう着ちやくする。

　だが、その頃ころになっても泉さんからの連れん絡らくはなく。

　時間が刻々と過ぎる中、俺と黒日奈は空港の待合室で静かに連絡が来るのを待った。
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　それからいくら待っても一向に連絡はなく。

　待ち始めて一時間が過ぎた頃に、花から閉会式が終わったという連絡があった。

　そしてさらに一時間が経たち。学校ではすでに体育祭の片付けを終え、後夜祭が始まっている頃合いだろう。

「「…………」」

　俺と黒日奈は互たがいに言葉を交かわさず。

　ひたすら無言で座り続ける。

　仮に今すぐ学校へ戻ったとしても、おそらく作戦は失敗に終わるだろう。俺は共に競技に励はげんだわけでもなく、閉会式までには戻るという約束だって反ほ故ごにした。考えなくてもわかる結末だ。学校を出発した頃のように、ポジティブに考えることはできそうにない。

　沖津優太の方が上手くやっていれば、チャンスはあるが……こちらのサポート無しに、カップルが成立している可能性は低いように思える。

　そんな諸々の結末が見えてしまったせいもあって、メンタル面はすでにボロボロ。加えて、トラウマの原因になった相手がいつ現れるかわからない現状も相まって、さすがにそろそろ限界を感じていた。

　そんなときだった。

　──ブーッ、ブーッ、ブーッ……

　俺のスマホに着信が入る。

　黒日奈に頷うなずきかけてから、おそるおそる電話に応答する。

「もしもし」

『久しぶり』

　電話越ごしに聴こえてきたのは、黒日奈の姉──泉さんの声で。

　およそ一年半ぶりにその声を聞いた瞬しゆん間かん、全身に鳥とり肌はだが立つのがわかった。

　間ま違ちがえようも、忘れようもない、透すき通るようなその声。耳にしただけだというのに、心臓の鼓こ動どうがとんでもない速度で脈打ち始める。

『もしもーし、聞こえてるー？　あれ、電波が届いてないのかな』

「聞こえてるよ」

　唇くちびるを痛いくらいに噛かみ締しめて、なんとか平静を装よそおうことに努める。

『よかった。ごめんね、すぐに連絡できなくて。今ちょっと、バタバタしちゃってて』

「ああ、いや。それはいいんだけど」

『声、大人っぽくなったね。色気づいたっていうのかな。最初に聞いたとき、一瞬だけ違う人かと思っちゃったよ』

　俺はすぐにわかったけどな。

「それより、留守電の話だけど」

『あ、うん。もしかして今、美玖ちゃんと空港にいたりする？』

「いるよ」

　すると、一瞬だけ間を置いて。

『……ごめん、実はこっちの都合で戻れなくなっちゃって』

　なんだ、そうなのか。

　会えないとわかった今の気持ちは、安あん堵ど半分、落らく胆たん半分ってところかな。

「そうか。それは仕方がないな」

『やっぱりカズくんは優やさしいね。ここは普ふ通つう、怒おこるところだと思うけど』

　その呼び方……未いまだに『カズくん』呼びは変わらないのか。

　なんだか懐なつかしいような、過去にタイムスリップしたような気さえしてくる。

　俺はすでに高校生だというのに、子供扱あつかいは相変わらずだな。

「まあ、怒っても仕方がないからな。どうせ仕事か何かだろ」

『うん。実は今、海外でいろんな文化に触ふれていてね。毎日が勉強の連続だよ。でも、好きなことをしているだけだから、苦しいとかは思ってないんだ』

「それはよかった」

　興味はあるが、聞きたくはない話題ばかりが耳を通り抜けていく。

『カズくんは今高校生だよね。学校、楽しい？』

「楽しいよ。友達もたくさんいるし、尊敬できる先せん輩ぱいにも恵めぐまれてる。もちろん、勉強も手を抜いていないからご心配なく。今のところ、ずっと学年一をキープできているしね」

　言い知れぬ苛いら立だちを振り払はらうように、早口で近況報告を済ませる。

　すると、泉さんが嬉うれしそうに笑ったのがわかった。

『ふ～ん、ならよかった。まあ、元々心配なんてしてないけどね。何せ、私の自じ慢まんの教え子ですから！』

「あはは、そうだな。これからもその肩かた書がきに恥はじない努力をするよ」

『うん。だけど、くれぐれも無理はしちゃダメだよ』

「そっちもな」

『うん、ありがと』

　そこで、数瞬の間を置いて。

『元気でね、カズくん』

「ああ、そっちも元気で」

　そうして俺たちの会話は終わった。

　そのため、隣となりに座る黒日奈に代わろうとしたのだが、

『あっ、待って』

「……どうかした？」

　俺が再び返答すると、電話越しの泉さんは躊躇ためらいがちに言う。

『実は美玖ちゃん、元々私の海外行きには反対しててさ。その……喧けん嘩か別わかれみたいになっちゃったままなんだよね。だからカズくんの方から、私が「元気でね」って言っていたことを、美玖ちゃんに伝えておいてほしいんだ』

　なるほど、そういう事情があったわけか。俺が思っていたよりもずっと、黒日奈姉し妹まいは仲が良かったんだな。

　そのことが、今はなんだか嬉しい。

　でもその割に、当時の姉からは妹の話をあまり聞かなかったが……その辺りは、妹の方が口止めでもしていたのかもしれないな。

　隣の黒日奈はといえば、椅い子すの上で体育座りをしたまま、静かに聞き耳を立てている。

　さて、この状じよう況きようをどうするべきか。──いや、もう答えは出ているようなものか。

　事情は事情。姉し妹まい喧嘩の仲ちゆう裁さいを、『赤の他人』に押し付けないでもらいたい。

　というわけで、俺は堂々と言ってやる。

「嫌いやだね、自分で伝えてくれ。ちょうど今、隣にいるんだから」

　そこで席を立とうとした黒日奈の腕うでを、掴つかんで引き留める。

　そして、「次はお前の番だぞ」と声をかけ、黒日奈にスマホを手て渡わたした。

　すると、黒日奈はわざとらしくため息をついたのち、ゆっくりと口を開いた。

「……ぼくだけど。……うん、元気だよ。みんなと楽しく過ごしてる。和臣とも同じクラスだし」

　大ウソつきめ……何がみんなと楽しく過ごしてる、だ。最近までずっと、ぼっちだったくせに。

　泉さんの声は聞こえないが、楽しそうな黒日奈の様子を見ている限り、問題はなさそうだ。

　それからも黒日奈はリラックスした様子で会話を続ける。

「……うん。次はちゃんと、約束を守ってよ。帰ってくるって言ったら、ちゃんと帰ってくる。有言実行だからね」

　言いたいことはちゃんと伝えられたようだ。黒日奈は満足そうに笑っている。

　こいつもこんな風に、無む邪じや気きに笑うことがあるんだな。そんな一面を知ることができただけでも、なんだか少し報むくわれた気持ちになったよ。

「ああ、それと。言い忘れていたけど──」

　と、思いきや、黒日奈はいつものように不敵な笑えみを浮うかべて、

「姉さんが海外でのんびり過ごしているうちに、和臣は誰だれかのモノになっちゃうかもね。──それじゃ」

　そう告げてから通話を切ると、黒日奈はしたり顔でスマホを返してきた。

　そして笑みを浮かべたまま、俺に向かって言うのだ。

「これはもう一刻も早く、和臣には彼女を作ってもらわないといけなくなったね」

　どこか頼たよりがいすら感じさせる、その『魔ま女じよっぽい』笑みを向けられて、俺は苦笑いを浮かべた。

「まあ、現状はお先真っ暗な状態だけどな。でも、トラウマ払ふつ拭しよくの方に関しては一歩前進したし、今回は良しとするか」

　とはいえ、泉さんと話していた最中の記き憶おくはぼやけているが。俺があのとき何を話し、どう感じていたのかも、今となっては曖あい昧まいな感じがする。おそらく、極度の緊きん張ちよう状態になっていたせいだろう。

　だが、あの人と話したことで、メリットもあったはずだ。互いの近きん況きようを伝え合えたことは収しゆう穫かくだし、これで彼女のことをしばらくは気にしないで済むかもしれない。

　こういうときこそ、ポジティブに捉とらえていかないとな。作戦の方がお先真っ暗なのは事実なわけだし。

　そんな風に自分を鼓こ舞ぶする俺を見て、黒日奈は呆あきれた様子でため息をついた。

「確かに姉さんとのことは前進したのかもしれないけど、電話中はかっこつけすぎだったよね。会話は平気な風を装っているくせに、実際にはガタガタ震ふるえて話しているものだから、見ているこっちは笑いを堪こらえるので必死だったし」

「それを言うならお前の方こそ、良い感じにシスコンだったじゃないか。仲直りができたみたいで良かったな」

「ふふ、それだけ言い返せるなら平気そうだ。なら、ぼくはお礼の代わりに、きみにさらなる協力をするとしようか」

　そう言って立ち上がった黒日奈は、俺の目の前に仁に王おう立ちする。

　動どう揺ようする俺をよそに、黒日奈はやる気十分といった様子で告げる。

「さて。それじゃあ手始めに、作戦の反省といこうか。体育祭というイベントも活いかせず、これで熊くま谷がい花さんにこだわる理由もなくなったわけだし、きみがこれからやるべきことはまず──相手への謝罪だね」

「なんかお前、ノリノリだな」

「まあね。──ちなみに、きみが謝る相手というのは、二に人にん三さん脚きやくのパートナーでもあった熊谷花さんと、応おう援えん団長の代役をしてくれた沖津琴乃さんだ。そこに、あの後こう輩はい女子を追加してもいい」

「そうだな、まずはそこからか。……と言っても、やっぱりお先は真っ暗だけどな」

　これからの苦難を考えて、俺が肩かたを落としていると──黒日奈が手を握にぎってきた。

　そのまま黒日奈に手を引かれて、俺は立ち上がる。

「細かいことは気にしなくていいよ。それよりもほら、やることが決まったんだから行かなきゃ」

　愉ゆ快かいそうに言いながら、黒日奈は歩き出す。

　そうして彼女に引かれるまま、俺も自然と走り出すのだった。
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「ほんっとうにごめん！」

　学校の最も寄より駅近くにある貸し切りの飲食店にて、俺は花はなと琴こと乃のに向かって頭を下げていた。

　あれから学校に向かったものの、後夜祭には間に合わず。近くでやっているという打ち上げ会場に足を運んでから、今に至るわけだが。

　どうにも旗色が悪い。花は笑顔を引き攣つらせていて、琴乃に至ってはぷんすかとむくれている始末。……その原因は明確である。

「あのー、かずセンパイに質問なんですけどー」

　そんな二人の後ろから、セーラー服姿の彩あや夏かが吞のん気きに挙手をして言う。

「なんだ？」

「どうして黒くろ日ひ奈なさんが、かずセンパイのジャージを着てるんですかー？」

　その問いにより、場は一いつ瞬しゆんにして凍こおり付く。

　現在その黒日奈はといえば、食事が載のった皿を手にして、俺の後ろに立っている。

　そんな彼女が着用しているのは、学校指定のジャージであり……胸むな元もとに縫ぬい付けられた『成なる瀬せ』の二文字が原因で、この場は殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きになり果てていたのだ。

　ここは俺の力だけでなんとかしなければ。空港の一幕では頼りになった黒日奈も、現状では介かい入にゆうするだけ焼け石に水となるだけだ。

「いや、これにはやむにやまれぬ事情があってだな……彩夏たちが想像するようなことは何もないって。本当だ」

「でもそれ、下もかずセンパイのやつですよね？　どう考えても如何いかがわしい展開しか思い浮かばないんですけど」

「彩夏は少し黙だまっていてくれ……」

「そうですよ、ここは成瀬くんと黒日奈さんに説明してもらわないと」

　そう言い出したのは琴乃だ。

　仕方がないので、事前に黒日奈と取り決めておいた事情を説明するとしよう。

「えっとだな……黒日奈さんはお姉さんといろいろあって、今日の体育祭を休もうとしていたらしいんだ。で、俺はそのお姉さんとも知り合いだったから──」

「「怪あやしい」」

　琴乃と彩夏が同時に遮さえぎってきた。それに目と鼻の先になるまで俺との距きよ離りを詰つめてきて、訝いぶかしむように睨にらみ付けてくる。

　つまり、美少女二人に至近距離から見つめられ、ドキドキハラハラの状況を体験できているわけだが……ずっとこのままというわけにもいかず、説明を再開することにする。

「その、黒日奈さんのお姉さんは、前に俺の家庭教師をしてくれていたことがあってさ。──そういう繋つながりもあって、俺が黒日奈さんの姉妹仲を取り持つことになったんだよ」

　まあ、実際にはそれだけではないんだが。

　これ以上は言えるわけがない。……黒日奈の姉は、実は俺が告白をして振ふられた相手だなんて、絶対に。

　ここまでの説明を受けても不満そうな二人に対し、花が仲裁をするように言う。

「まあほら、この辺りは黒日奈さんのプライベートな事情だし、これ以上は聞かないでおこ？」

「「…………」」

　二人は渋しぶ々しぶ頷うなずいてみせる。顔は納なつ得とくしていないけれど。

「それよりもわたしは、和かず臣おみくんのジャージの件を詳くわしく聞きたいかな」

　ああ、花が気になっているのはそっちか……。

　黒日奈は食べ物を貪むさぼるばかりで、協力の意思が全く見えない。やはりここは、俺の口から説明するしかないようだ。

「えっとだな……黒日奈さんが寝巻きのまま外に出たから、俺の手持ちの服に着き替がえてもらうことになったんだよ。──ただ、それだけさ」

　俺の説明を受け、琴乃がじろりと黒日奈の方を見み遣やる。

　すると、黒日奈は補足をするように言う。

「まあそれは、和臣に無理やり連れ出されたからなんだけどね」

「お、おい、あのな……」

　そうだけど！　実際にそうなんだけど、それを言ったらアウトだろうが！

　そこで助け舟ぶねを出そうとばかりに、花が言う。

「でもほら、二人ともちゃんと戻もどってきたし。それにジャージのことだって、わたしは今の説明で納得したよ。和臣くんは誠実な人だもん、きっと黒日奈さんのために急いでいただけだよね」

「花……」

「それに和臣くんは、逐ちく一いちわたしに連れん絡らくをくれていたし」

「私はそれほど頻ひん繁ぱんには連絡を貰もらえていないのですが」

「あたしも貰ってないでーす」

「それはわたしが同じクラスだからだよ～。和臣くんだって、こうして謝ってくれているんだし、わたしたちも温かく迎むかえてあげようよ」

　花の優やさしさが心を潤うるおすようだ。まるで天使みたいに見えてきたぞ。

「でもそんなことを言って、花さんだって二人三脚のときはゾンビみたいになってたじゃないですか。かずセンパイの代わりに組んだ女の子がかわいそうでしたよ」

「彩夏ちゃん、それは言わないで！」

「結果も三着でしたしね」

「琴乃ちゃんまで……」

　二人三脚で代役が必要になったように、俺のせいで迷めい惑わくをかけられた生徒はたくさんいるんだよな。

　そのことは、ちゃんと誠心誠意をもって謝罪しなければならない。

　まずは花に対し、俺は向き直って言う。

「花、改めてになるけど──二人三脚を一いつ緒しよにできなくてごめん。その他ほかのクラス競技についても、体育祭実行委員の代役として、みんなをまとめてくれて本当にありがとう。大おお縄なわ跳とびの縄を回す役割も、花がやってくれたんだってな。本当に、いくら感謝をしても足りないよ。この埋うめ合わせは、どこかできちんとさせてほしい」

「そ、そんな、埋め合わせなんて……和臣くんにはテスト勉強を見てもらったり、普ふ段だんからたくさん助けてもらってるし、少しでもその恩を返せたなら、わたしは満足だよ」

「そう言ってもらえると助かる。ありがとな」

「うんっ」

　次に琴乃の方へと向き直る。

「琴乃も、応援団長の代役を務めてくれてありがとう。動画で見たけど、すごく綺き麗れいでかっこよかった。それに体育祭実行委員の方でも、俺が抜ぬけた穴をカバーしてくれたみたいだな。本当に感謝しているよ。琴乃も、今回の埋め合わせは必ずどこかでさせてくれ」

「い、いえ、そんな、綺麗だなんて……。私はあなたの姿をずっと後ろで見ていたので、応援団長の振り付けやセリフを全すべて、完かん璧ぺきに暗記することができていただけです。それに委員のみんなだって、あなたの日々の頑がん張ばりを知っていますから、誰だれも文句なんてありませんよ。──けれど、埋め合わせをしてくれるというのなら、期待していますね」

「あっ、ずるいよ琴乃ちゃん！」

「私は熊くま谷がいさんほど、心が清らかではないので」

　そんな風に花と琴乃が言い争っているうちに、物欲しそうな顔で見つめてくる彩夏の方へと向き直る。

「彩夏も、その……今回の体育祭では、宣伝役を引き受けてくれて助かった。お前のおかげで、今年は観客がすごく多かったらしいな。ただ、直接的に俺が迷惑をかけたわけじゃないから、埋め合わせは無しだ」

「えっ、はい……わかりました」

　あからさまにしょんぼりと落ち込む彩夏。

　その頭にぽんと手を置いて告げる。

「けど、お前が宣伝役を二つ返事で引き受けてくれたことには感謝してる。だから、どこかでそのお礼はさせてくれ。前にやったような、仕事以外でな」

　その瞬しゆん間かん、彩夏はぱぁっと顔を輝かがやかせた。

「もちろんですよ！　それじゃあちょっと気が早いですけど、夏休みの予定とか考えておきますね！」

「本当に気が早いな……。その前に期末テストがあるんだぞ」

「あー、聞こえなーい」

　さて、ひとまず問題は解決した。

　結果はわかりきっているとはいえ、そろそろ後夜祭の動向をチェックするとしよう。

「ところで花、後夜祭はどんな感じだった？」

　あくまで軽快に尋たずねてみると、花はうーんと小首を傾かしげてみせた。

「わたしは彩夏ちゃんと琴乃ちゃんと、それに優ゆう太たと一緒にいたよ。あと、先生がお汁しる粉こを用意してくれたの。白玉が入ってて、美味おいしかったなぁ」

「そ、そうか」

　こちらがチャンスを逃のがしただけでなく、沖おき津つ優太の方にも進展は無しか。

　まあ、俺がいないとそうなるよな。

　結局、作戦はなんの成果も挙げられなかったわけだ。完全なる失敗である。

　本来であれば、多少強引になろうと、琴乃と沖津優太、そして俺と花だけのシチュエーションを作り出す予定だったのだが……これも仕方がないよな。

　そこで花がつんつんと肩かたを突つついてきたかと思えば、優しく微笑ほほえんで言う。

「来年は、一緒に参加できるといいね」

　その一言だけで、この世のありとあらゆる負の感情が浄じよう化かされていくような気がした。

「ああ。来年こそは」

　そのときには、すでに……俺にも恋こい人びとができているに違ちがいない。




　それから俺は、各方面の関係者たちに謝罪をして回った。

　この打ち上げには学年やクラスを問わず、多方面の生徒たちが集まっていたため、だいたいの知り合いには挨あい拶さつをすることができた。

　そうして少し目を離はなした隙すきに、花たち三人は沖津優太のことを取り囲んでいて。

　その見慣れた光景を目まの当たりにして、今このときばかりは仕方がない……と肩を落としながら店を出ると、なぜだか黒日奈まで付いてきた。

「お前まで出てきたのか。せっかくの機会なんだし、もう少し他の生徒と親しん睦ぼくを深めてもいいんじゃないか？　これがきっかけで、クラスの連中とも馴な染じめるかもしれないぞ」

　夜道で月明かりを浴びる黒日奈の姿はどこか幻げん想そう的で、見ているだけで気持ちが落ち着かなくなる。そんな気持ちを紛まぎらわすつもりで声をかけると、彼女は隣となりに並んできた。

「そういうのはいいよ。ぼくにはそれよりも、やることがあるし」

「やること？」

「落ち込むきみを、慰なぐさめてあげなきゃいけないでしょ」

　ニッと不敵に笑ってから、黒日奈は続ける。

「ぼくを選んだせいで、まだまだきみの恋れん愛あい成じよう就じゆの道は険しそうだからね」

「まったくだ。どうしてこうなったんだか」

　思わず苦く笑しようしてみせるが、不思議と気分は悪くなかった。

　きっと、以前よりも黒日奈美み玖くの存在を頼たのもしく思えているからに違いない。

　今回の作戦は失敗に終わったが、次こそは確実に成功させてみせる。

　夜空を見上げて、俺はそう意気込むのだった──。
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　お久しぶりです。初めての方は、初めまして。戸と塚づか陸りくです。

　この度は、『俺がラブコメ彼女を絶対に奪い取るまで。』、二巻をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　皆みな様さまに応おう援えんしていただいたおかげで、『奪ラブ』も二巻を出すことができました。本当にありがとうございます。




　今回は、ざっくり言うと体育祭関連の話です。主人公の成なる瀬せ和かず臣おみが体育祭の準備期間を利用して、再び奔ほん走そう──あるいは迷走する中、ヒロインたちにも様々な思おも惑わくがあって。いつも全力な彼らの活かつ躍やくを、楽しんでいただけたら幸いです。




　体育祭といえば、常に誰だれかが走っているイメージがありますが、走っている最中に転ぶと大変ですよね。とにかく痛いやら、恥はずかしいやらで。……作者にも経験があって、今となっても苦い思い出です。

　それと、運動をしたら必ず水分補給をしないといけません。まだ大だい丈じよう夫ぶだと思っていても、熱ねつ中ちゆう症しようの症状はいきなりやってきます。……これも作者は経験済みです。

　少しネガティブな話題になってしまいましたが、適度な運動は生活を潤うるおしてくれると聞きます。運動不足になりがちな皆さんは、水分補給をこまめにすることを意識して、ジョギングやランニングに取り組んでみてください。作者も頑がん張ばります。




　さて。話題は変わりますが、今回もとにかく『イラスト』が凄すごいんです。カバーイラストのラフを見せていただいたときには、思わず鳥とり肌はだが立ちました。

　普ふ段だんは和臣をからかったりして、余よ裕ゆうたっぷり（？）の彩あや夏かですが、カバーイラストでは照れた表情をしているのがたまらなく可愛かわいいですよね。照れくさそうに目線を外しているところなんて最高です。

　そんな彩夏とは対照的に、和臣は真しん剣けんな顔をしていて。普段よりも、さらに和臣がかっこよく感じられました。

　……それに、密着しているんですよ。しかも、体操服で。

　細かく語るのはあえて避さけますが、これは完全に当たってしまっています。

　もうこの時点で、作者としては眼福の極みでした。

　また、作中の時期は夏ということで、夏服に衣ころも替がえをすることになったのですが、いただいた制服のデザインを見たとき、ドキッとしたのを覚えています。ヒロインたちが半袖そで丈たけになっていたりするので、ぜひチェックしてみてください。

　それと、特設ページには一巻の紹しよう介かい漫まん画がが掲けい載さいされているので、そちらもご覧になっていない方はぜひチェックしてみてください。




　最後に謝辞を。

　担当編集者様。今回もたくさんのお力ちから添ぞえをありがとうございます。今後ともよろしくお願い致いたします。

　イラストを担当してくださった昆こん布ぶわかめ様。今回も、とても素敵なイラストで本作を彩いろどってくださり、ありがとうございます。届いたイラストが執筆中の励みになりました。

　そして読者の皆様。本作を読んでくださり、誠にありがとうございます。心から感謝しております。今後とも精せい一いつ杯ぱい励はげみますので、引き続き応援していただけると嬉うれしいです。どうぞよろしくお願い致します。




　ここまで読んでくださって、ありがとうございました。




　それではまた、次巻でお会いできることを願って。





二〇二〇年六月上じよう旬じゆん　戸塚陸





















俺おれがラブコメ彼女ヒロインを絶ぜつ対たいに奪うばい取とるまで。２
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